
令
和
４
年
度
　
特
別
会
計
及
び
企
業
会
計
予
算
書
　
　
甲 

賀 

市
この印刷物は、グリーン購入法適合用紙を使用しています。



目　　　　次 

議案第2号�
令和４年度甲賀市国民健康保険特別会計予算���������������1

議案第3号�
令和４年度甲賀市後期高齢者医療特別会計予算������������� 45

議案第4号�
�令和４年度甲賀市介護保険特別会計予算���������������� 63

議案第5号�
�令和４年度野洲川基幹水利施設管理事業特別会計予算��������� 117

議案第6号�
令和４年度甲賀市病院事業会計予算����������������� 129

議案第7号�
�令和４年度甲賀市水道事業会計予算����������������� 167

議案第8号�
令和４年度甲賀市診療所事業会計予算���������������� 205

議案第9号�
令和４年度甲賀市介護老人保健施設事業会計予算����������� 243

議案第10号��
令和４年度甲賀市下水道事業会計予算���������������� 279



　甲賀市国民健康保険特別会計　



　甲賀市国民健康保険特別会計　





議案第２号  

令和４年度甲賀市国民健康保険特別会計予算  

令和４年度甲賀市の国民健康保険特別会計予算は、次に定めるところによる。  

（歳入歳出予算）  

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ８，９７９，０００千円と定め

る。  

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、 「第１表 歳入歳出予

算」による。  

（債務負担行為）  

第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２１４条の規定により債務を負

担する行為をすることができる事項、期間及び限度額は、 「第２表 債務負担行

為」による。  

（一時借入金）  

第３条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高

額は、１，０００，０００千円と定める。  

（歳出予算の流用）  

第４条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費

の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。  

（１）保険給付費の各項に計上した予算額に過不足を生じた場合における同一款

内でのこれらの経費の各項の間の流用  

上記の議案を提出する。  

令和４年２月１７日  

甲賀市長 岩 永 裕 貴  
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　　第１表　歳入歳出予算

    歳　入 (単位：千円)

款 項

国民健康保険税

国民健康保険税

使用料及び手数料

手数料

県支出金

県負担金・補助金

財産収入

財産運用収入

繰入金

他会計繰入金

基金繰入金

繰越金

繰越金

諸収入

延滞金、加算金及び過料

雑入

金 額

歳 入 合 計
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    歳　出 (単位：千円)

款 項

総務費

総務管理費

徴収費

運営協議会費

保険給付費

療養諸費

高額療養費

移送費

出産育児諸費

葬祭諸費

傷病手当金

国民健康保険事業費納付金

医療給付費分

後期高齢者支援金等分

介護納付金分

共同事業拠出金

共同事業拠出金

保健事業費

保健事業費

特定健康診査等事業費

基金積立金

基金積立金

諸支出金

償還金及び還付加算金

繰出金

予備費

予備費

金 額
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    歳　出 (単位：千円)

款 項

総務費

総務管理費

徴収費

運営協議会費

保険給付費

療養諸費

高額療養費

移送費

出産育児諸費

葬祭諸費

傷病手当金

国民健康保険事業費納付金

医療給付費分

後期高齢者支援金等分

介護納付金分

共同事業拠出金

共同事業拠出金

保健事業費

保健事業費

特定健康診査等事業費

基金積立金

基金積立金

諸支出金

償還金及び還付加算金

繰出金

予備費

予備費

金 額

(単位：千円)

款 項 金 額

歳 出 合 計
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　第２表　債務負担行為

事　項 期　間

特定健康診査事業(集団健診）
令和4年度から
令和5年度まで

千円

特定保健指導事業 令和5年度 千円

限度額
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　第２表　債務負担行為

事　項 期　間

特定健康診査事業(集団健診）
令和4年度から
令和5年度まで

千円

特定保健指導事業 令和5年度 千円

限度額

　　　　　　　　　　　歳入歳出予算事項別明細書

　　１　総　括

         （歳　入） (単位：千円)

款

国民健康保険税 △2,861

使用料及び手数料 △200

県支出金

財産収入 △119

繰入金 △15,346

繰越金

諸収入

本年度予算額 前年度予算額 比 較

歳 入 合 計
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         （歳　出）

款

総務費

保険給付費

国民健康保険事業費納付金 △24,561

共同事業拠出金

保健事業費 △3,775

基金積立金 △119

諸支出金 △45,405

予備費

歳 出 合 計

本年度予算額 前年度予算額 比 較
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         （歳　出）

款

総務費

保険給付費

国民健康保険事業費納付金 △24,561

共同事業拠出金

保健事業費 △3,775

基金積立金 △119

諸支出金 △45,405

予備費

歳 出 合 計

本年度予算額 前年度予算額 比 較

(単位：千円)

本　年　度　予　算　額　の　財　源　内　訳

特 定 財 源
一 般 財 源

国 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他

－ 9 －



　　２　歳　入
 1款 国民健康保険税

 1項 国民健康保険税

目

一般被保険者国民健康保険税 △ 2,177

退職被保険者等国民健康保険税 △ 684

1款 国民健康保険税

本年度予算額 前年度予算額 比 較
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　　２　歳　入
 1款 国民健康保険税

 1項 国民健康保険税

目

一般被保険者国民健康保険税 △ 2,177

退職被保険者等国民健康保険税 △ 684

1款 国民健康保険税

本年度予算額 前年度予算額 比 較

（単位 ： 千円）

節

医療給付費 医療給付費分現年課税分

分現年課税

分

医療給付費 医療給付費分滞納繰越分

分滞納繰越

分

後期高齢者 後期高齢者支援金分現年課税分

支援金分現

年課税分

後期高齢者 後期高齢者支援金分滞納繰越分

支援金分滞

納繰越分

介護納付金 介護納付金分現年課税分

分現年課税

分

介護納付金 介護納付金分滞納繰越分

分滞納繰越

分

医療給付費 医療給付費分現年課税分

分現年課税

分

医療給付費 医療給付費分滞納繰越分

分滞納繰越

分

後期高齢者 後期高齢者支援金分現年課税分

支援金分現

年課税分

後期高齢者 後期高齢者支援金分滞納繰越分

支援金分滞

納繰越分

介護納付金 介護納付金分現年課税分

分現年課税

分

介護納付金 介護納付金分滞納繰越分

分滞納繰越

分

1款 国民健康保険税

区 分 金 額
説 明
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目

計 △ 2,861

 4款 使用料及び手数料

 2項 手数料

督促手数料 △ 200

計 △ 200

 7款 県支出金

 1項 県負担金・補助金

保険給付費等交付金

保険給付対策費補助金 △ 183

計

 9款 財産収入

 1項 財産運用収入

利子及び配当金 △ 119

計 △ 119

11款 繰入金

 1項 他会計繰入金

一般会計繰入金

1款 国民健康保険税  4款 使用料及び手数料  7款 県支出金  9款 財産収入

11款 繰入金

本年度予算額 前年度予算額 比 較
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目

計 △ 2,861

 4款 使用料及び手数料

 2項 手数料

督促手数料 △ 200

計 △ 200

 7款 県支出金

 1項 県負担金・補助金

保険給付費等交付金

保険給付対策費補助金 △ 183

計

 9款 財産収入

 1項 財産運用収入

利子及び配当金 △ 119

計 △ 119

11款 繰入金

 1項 他会計繰入金

一般会計繰入金

1款 国民健康保険税  4款 使用料及び手数料  7款 県支出金  9款 財産収入

11款 繰入金

本年度予算額 前年度予算額 比 較

（単位 ： 千円）

節

督促手数料 督促手数料

保険給付費 保険給付費等交付金（普通交付金）

等交付金（

普通交付金

）

保険給付費 保険者努力支援分

等交付金（ 特別調整交付金分

特別交付金 県繰入金（２号分）

） 特定健康診査等負担金

保険給付対 保険給付対策費補助金

策費補助金

利子及び配 財政調整基金利子

当金

保険基盤安 保険基盤安定繰入金（保険税軽減分）

定繰入金（

保険税軽減

分）

1款 国民健康保険税  4款 使用料及び手数料  7款 県支出金  9款 財産収入

11款 繰入金

区 分 金 額
説 明
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目

計

11款 繰入金

 2項 基金繰入金

財政調整基金繰入金 △ 30,502

計 △ 30,502

12款 繰越金

 1項 繰越金

繰越金

計

13款 諸収入

 1項 延滞金、加算金及び過料

一般被保険者延滞金

退職被保険者等延滞金

計

11款 繰入金  12款 繰越金  13款 諸収入

本年度予算額 前年度予算額 比 較

－ 14 －



目

計

11款 繰入金

 2項 基金繰入金

財政調整基金繰入金 △ 30,502

計 △ 30,502

12款 繰越金

 1項 繰越金

繰越金

計

13款 諸収入

 1項 延滞金、加算金及び過料

一般被保険者延滞金

退職被保険者等延滞金

計

11款 繰入金  12款 繰越金  13款 諸収入

本年度予算額 前年度予算額 比 較

（単位 ： 千円）

節

保険基盤安 保険基盤安定繰入金（保険者支援分）

定繰入金（

保険者支援

分）

未就学児均 未就学児均等割保険税繰入金

等割保険税

繰入金

出産育児一 出産育児一時金等繰入金

時金等繰入

金

財政安定化 財政安定化支援事業繰入金

支援事業繰

入金

その他一般 その他一般会計繰入金

会計繰入金

財政調整基 財政調整基金繰入金

金繰入金

その他繰越 その他繰越金

金

一般被保険 一般被保険者延滞金

者延滞金

退職被保険 退職被保険者等延滞金

者等延滞金

11款 繰入金  12款 繰越金  13款 諸収入

区 分 金 額
説 明

－ 15 －



13款 諸収入

 4項 雑入

目

一般被保険者第三者納付金

退職被保険者等第三者納付金

一般被保険者返納金

退職被保険者等返納金

雑入

計

13款 諸収入

本年度予算額 前年度予算額 比 較
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13款 諸収入

 4項 雑入

目

一般被保険者第三者納付金

退職被保険者等第三者納付金

一般被保険者返納金

退職被保険者等返納金

雑入

計

13款 諸収入

本年度予算額 前年度予算額 比 較

（単位 ： 千円）

節

一般被保険 一般被保険者第三者納付金

者第三者納

付金

退職被保険 退職被保険者等第三者納付金

者等第三者

納付金

一般被保険 一般被保険者返納金

者返納金 一般被保険者返納金（過年度分）

退職被保険 退職被保険者等返納金

者等返納金 退職被保険者等返納金（過年度分）

雑入 負担増凍結分指定公費

特定健康診査返納金

国保連合会補助金

保険給付費等交付金剰余金

13款 諸収入

区 分 金 額
説 明
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　　３　歳　出
 1款  総務費

 1項  総務管理費

目

一般管理費 △235 県支出金 諸収入

国民健康保 県支出金

険団体連合

会負担金

計 県支出金 諸収入

 1款  総務費

 2項  徴収費

目

賦課徴収費 県支出金

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

1款 総務費
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　　３　歳　出
 1款  総務費

 1項  総務管理費

目

一般管理費 △235 県支出金 諸収入

国民健康保 県支出金

険団体連合

会負担金

計 県支出金 諸収入

 1款  総務費

 2項  徴収費

目

賦課徴収費 県支出金

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

1款 総務費

（単位 ： 千円）

節

報酬 ０１　一般管理費

職員手当等 ０１　一般管理費

共済費 非常勤職員報酬（会計年度任用職員）

旅費 期末手当（会計年度任用職員）

需用費 社会保険料等（会計年度任用職員）

役務費 労働保険料（会計年度任用職員）

委託料 普通旅費

負担金補助 費用弁償（通勤手当）

及び交付金 消耗品費

印刷製本費

通信運搬費

手数料

封入封緘業務委託

不正利得回収業務委託

特別調整交付金申請業務委託

研修負担金

負担金補助 ０１　連合会負担金

及び交付金 ０１　連合会負担金

近畿都市国民健康保険者協議会負担金

国保連合会負担金

保健事業等保険者支援負担金

節

旅費 ０１　賦課徴収費

需用費 ０１　賦課徴収費

役務費 普通旅費

委託料 消耗品費

印刷製本費

通信運搬費

手数料

区 分 金 額
説 明

区 分 金 額
説 明

1款 総務費
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 1款  総務費

 2項  徴収費

目

計 県支出金

 1款  総務費

 3項  運営協議会費

目

運営協議会

費

計

 2款  保険給付費

 1項  療養諸費

目

一般被保険 県支出金 諸収入

者療養給付

費

退職被保険 △300 県支出金 諸収入

者等療養給

付費

一般被保険 県支出金

者療養費

退職被保険 県支出金

者等療養費

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

1款 総務費  2款 保険給付費

－ 20 －



 1款  総務費

 2項  徴収費

目

計 県支出金

 1款  総務費

 3項  運営協議会費

目

運営協議会

費

計

 2款  保険給付費

 1項  療養諸費

目

一般被保険 県支出金 諸収入

者療養給付

費

退職被保険 △300 県支出金 諸収入

者等療養給

付費

一般被保険 県支出金

者療養費

退職被保険 県支出金

者等療養費

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

1款 総務費  2款 保険給付費

（単位 ： 千円）

節

国民健康保険税システム改修業務委託

節

報酬 ０１　国民健康保険運営協議会費

旅費 ０１　国民健康保険運営協議会費

需用費 委員報酬

役務費 費用弁償

普通旅費

消耗品費

食糧費

通信運搬費

節

負担金補助 ０１　一般被保険者療養給付費

及び交付金 ０１　一般被保険者療養給付費

一般被保険者療養給付費

負担金補助 ０１　退職被保険者等療養給付費

及び交付金 ０１　退職被保険者等療養給付費

退職被保険者等療養給付費

負担金補助 ０１　一般被保険者療養費

及び交付金 ０１　一般被保険者療養費

一般被保険者療養費

負担金補助 ０１　退職被保険者等療養費

及び交付金 ０１　退職被保険者等療養費

退職被保険者等療養費

区 分 金 額
説 明

区 分 金 額
説 明

区 分 金 額
説 明

1款 総務費  2款 保険給付費
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 2款  保険給付費

 1項  療養諸費

目

審査支払手 県支出金

数料

計 県支出金 諸収入

 2款  保険給付費

 2項  高額療養費

目

一般被保険 県支出金

者高額療養

費

退職被保険 △300 県支出金

者等高額療

養費

一般被保険 県支出金

者高額介護

合算療養費

退職被保険 県支出金

者等高額介

護合算療養

費

計 県支出金

 2款  保険給付費

 3項  移送費

目

一般被保険 県支出金

者移送費

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

2款 保険給付費
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 2款  保険給付費

 1項  療養諸費

目

審査支払手 県支出金

数料

計 県支出金 諸収入

 2款  保険給付費

 2項  高額療養費

目

一般被保険 県支出金

者高額療養

費

退職被保険 △300 県支出金

者等高額療

養費

一般被保険 県支出金

者高額介護

合算療養費

退職被保険 県支出金

者等高額介

護合算療養

費

計 県支出金

 2款  保険給付費

 3項  移送費

目

一般被保険 県支出金

者移送費

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

2款 保険給付費

（単位 ： 千円）

節

役務費 ０１　審査支払手数料

０１　審査支払手数料

手数料

節

負担金補助 ０１　一般被保険者高額療養費

及び交付金 ０１　一般被保険者高額療養費

一般被保険者高額療養費

負担金補助 ０１　退職被保険者等高額療養費

及び交付金 ０１　退職被保険者等高額療養費

退職被保険者等高額療養費

負担金補助 ０１　一般被保険者高額介護合算療養費

及び交付金 ０１　一般被保険者高額介護合算療養費

一般被保険者高額介護合算療養費

負担金補助 ０１　退職被保険者等高額介護合算療養費

及び交付金 ０１　退職被保険者等高額介護合算療養費

退職被保険者等高額介護合算療養費

節

負担金補助 ０１　一般被保険者移送費

及び交付金 ０１　一般被保険者移送費

一般被保険者移送費

区 分 金 額
説 明

区 分 金 額
説 明

区 分 金 額
説 明

2款 保険給付費
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 2款  保険給付費

 3項  移送費

目

退職被保険 県支出金

者等移送費

計 県支出金

 2款  保険給付費

 4項  出産育児諸費

目

出産育児一 県支出金

時金

支払手数料 県支出金

計 県支出金

 2款  保険給付費

 5項  葬祭諸費

目

葬祭費 県支出金

計 県支出金

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

2款 保険給付費

－ 24 －



 2款  保険給付費

 3項  移送費

目

退職被保険 県支出金

者等移送費

計 県支出金

 2款  保険給付費

 4項  出産育児諸費

目

出産育児一 県支出金

時金

支払手数料 県支出金

計 県支出金

 2款  保険給付費

 5項  葬祭諸費

目

葬祭費 県支出金

計 県支出金

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

2款 保険給付費

（単位 ： 千円）

節

負担金補助 ０１　退職被保険者等移送費

及び交付金 ０１　退職被保険者等移送費

退職被保険者等移送費

節

負担金補助 ０１　出産育児一時金

及び交付金 ０１　出産育児一時金

出産育児一時金

役務費 ０１　支払手数料

０１　支払手数料

手数料

節

負担金補助 ０１　葬祭費

及び交付金 ０１　葬祭費

葬祭費

区 分 金 額
説 明

区 分 金 額
説 明

区 分 金 額
説 明

2款 保険給付費
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 2款  保険給付費

 6項  傷病手当金

目

傷病手当金 県支出金

計 県支出金

 3款  国民健康保険事業費納付金

 1項  医療給付費分

目

一般被保険 △29,234 県支出金

者医療給付

費分

退職被保険 △2,875

者等医療給

付費分

計 △32,109 県支出金

 3款  国民健康保険事業費納付金

 2項  後期高齢者支援金等分

目

一般被保険

者後期高齢

者支援金等

分

退職被保険 △24

者等後期高

齢者支援金

等分

計

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

2款 保険給付費  3款 国民健康保険事業費納付金
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 2款  保険給付費

 6項  傷病手当金

目

傷病手当金 県支出金

計 県支出金

 3款  国民健康保険事業費納付金

 1項  医療給付費分

目

一般被保険 △29,234 県支出金

者医療給付

費分

退職被保険 △2,875

者等医療給

付費分

計 △32,109 県支出金

 3款  国民健康保険事業費納付金

 2項  後期高齢者支援金等分

目

一般被保険

者後期高齢

者支援金等

分

退職被保険 △24

者等後期高

齢者支援金

等分

計

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

2款 保険給付費  3款 国民健康保険事業費納付金

（単位 ： 千円）

節

負担金補助 ０１　傷病手当金

及び交付金 ０１　傷病手当金

傷病手当金

節

負担金補助 ０１　一般被保険者医療給付費分

及び交付金 ０１　一般被保険者医療給付費分

一般被保険者医療給付費分

負担金補助 ０１　退職被保険者等医療給付費分

及び交付金 ０１　退職被保険者等医療給付費分

退職被保険者等医療給付費分

節

負担金補助 ０１　一般被保険者後期高齢者支援金等分

及び交付金 ０１　一般被保険者後期高齢者支援金等分

一般被保険者後期高齢者支援金等分

負担金補助 ０１　退職被保険者等後期高齢者支援金等分

及び交付金 ０１　退職被保険者等後期高齢者支援金等分

退職被保険者等後期高齢者支援金等分

区 分 金 額
説 明

区 分 金 額
説 明

区 分 金 額
説 明

2款 保険給付費  3款 国民健康保険事業費納付金
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 3款  国民健康保険事業費納付金

 3項  介護納付金分

目

介護納付金 △1,202

分

計 △1,202

 4款  共同事業拠出金

 1項  共同事業拠出金

目

共同事業拠

出金

計

 6款  保健事業費

 1項  保健事業費

目

保健衛生普 △3,698 県支出金

及費

疾病予防費 △1,000 県支出金

傷病見舞金

計 △4,698 県支出金

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

3款 国民健康保険事業費納付金  4款 共同事業拠出金  6款 保健事業費
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 3款  国民健康保険事業費納付金

 3項  介護納付金分

目

介護納付金 △1,202

分

計 △1,202

 4款  共同事業拠出金

 1項  共同事業拠出金

目

共同事業拠

出金

計

 6款  保健事業費

 1項  保健事業費

目

保健衛生普 △3,698 県支出金

及費

疾病予防費 △1,000 県支出金

傷病見舞金

計 △4,698 県支出金

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

3款 国民健康保険事業費納付金  4款 共同事業拠出金  6款 保健事業費

（単位 ： 千円）

節

負担金補助 ０１　介護納付金分

及び交付金 ０１　介護納付金分

介護納付金分

節

負担金補助 ０１　共同事業拠出金

及び交付金 年金受給者リスト拠出負担金

節

旅費 ０１　保健衛生普及費

需用費 ０１　保健衛生普及費

役務費 普通旅費

委託料 消耗品費

負担金補助 印刷製本費

及び交付金 通信運搬費

手数料

データヘルス計画推進業務委託

国保連合会負担金

負担金補助 ０１　人間ドック補助費

及び交付金 ０１　人間ドック補助費

人間ドック助成

負担金補助 ０１　傷病見舞金

及び交付金 ０１　傷病見舞金

傷病見舞金

区 分 金 額
説 明

区 分 金 額
説 明

区 分 金 額
説 明

3款 国民健康保険事業費納付金  4款 共同事業拠出金  6款 保健事業費
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 6款  保健事業費

 2項  特定健康診査等事業費

目

特定健康診 県支出金 諸収入

査等事業費

計 県支出金 諸収入

 7款  基金積立金

 1項  基金積立金

目

基金積立金 △119 財産収入

計 △119 財産収入

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

6款 保健事業費  7款 基金積立金
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 6款  保健事業費

 2項  特定健康診査等事業費

目

特定健康診 県支出金 諸収入

査等事業費

計 県支出金 諸収入

 7款  基金積立金

 1項  基金積立金

目

基金積立金 △119 財産収入

計 △119 財産収入

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

6款 保健事業費  7款 基金積立金

（単位 ： 千円）

節       

 1 報酬 2,200 ０１　特定健康診査等事業費 85,229    

 3 職員手当等 440 ０１　特定健康診査等事業費 85,229  

 4 共済費 341 非常勤職員報酬（会計年度任用職員） 2,200

 9 旅費 143 期末手当（会計年度任用職員） 440

11 需用費 1,481 社会保険料等（会計年度任用職員） 328

12 役務費 5,116 労働保険料（会計年度任用職員） 13

13 委託料 75,508 普通旅費 25

費用弁償（通勤手当） 118

消耗品費 943

燃料費 6

印刷製本費 532

通信運搬費 1,587

手数料 3,529

健診予約サービス業務委託 44

特定健康診査業務委託 69,705

特定保健指導業務委託 5,759

節       

25 積立金 339 ０１　財政調整基金積立金 339    

０１　財政調整基金積立金 339  

積立金 339

6款 保健事業費  7款 基金積立金

区 分 金 額
説 明

金 額
説 明

区 分
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 9款  諸支出金

 1項  償還金及び還付加算金

目

一般被保険

者保険税還

付金

退職被保険 △100

者等保険税

還付金

一般被保険

者還付加算

金

退職被保険

者等還付加

算金

保険給付費 諸収入

等交付金償

還金

計 △100 諸収入

 9款  諸支出金

 3項  繰出金

目

直営診療施 △45,305 県支出金

設繰出金

計 △45,305 県支出金

10款  予備費

 1項  予備費

目

予備費

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

9款 諸支出金  10款 予備費
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 9款  諸支出金

 1項  償還金及び還付加算金

目

一般被保険

者保険税還

付金

退職被保険 △100

者等保険税

還付金

一般被保険

者還付加算

金

退職被保険

者等還付加

算金

保険給付費 諸収入

等交付金償

還金

計 △100 諸収入

 9款  諸支出金

 3項  繰出金

目

直営診療施 △45,305 県支出金

設繰出金

計 △45,305 県支出金

10款  予備費

 1項  予備費

目

予備費

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

9款 諸支出金  10款 予備費

（単位 ： 千円）

節

償還金利子 ０１　一般被保険者保険税還付金

及び割引料 ０１　一般被保険者保険税還付金

過誤納金還付金

償還金利子 ０１　退職被保険者等保険税還付金

及び割引料 ０１　退職被保険者等保険税還付金

過誤納金還付金

償還金利子 ０１　一般被保険者還付加算金

及び割引料 ０１　一般被保険者還付加算金

還付加算金

償還金利子 ０１　退職被保険者等還付加算金

及び割引料 ０１　退職被保険者等還付加算金

還付加算金

償還金利子 ０１　保険給付費等交付金償還金

及び割引料 ０１　保険給付費等交付金償還金

県に対する返還金

節

負担金補助 ０１　直営診療施設繰出金

及び交付金 ０１　直営診療施設繰出金

病院事業会計補助

節

０１　予備費

０１　予備費

区 分 金 額
説 明

区 分 金 額
説 明

区 分 金 額
説 明

9款 諸支出金  10款 予備費
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10款  予備費

 1項  予備費

目

計

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

10款 予備費
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10款  予備費

 1項  予備費

目

計

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

10款 予備費

（単位 ： 千円）

節

予備費

区 分 金 額
説 明

10款 予備費
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１　　特　別　職

報　　酬 給　　料 期末手当 （年間支給率）

（人） （千円） （千円） （千円） （月分）

２　　一　般　職

（１）総　括

報　　酬 給　　料 職員手当 計

（人） （千円） （千円） （千円） （千円）

(△1)
△ 1,274 △ 1,176

注　職員数（　)内は、短時間勤務職員及び会計年度任用職員であって、一週間当

　　短い職員数外書き

扶養手当 地域手当 住居手当 通勤手当

（千円） （千円） （千円） （千円）

比　      　較

計

比
　
　
較

長　　  等

議　　  員

給　　 　 　　与　　　　  　費

本　　年　　度

区　　分
職員数

前　　年　　度

前　年　度

比　  　較

職員手当

の 内 訳

区　　分

本　年　度

その他の特別職

前
　
年
　
度

区　　分
職員数

　　　　　　　　給　　　　　与　　　　　費    

長　    等

その他の特別職

計

本
　
年
　
度

長　    等

議　    員

議　    員

給　　　　　与　　　　　費　　　　　　明　　　　　細　　　　　書

その他の特別職

計

－ 36 －



１　　特　別　職

報　　酬 給　　料 期末手当 （年間支給率）

（人） （千円） （千円） （千円） （月分）

２　　一　般　職

（１）総　括

報　　酬 給　　料 職員手当 計

（人） （千円） （千円） （千円） （千円）

(△1)
△ 1,274 △ 1,176

注　職員数（　)内は、短時間勤務職員及び会計年度任用職員であって、一週間当

　　短い職員数外書き

扶養手当 地域手当 住居手当 通勤手当

（千円） （千円） （千円） （千円）

比　      　較

計

比
　
　
較

長　　  等

議　　  員

給　　 　 　　与　　　　  　費

本　　年　　度

区　　分
職員数

前　　年　　度

前　年　度

比　  　較

職員手当

の 内 訳

区　　分

本　年　度

その他の特別職

前
　
年
　
度

区　　分
職員数

　　　　　　　　給　　　　　与　　　　　費    

長　    等

その他の特別職

計

本
　
年
　
度

長　    等

議　    員

議　    員

給　　　　　与　　　　　費　　　　　　明　　　　　細　　　　　書

その他の特別職

計

その他の手当 計

（千円） （千円） （千円） （千円）

（千円） （千円）

△ 62 △ 1,238

たりの通常の勤務時間が常時勤務を要する職を占める職員の一週間当たりの通常の勤務時間に比し

特殊勤務
手    当

時間外勤務
手      当

休日勤務
手    当

宿日直手当
管理職
手　当

期末勤勉
手　　当

夜間勤務
手　　当

管理職員特
別勤務手当

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

合　　計
備　　　　考

共　済　費

　　　　　　　　給　　　　　与　　　　　費    

給　　　　　与　　　　　費　　　　　　明　　　　　細　　　　　書

共　済　費 合　　計
備　　　　考
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ア　会計年度任用職員以外の職員

給　　料 職員手当 計

（人） （千円） （千円） （千円） （千円）

注　職員数（　)内は、短時間勤務職員数外書き

扶養手当 地域手当 住居手当 通勤手当

（千円） （千円） （千円） （千円）

イ　会計年度任用職員

報　　酬 給　　料 職員手当 計

（人） （千円） （千円） （千円） （千円）

(△1)
△ 1,274 △ 1,176

注　職員数（　)内は、一週間当たりの通常の勤務時間が常時勤務を要する職を

地域手当 通勤手当
特殊勤務
手    当

時間外勤務
手      当

（千円） （千円） （千円） （千円）
職員手当

の 内 訳

区　　分

本　年　度

前　年　度

比　  　較

比　      　較

区　　分
職員数

給　　 　 　　与　　　　  　費

前　　年　　度

本　　年　　度

職員手当

の 内 訳

区　　分

本　年　度

前　年　度

比　  　較

区　　分
職員数

本　　年　　度

前　　年　　度

比　      　較

給　　 　 　　与　　　　  　費
共　済　費
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ア　会計年度任用職員以外の職員

給　　料 職員手当 計

（人） （千円） （千円） （千円） （千円）

注　職員数（　)内は、短時間勤務職員数外書き

扶養手当 地域手当 住居手当 通勤手当

（千円） （千円） （千円） （千円）

イ　会計年度任用職員

報　　酬 給　　料 職員手当 計

（人） （千円） （千円） （千円） （千円）

(△1)
△ 1,274 △ 1,176

注　職員数（　)内は、一週間当たりの通常の勤務時間が常時勤務を要する職を

地域手当 通勤手当
特殊勤務
手    当

時間外勤務
手      当

（千円） （千円） （千円） （千円）
職員手当

の 内 訳

区　　分

本　年　度

前　年　度

比　  　較

比　      　較

区　　分
職員数

給　　 　 　　与　　　　  　費

前　　年　　度

本　　年　　度

職員手当

の 内 訳

区　　分

本　年　度

前　年　度

比　  　較

区　　分
職員数

本　　年　　度

前　　年　　度

比　      　較

給　　 　 　　与　　　　  　費
共　済　費

（千円）

特殊勤務
手    当

時間外勤務
手      当

休日勤務
手    当

宿日直手当
管理職
手　当

期末勤勉
手　　当

夜間勤務
手　　当

管理職員特
別勤務手当

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

（千円） （千円）

△ 62 △ 1,238

占める職員の一週間当たりの通常の勤務時間に比し短い職員数外書き

休日勤務
手    当

宿日直手当 期末手当
夜間勤務
手　　当

（千円） （千円） （千円） （千円）

共　済　費 合　　計
備　　　　考

備　　　　考
合　　計
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（２）  給料及び職員手当の増減額の明細

区　分
増減額

（千円）
備　　考

地域手当

通勤手当

期末勤勉手当

増減事由別内訳
（千円）

説　　明

△ 48

その他の増
減分

職員の異動等による

期末勤勉手当 △ 48

給　料

制度改正に
伴う増減分

職員手当
その他の増
減分
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（２）  給料及び職員手当の増減額の明細

区　分
増減額

（千円）
備　　考

地域手当

通勤手当

期末勤勉手当

増減事由別内訳
（千円）

説　　明

△ 48

その他の増
減分

職員の異動等による

期末勤勉手当 △ 48

給　料

制度改正に
伴う増減分

職員手当
その他の増
減分
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特定健康診査事業(集団健診） 10,239千円

特定保健指導事業 1,368千円

債務負担行為で翌年度以降にわたるものについての前年度末までの支

事　項
金額

限度額
期間

前年度末までの支出見込額
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特定健康診査事業(集団健診） 10,239千円

特定保健指導事業 1,368千円

債務負担行為で翌年度以降にわたるものについての前年度末までの支

事　項
金額

限度額
期間

前年度末までの支出見込額

国県支出金 地方債 その他

令和4年度から
令和5年度まで

10,239千円 6,826千円 3,413千円

令和5年度 1,368千円 912千円 456千円

出額又は支出額の見込み及び当該年度以降の支出予定額等に関する調書

一般財源

当該年度以降の支出予定額

期間 金額

左の財源内訳

特定財源
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　甲賀市後期高齢者医療特別会計　



議案第３号  

令和４年度甲賀市後期高齢者医療特別会計予算  

令和４年度甲賀市の後期高齢者医療特別会計予算は、次に定めるところによる。  

（歳入歳出予算）  

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２，２６１，０００千円と定め

る。  

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、 「第１表 歳入歳出予

算」による。  

上記の議案を提出する。  

令和４年２月１７日  

甲賀市長 岩 永 裕 貴  
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議案第３号  

令和４年度甲賀市後期高齢者医療特別会計予算  

令和４年度甲賀市の後期高齢者医療特別会計予算は、次に定めるところによる。  

（歳入歳出予算）  

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２，２６１，０００千円と定め

る。  

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、 「第１表 歳入歳出予

算」による。  

上記の議案を提出する。  

令和４年２月１７日  

甲賀市長 岩 永 裕 貴  
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　　第１表　歳入歳出予算

    歳　入 (単位：千円)

款 項

保険料

後期高齢者保険料

使用料及び手数料

手数料

繰入金

一般会計繰入金

諸収入

延滞金、加算金及び過料

償還金及び還付加算金

雑入

繰越金

繰越金

金 額

歳 入 合 計
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    歳　出 (単位：千円)

款 項

総務費

総務管理費

徴収費

医療諸費

医療諸費

衛生費

保健衛生費

諸支出金

償還金及び還付加算金

繰出金

予備費

予備費

金 額

歳 出 合 計
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    歳　出 (単位：千円)

款 項

総務費

総務管理費

徴収費

医療諸費

医療諸費

衛生費

保健衛生費

諸支出金

償還金及び還付加算金

繰出金

予備費

予備費

金 額

歳 出 合 計

　　　　　　　　　　　歳入歳出予算事項別明細書

　　１　総　括

         （歳　入） (単位：千円)

款

保険料

使用料及び手数料

繰入金

諸収入

繰越金

本年度予算額 前年度予算額 比 較

歳 入 合 計
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         （歳　出）

款

総務費

医療諸費

衛生費

諸支出金

予備費

歳 出 合 計

本年度予算額 前年度予算額 比 較
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         （歳　出）

款

総務費

医療諸費

衛生費

諸支出金

予備費

歳 出 合 計

本年度予算額 前年度予算額 比 較

(単位：千円)

本　年　度　予　算　額　の　財　源　内　訳

特 定 財 源
一 般 財 源

国 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他
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　　２　歳　入
 1款 保険料

 1項 後期高齢者保険料

目

特別徴収保険料

普通徴収保険料

計

 2款 使用料及び手数料

 1項 手数料

督促手数料

計

 3款 繰入金

 1項 一般会計繰入金

一般会計繰入金

計

 4款 諸収入

 1項 延滞金、加算金及び過料

延滞金

計

 4款 諸収入

 2項 償還金及び還付加算金

保険料還付金

保険料還付加算金 △ 3

計

1款 保険料  2款 使用料及び手数料  3款 繰入金  4款 諸収入

本年度予算額 前年度予算額 比 較
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　　２　歳　入
 1款 保険料

 1項 後期高齢者保険料

目

特別徴収保険料

普通徴収保険料

計

 2款 使用料及び手数料

 1項 手数料

督促手数料

計

 3款 繰入金

 1項 一般会計繰入金

一般会計繰入金

計

 4款 諸収入

 1項 延滞金、加算金及び過料

延滞金

計

 4款 諸収入

 2項 償還金及び還付加算金

保険料還付金

保険料還付加算金 △ 3

計

1款 保険料  2款 使用料及び手数料  3款 繰入金  4款 諸収入

本年度予算額 前年度予算額 比 較

（単位 ： 千円）

節

現年度分 現年度分

現年度分 現年度分

過年度分 過年度分

督促手数料 督促手数料

保険基盤安 保険基盤安定繰入金

定繰入金

保険給付費 保険給付費繰入金

繰入金

健康診査事 健康診査事業繰入金

業繰入金

事務費繰入 事務費繰入金

金

延滞金 延滞金

保険料還付 保険料還付金

金

保険料還付 保険料還付加算金

加算金

1款 保険料  2款 使用料及び手数料  3款 繰入金  4款 諸収入

区 分 金 額
説 明
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 4款 諸収入

 4項 雑入

目

雑入

計

 5款 繰越金

 1項 繰越金

繰越金

計

4款 諸収入  5款 繰越金

本年度予算額 前年度予算額 比 較
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 4款 諸収入

 4項 雑入

目

雑入

計

 5款 繰越金

 1項 繰越金

繰越金

計

4款 諸収入  5款 繰越金

本年度予算額 前年度予算額 比 較

（単位 ： 千円）

節

雑入 後期高齢者医療広域連合補助金

後期高齢者医療広域連合返還金

繰越金 繰越金

4款 諸収入  5款 繰越金

区 分 金 額
説 明
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　　３　歳　出
 1款  総務費

 1項  総務管理費

目

一般管理費 諸収入

後期高齢者

医療広域連

合負担金

計 諸収入

 1款  総務費

 2項  徴収費

目

賦課徴収費

後期高齢者

医療広域連

合負担金

計

 2款  医療諸費

 1項  医療諸費

目

医療給付費

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

1款 総務費  2款 医療諸費
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　　３　歳　出
 1款  総務費

 1項  総務管理費

目

一般管理費 諸収入

後期高齢者

医療広域連

合負担金

計 諸収入

 1款  総務費

 2項  徴収費

目

賦課徴収費

後期高齢者

医療広域連

合負担金

計

 2款  医療諸費

 1項  医療諸費

目

医療給付費

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

1款 総務費  2款 医療諸費

（単位 ： 千円）

節

旅費 ０１　一般管理費

需用費 ０１　一般管理費

役務費 普通旅費

消耗品費

印刷製本費

通信運搬費

負担金補助 ０１　後期高齢者医療広域連合負担金

及び交付金 ０１　後期高齢者医療広域連合負担金

後期高齢者医療広域連合負担金

節

需用費 ０１　収納事務経費

役務費 ０１　収納事務経費

消耗品費

印刷製本費

通信運搬費

手数料

負担金補助 ０１　後期高齢者医療広域連合負担金

及び交付金 ０１　後期高齢者医療広域連合負担金

後期高齢者医療広域連合負担金

節

負担金補助 ０１　医療給付費

及び交付金 ０１　医療給付費

医療給付負担金

区 分 金 額
説 明

区 分 金 額
説 明

区 分 金 額
説 明

1款 総務費  2款 医療諸費
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 2款  医療諸費

 1項  医療諸費

目

審査支払手

数料

計

 3款  衛生費

 1項  保健衛生費

目

予防費

計

 4款  諸支出金

 1項  償還金及び還付加算金

目

保険料還付 諸収入

金

還付加算金 △3 諸収入

計 諸収入

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

2款 医療諸費  3款 衛生費  4款 諸支出金
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 2款  医療諸費

 1項  医療諸費

目

審査支払手

数料

計

 3款  衛生費

 1項  保健衛生費

目

予防費

計

 4款  諸支出金

 1項  償還金及び還付加算金

目

保険料還付 諸収入

金

還付加算金 △3 諸収入

計 諸収入

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

2款 医療諸費  3款 衛生費  4款 諸支出金

（単位 ： 千円）

節

役務費 ０１　審査支払手数料

０１　審査支払手数料

手数料

節

需用費 ０１　健診事業

役務費 ０１　健診事業

委託料 消耗品費

印刷製本費

通信運搬費

手数料

健康診査業務委託

節

償還金利子 ０１　後期高齢者医療保険料還付金

及び割引料 ０１　後期高齢者医療保険料還付金

過誤納金還付金

償還金利子 ０１　後期高齢者医療還付加算金

及び割引料 ０１　後期高齢者医療還付加算金

還付加算金

区 分 金 額
説 明

区 分 金 額
説 明

区 分 金 額
説 明

2款 医療諸費  3款 衛生費  4款 諸支出金
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 4款  諸支出金

 2項  繰出金

目

一般会計繰 諸収入

出金

計 諸収入

 5款  予備費

 1項  予備費

目

予備費

計

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源

4款 諸支出金  5款 予備費

一般財源
国県支出金 地 方 債 そ の 他
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 4款  諸支出金

 2項  繰出金

目

一般会計繰 諸収入

出金

計 諸収入

 5款  予備費

 1項  予備費

目

予備費

計

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源

4款 諸支出金  5款 予備費

一般財源
国県支出金 地 方 債 そ の 他

（単位 ： 千円）

節

繰出金 ０１　一般会計繰出金

０１　一般会計繰出金

繰出金

節

０１　予備費

０１　予備費

予備費

区 分 金 額
説 明

4款 諸支出金  5款 予備費

区 分 金 額
説 明



－ 62 －



　 甲 賀 市 介 護 保 険 特 別 会 計 　





 

 

議案第４号 

令和４年度甲賀市介護保険特別会計予算 

令和４年度甲賀市の介護保険特別会計予算は、次に定めるところによる。  

（歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ８，２１４，０００千円と定め 

る。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。 

（債務負担行為） 

第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２１４条の規定により債務を負

担する行為をすることができる事項、期間及び限度額は、「第２表 債務負担行

為」による。 

（一時借入金） 

第３条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高

額は、３００，０００千円と定める。 

（歳出予算の流用） 

第４条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費

の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

（１）保険給付費の各項に計上した予算額に過不足を生じた場合における同一款  

内でのこれらの経費の各項の間の流用 

上記の議案を提出する。 

令和４年２月１７日 

甲賀市長 岩 永 裕 貴 
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　　第１表　歳入歳出予算

    歳　入 (単位：千円)

款 項

保険料

介護保険料

使用料及び手数料

手数料

国庫支出金

国庫負担金

国庫補助金

支払基金交付金

支払基金交付金

県支出金

県負担金

県補助金

財産収入

財産運用収入

繰入金

一般会計繰入金

基金繰入金

繰越金

繰越金

諸収入

延滞金及び加算金及び過料

預金利子

貸付金元利収入

雑入

金 額

歳 入 合 計
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    歳　出 (単位：千円)

款 項

総務費

総務管理費

徴収費

介護認定審査会費

趣旨普及費

運営協議会費

保険給付費

介護サービス等諸費

介護予防サービス等諸費

その他諸費

高額介護サービス等費

高額医療合算介護サービス等費

市町村特別給付費

特定入所者介護サービス等費

保健福祉事業費

保健福祉事業費

地域支援事業費

介護予防・生活支援サービス事業

費

一般介護予防事業費

包括的支援事業・任意事業費

基金積立金

基金積立金

公債費

公債費

諸支出金

償還金及び還付加算金

金 額
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    歳　出 (単位：千円)

款 項

総務費

総務管理費

徴収費

介護認定審査会費

趣旨普及費

運営協議会費

保険給付費

介護サービス等諸費

介護予防サービス等諸費

その他諸費

高額介護サービス等費

高額医療合算介護サービス等費

市町村特別給付費

特定入所者介護サービス等費

保健福祉事業費

保健福祉事業費

地域支援事業費

介護予防・生活支援サービス事業

費

一般介護予防事業費

包括的支援事業・任意事業費

基金積立金

基金積立金

公債費

公債費

諸支出金

償還金及び還付加算金

金 額

(単位：千円)

款 項

繰出金

予備費

予備費

金 額

歳 出 合 計

－ 67 －



　第２表　債務負担行為

事　項 期　間

介護保険事業計画高齢者福
祉計画策定支援業務

令和4年度から
令和5年度まで

千円

限度額

－ 68 －



　第２表　債務負担行為

事　項 期　間

介護保険事業計画高齢者福
祉計画策定支援業務

令和4年度から
令和5年度まで

千円

限度額

　　　　　　　　　　　歳入歳出予算事項別明細書

　　１　総　括

         （歳　入） (単位：千円)

款

保険料

使用料及び手数料

国庫支出金

支払基金交付金

県支出金 △2,429

財産収入

繰入金 △21,884

繰越金

諸収入

本年度予算額 前年度予算額 比 較

歳 入 合 計

－ 69 －



         （歳　出）

款

総務費 △7,242

保険給付費

保健福祉事業費

地域支援事業費 △137,914

基金積立金

公債費

諸支出金

予備費

歳 出 合 計

本年度予算額 前年度予算額 比 較

－ 70 －



         （歳　出）

款

総務費 △7,242

保険給付費

保健福祉事業費

地域支援事業費 △137,914

基金積立金

公債費

諸支出金

予備費

歳 出 合 計

本年度予算額 前年度予算額 比 較

(単位：千円)

本　年　度　予　算　額　の　財　源　内　訳

特 定 財 源
一 般 財 源

国 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他

－ 71 －



　　２　歳　入
 1款 保険料

 1項 介護保険料

目

第１号被保険者保険料

計

 2款 使用料及び手数料

 1項 手数料

督促手数料

計

 3款 国庫支出金

 1項 国庫負担金

介護給付費負担金

計

 3款 国庫支出金

 2項 国庫補助金

調整交付金

地域支援事業交付金（介護予防・日常生 △ 2,239

活支援総合事業）

地域支援事業交付金（総合事業以外の地 △ 39,184

域支援事業）

保険者機能強化推進交付金

介護保険保険者努力支援交付金

計 △ 30,150

 4款 支払基金交付金

 1項 支払基金交付金

介護給付費交付金

地域支援事業支援交付金 △ 2,422

計

1款 保険料  2款 使用料及び手数料  3款 国庫支出金  4款 支払基金交付金

本年度予算額 前年度予算額 比 較

－ 72 －



　　２　歳　入
 1款 保険料

 1項 介護保険料

目

第１号被保険者保険料

計

 2款 使用料及び手数料

 1項 手数料

督促手数料

計

 3款 国庫支出金

 1項 国庫負担金

介護給付費負担金

計

 3款 国庫支出金

 2項 国庫補助金

調整交付金

地域支援事業交付金（介護予防・日常生 △ 2,239

活支援総合事業）

地域支援事業交付金（総合事業以外の地 △ 39,184

域支援事業）

保険者機能強化推進交付金

介護保険保険者努力支援交付金

計 △ 30,150

 4款 支払基金交付金

 1項 支払基金交付金

介護給付費交付金

地域支援事業支援交付金 △ 2,422

計

1款 保険料  2款 使用料及び手数料  3款 国庫支出金  4款 支払基金交付金

本年度予算額 前年度予算額 比 較

（単位 ： 千円）

節

現年度分 特別徴収分

普通徴収分

過年度分 過年度分

督促手数料 督促手数料

現年度分 介護給付費国庫負担金

現年度分 介護保険調整交付金

総合事業調整交付金

現年度分 地域支援事業交付金（介護予防・日常生活支援総合事業）

現年度分 地域支援事業交付金（総合事業以外の地域支援事業）

保険者機能 保険者機能強化推進交付金

強化推進交

付金

介護保険保 介護保険保険者努力支援交付金

険者努力支

援交付金

現年度分 介護給付費交付金

現年度分 地域支援事業支援交付金

1款 保険料  2款 使用料及び手数料  3款 国庫支出金  4款 支払基金交付金

区 分 金 額
説 明

－ 73 －



 5款 県支出金

 1項 県負担金

目

介護給付費負担金

計

 5款 県支出金

 2項 県補助金

地域支援事業交付金（介護予防・日常生 △ 1,399

活支援総合事業）

地域支援事業交付金（総合事業以外の地 △ 19,591

域支援事業）

計 △ 20,990

 6款 財産収入

 1項 財産運用収入

利子及び配当金

計

 7款 繰入金

 1項 一般会計繰入金

介護給付費繰入金

地域支援事業繰入金（介護予防・日常生 △ 1,400

活支援総合事業）

地域支援事業繰入金（総合事業以外の地 △ 19,592

域支援事業）

その他一般会計繰入金 △ 32,187

低所得者保険料軽減繰入金

計 △ 32,414

 7款 繰入金

 2項 基金繰入金

介護給付費準備基金繰入金

計

5款 県支出金  6款 財産収入  7款 繰入金

本年度予算額 前年度予算額 比 較

－ 74 －



 5款 県支出金

 1項 県負担金

目

介護給付費負担金

計

 5款 県支出金

 2項 県補助金

地域支援事業交付金（介護予防・日常生 △ 1,399

活支援総合事業）

地域支援事業交付金（総合事業以外の地 △ 19,591

域支援事業）

計 △ 20,990

 6款 財産収入

 1項 財産運用収入

利子及び配当金

計

 7款 繰入金

 1項 一般会計繰入金

介護給付費繰入金

地域支援事業繰入金（介護予防・日常生 △ 1,400

活支援総合事業）

地域支援事業繰入金（総合事業以外の地 △ 19,592

域支援事業）

その他一般会計繰入金 △ 32,187

低所得者保険料軽減繰入金

計 △ 32,414

 7款 繰入金

 2項 基金繰入金

介護給付費準備基金繰入金

計

5款 県支出金  6款 財産収入  7款 繰入金

本年度予算額 前年度予算額 比 較

（単位 ： 千円）

節

現年度分 介護給付費県負担金

現年度分 地域支援事業交付金（介護予防・日常生活支援総合事業）

現年度分 地域支援事業交付金（総合事業以外の地域支援事業）

利子及び配 介護給付費準備基金利子収入

当金

現年度分 介護給付費繰入金

現年度分 地域支援事業繰入金（介護予防・日常生活支援総合事業）

現年度分 地域支援事業繰入金（総合事業以外の地域支援事業）

事務費繰入 事務費繰入金

金

現年度分 低所得者保険料軽減繰入金

介護給付費 介護給付費準備基金繰入金

準備基金繰

入金

5款 県支出金  6款 財産収入  7款 繰入金

区 分 金 額
説 明

－ 75 －



 8款 繰越金

 1項 繰越金

目

繰越金

計

 9款 諸収入

 1項 延滞金及び加算金及び過料

第１号被保険者延滞金

計

 9款 諸収入

 2項 預金利子

預金利子

計

 9款 諸収入

 3項 貸付金元利収入

介護サービス費貸付金元金収入

計

 9款 諸収入

 4項 雑入

雑入

計

8款 繰越金  9款 諸収入

本年度予算額 前年度予算額 比 較

－ 76 －



 8款 繰越金

 1項 繰越金

目

繰越金

計

 9款 諸収入

 1項 延滞金及び加算金及び過料

第１号被保険者延滞金

計

 9款 諸収入

 2項 預金利子

預金利子

計

 9款 諸収入

 3項 貸付金元利収入

介護サービス費貸付金元金収入

計

 9款 諸収入

 4項 雑入

雑入

計

8款 繰越金  9款 諸収入

本年度予算額 前年度予算額 比 較

（単位 ： 千円）

節

繰越金 前年度繰越金

第１号被保 第１号被保険者延滞金

険者延滞金

預金利子 預金利子

介護サービ 高額介護費貸付金返還金

ス費貸付金 介護住宅改修費等貸付金返還金

元金収入

雑入 コピー使用料

一般介護予防事業参加料

8款 繰越金  9款 諸収入

区 分 金 額
説 明

－ 77 －



　　３　歳　出
 1款  総務費

 1項  総務管理費

目

一般管理費 △11,228 諸収入

連合会負担

金

計 △11,228 諸収入

 1款  総務費

 2項  徴収費

目

賦課徴収費 △1,376 手数料

諸収入

計 △1,376 手数料

諸収入

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

1款 総務費

－ 78 －



　　３　歳　出
 1款  総務費

 1項  総務管理費

目

一般管理費 △11,228 諸収入

連合会負担

金

計 △11,228 諸収入

 1款  総務費

 2項  徴収費

目

賦課徴収費 △1,376 手数料

諸収入

計 △1,376 手数料

諸収入

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

1款 総務費

（単位 ： 千円）

節

旅費 ０１　一般管理経費

需用費 ０１　一般管理経費

役務費 普通旅費

委託料 消耗品費

使用料及び 印刷製本費

賃借料 通信運搬費

負担金補助 手数料

及び交付金 封入封緘機保守委託

二次元バーコード作成ソフト保守委託

機器賃借料

研修負担金

負担金補助 ０１　連合会負担金

及び交付金 ０１　連合会負担金

介護保険業務負担金

節

需用費 ０１　収納事務経費

役務費 ０１　収納事務経費

印刷製本費

通信運搬費

手数料

区 分 金 額
説 明

区 分 金 額
説 明

1款 総務費

－ 79 －



 1款  総務費

 3項  介護認定審査会費

目

介護認定審

査会費

計

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

1款 総務費

－ 80 －



 1款  総務費

 3項  介護認定審査会費

目

介護認定審

査会費

計

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

1款 総務費

（単位 ： 千円）

節

報酬 ０１　介護認定審査会経費

職員手当等 ０１　介護認定審査会経費

共済費 委員報酬

旅費 費用弁償

需用費 消耗品費

役務費 食糧費

委託料 印刷製本費

使用料及び 通信運搬費

賃借料 物品借上料

備品購入費 ０２　認定調査経費

公課金 ０１　認定調査経費

非常勤職員報酬（会計年度任用職員）

期末手当（会計年度任用職員）

地方公務員共済組合負担金等（会計年度任用職員）

社会保険料等（会計年度任用職員）

労働保険料（会計年度任用職員）

費用弁償

費用弁償（通勤手当）

消耗品費

燃料費

印刷製本費

修繕料

通信運搬費

手数料

保険料

認定調査委託

機器賃借料

機械器具

公課金

区 分 金 額
説 明

1款 総務費

－ 81 －



 1款  総務費

 4項  趣旨普及費

目

趣旨普及費 △14

計 △14

 1款  総務費

 5項  運営協議会費

目

運営協議会

費

計

 2款  保険給付費

 1項  介護サービス等諸費

目

居宅介護サ 国庫支出金 支払基金交

ービス給付 付金

費 県支出金

特例居宅介

護サービス

給付費

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

1款 総務費  2款 保険給付費

－ 82 －



 1款  総務費

 4項  趣旨普及費

目

趣旨普及費 △14

計 △14

 1款  総務費

 5項  運営協議会費

目

運営協議会

費

計

 2款  保険給付費

 1項  介護サービス等諸費

目

居宅介護サ 国庫支出金 支払基金交

ービス給付 付金

費 県支出金

特例居宅介

護サービス

給付費

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

1款 総務費  2款 保険給付費

（単位 ： 千円）

節

需用費 ０１　趣旨普及経費

０１　趣旨普及経費

消耗品費

節

報酬 ０１　運営協議経費

報償費 ０１　運営協議経費

旅費 委員報酬

需用費 費用弁償

役務費 食糧費

委託料 通信運搬費

介護保険事業計画策定業務委託

０２　地域密着型サービス運営委員会費

０１　地域密着型サービス運営委員会費

調査協力謝礼

食糧費

節

負担金補助 ０１　居宅介護サービス給付費

及び交付金 ０１　居宅介護サービス給付費

居宅介護サービス給付費負担金

負担金補助 ０１　特例居宅介護サービス給付費

及び交付金 ０１　特例居宅介護サービス給付費

特例居宅介護サービス給付費負担金

区 分 金 額
説 明

区 分 金 額
説 明

区 分 金 額
説 明

1款 総務費  2款 保険給付費

－ 83 －



 2款  保険給付費

 1項  介護サービス等諸費

目

地域密着型 国庫支出金 支払基金交

介護サービ 付金

ス給付費 県支出金

特例地域密

着型介護サ

ービス給付

費

施設介護サ 国庫支出金 支払基金交

ービス給付 付金

費 県支出金

特例施設介

護サービス

給付費

居宅介護福 国庫支出金 支払基金交

祉用具購入 付金

費 県支出金

居宅介護住 国庫支出金 支払基金交

宅改修費 付金

県支出金

居宅介護サ 国庫支出金 支払基金交

ービス計画 付金

給付費 県支出金

特例居宅介

護サービス

計画給付費

計 国庫支出金 支払基金交

付金

県支出金

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

2款 保険給付費

－ 84 －



 2款  保険給付費

 1項  介護サービス等諸費

目

地域密着型 国庫支出金 支払基金交

介護サービ 付金

ス給付費 県支出金

特例地域密

着型介護サ

ービス給付

費

施設介護サ 国庫支出金 支払基金交

ービス給付 付金

費 県支出金

特例施設介

護サービス

給付費

居宅介護福 国庫支出金 支払基金交

祉用具購入 付金

費 県支出金

居宅介護住 国庫支出金 支払基金交

宅改修費 付金

県支出金

居宅介護サ 国庫支出金 支払基金交

ービス計画 付金

給付費 県支出金

特例居宅介

護サービス

計画給付費

計 国庫支出金 支払基金交

付金

県支出金

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

2款 保険給付費

（単位 ： 千円）

節

負担金補助 ０１　地域密着型介護サービス給付費

及び交付金 ０１　地域密着型介護サービス給付費

地域密着型介護サービス給付費負担金

負担金補助 ０１　特例地域密着型介護サービス給付費

及び交付金 ０１　特例地域密着型介護サービス給付費

特例地域密着型介護サービス給付費負担金

負担金補助 ０１　施設介護サービス給付費

及び交付金 ０１　施設介護サービス給付費

施設介護サービス給付費負担金

負担金補助 ０１　特例施設介護サービス給付費

及び交付金 ０１　特例施設介護サービス給付費

特例施設介護サービス給付費負担金

負担金補助 ０１　居宅介護福祉用具購入費

及び交付金 ０１　居宅介護福祉用具購入費

居宅介護福祉用具購入費負担金

負担金補助 ０１　居宅介護住宅改修費

及び交付金 ０１　居宅介護住宅改修費

居宅介護住宅改修費負担金

負担金補助 ０１　居宅介護サービス計画給付費

及び交付金 ０１　居宅介護サービス計画給付費

居宅介護サービス計画給付費負担金

負担金補助 ０１　特例居宅介護サービス計画給付費

及び交付金 ０１　特例居宅介護サービス計画給付費

特例居宅介護サービス計画給付費負担金

区 分 金 額
説 明

2款 保険給付費

－ 85 －



 2款  保険給付費

 2項  介護予防サービス等諸費

目

介護予防サ △308 国庫支出金 支払基金交

ービス給付 付金

費 県支出金

特例介護予

防サービス

給付費

地域密着型 国庫支出金 支払基金交

介護予防サ 付金

ービス給付 県支出金

費

特例地域密

着型介護予

防サービス

給付費

介護予防福 国庫支出金 支払基金交

祉用具購入 付金

費 県支出金

介護予防住 国庫支出金 支払基金交

宅改修費 付金

県支出金

介護予防サ △259 国庫支出金 支払基金交

ービス計画 付金

給付費 県支出金

特例介護予

防サービス

計画給付費

計 国庫支出金 支払基金交

付金

県支出金

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

2款 保険給付費

－ 86 －



 2款  保険給付費

 2項  介護予防サービス等諸費

目

介護予防サ △308 国庫支出金 支払基金交

ービス給付 付金

費 県支出金

特例介護予

防サービス

給付費

地域密着型 国庫支出金 支払基金交

介護予防サ 付金

ービス給付 県支出金

費

特例地域密

着型介護予

防サービス

給付費

介護予防福 国庫支出金 支払基金交

祉用具購入 付金

費 県支出金

介護予防住 国庫支出金 支払基金交

宅改修費 付金

県支出金

介護予防サ △259 国庫支出金 支払基金交

ービス計画 付金

給付費 県支出金

特例介護予

防サービス

計画給付費

計 国庫支出金 支払基金交

付金

県支出金

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

2款 保険給付費

（単位 ： 千円）

節

負担金補助 ０１　介護予防サービス給付費

及び交付金 ０１　介護予防サービス給付費

介護予防サービス給付費負担金

負担金補助 ０１　特例介護予防サービス給付費

及び交付金 ０１　特例介護予防サービス給付費

特例介護予防サービス給付費負担金

負担金補助 ０１　地域密着型介護予防サービス給付費

及び交付金 ０１　地域密着型介護予防サービス給付費

地域密着型介護予防サービス給付費負担金

負担金補助 ０１　特例地域密着型介護予防サービス給付費

及び交付金 ０１　特例地域密着型介護予防サービス給付費

特例地域密着型介護予防サービス給付費負担金

負担金補助 ０１　介護予防福祉用具購入費

及び交付金 ０１　介護予防福祉用具購入費

介護予防福祉用具購入費負担金

負担金補助 ０１　介護予防住宅改修費

及び交付金 ０１　介護予防住宅改修費

介護予防住宅改修費負担金

負担金補助 ０１　介護予防サービス計画給付費

及び交付金 ０１　介護予防サービス計画給付費

介護予防サービス計画給付費負担金

負担金補助 ０１　特例介護予防サービス計画給付費

及び交付金 ０１　特例介護予防サービス計画給付費

特例介護予防サービス計画給付費負担金

区 分 金 額
説 明

2款 保険給付費

－ 87 －



 2款  保険給付費

 3項  その他諸費

目

審査支払手 国庫支出金 支払基金交

数料 付金

県支出金

計 国庫支出金 支払基金交

付金

県支出金

 2款  保険給付費

 4項  高額介護サービス等費

目

高額介護サ △1,435 国庫支出金 支払基金交

ービス費 付金

県支出金

高額介護予 △48 国庫支出金 支払基金交

防サービス 付金

費 県支出金

計 △1,483 国庫支出金 支払基金交

付金

県支出金

 2款  保険給付費

 5項  高額医療合算介護サービス等費

目

高額医療合 国庫支出金 支払基金交

算介護サー 付金

ビス費 県支出金

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

2款 保険給付費

－ 88 －



 2款  保険給付費

 3項  その他諸費

目

審査支払手 国庫支出金 支払基金交

数料 付金

県支出金

計 国庫支出金 支払基金交

付金

県支出金

 2款  保険給付費

 4項  高額介護サービス等費

目

高額介護サ △1,435 国庫支出金 支払基金交

ービス費 付金

県支出金

高額介護予 △48 国庫支出金 支払基金交

防サービス 付金

費 県支出金

計 △1,483 国庫支出金 支払基金交

付金

県支出金

 2款  保険給付費

 5項  高額医療合算介護サービス等費

目

高額医療合 国庫支出金 支払基金交

算介護サー 付金

ビス費 県支出金

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

2款 保険給付費

（単位 ： 千円）

節

役務費 ０１　審査支払事務経費

０１　審査支払事務経費

手数料

節

負担金補助 ０１　高額介護サービス費

及び交付金 ０１　高額介護サービス費

高額介護サービス費負担金

負担金補助 ０１　高額介護予防サービス費

及び交付金 ０１　高額介護予防サービス費

高額介護予防サービス費負担金

節

負担金補助 ０１　高額医療合算介護サービス費

及び交付金 ０１　高額医療合算介護サービス費

高額医療合算介護サービス費負担金

区 分 金 額
説 明

区 分 金 額
説 明

区 分 金 額
説 明

2款 保険給付費

－ 89 －



 2款  保険給付費

 5項  高額医療合算介護サービス等費

目

高額医療合 国庫支出金 支払基金交

算介護予防 付金

サービス費 県支出金

計 国庫支出金 支払基金交

付金

県支出金

 2款  保険給付費

 6項  市町村特別給付費

目

市町村特別 国庫支出金

給付費

計 国庫支出金

 2款  保険給付費

 7項  特定入所者介護サービス等費

目

特定入所者 △20,108 国庫支出金 支払基金交

介護サービ 付金

ス費 県支出金

特例特定入

所者介護サ

ービス費

特定入所者 国庫支出金 支払基金交

介護予防サ 付金

ービス費 県支出金

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

2款 保険給付費

－ 90 －



 2款  保険給付費

 5項  高額医療合算介護サービス等費

目

高額医療合 国庫支出金 支払基金交

算介護予防 付金

サービス費 県支出金

計 国庫支出金 支払基金交

付金

県支出金

 2款  保険給付費

 6項  市町村特別給付費

目

市町村特別 国庫支出金

給付費

計 国庫支出金

 2款  保険給付費

 7項  特定入所者介護サービス等費

目

特定入所者 △20,108 国庫支出金 支払基金交

介護サービ 付金

ス費 県支出金

特例特定入

所者介護サ

ービス費

特定入所者 国庫支出金 支払基金交

介護予防サ 付金

ービス費 県支出金

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

2款 保険給付費

（単位 ： 千円）

節

負担金補助 ０１　高額医療合算介護予防サービス費

及び交付金 ０１　高額医療合算介護予防サービス費

高額医療合算介護予防サービス費負担金

節

負担金補助 ０１　市町村特別給付費

及び交付金 ０１　市町村特別給付費

市町村特別給付費負担金

節

負担金補助 ０１　特定入所者介護サービス費

及び交付金 ０１　特定入所者介護サービス費

特定入所者介護サービス費負担金

負担金補助 ０１　特例特定入所者介護サービス費

及び交付金 ０１　特例特定入所者介護サービス費

特例特定入所者介護サービス費負担金

負担金補助 ０１　特定入所者介護予防サービス費

及び交付金 ０１　特定入所者介護予防サービス費

特定入所者介護予防サービス費負担金

区 分 金 額
説 明

区 分 金 額
説 明

区 分 金 額
説 明

2款 保険給付費

－ 91 －



 2款  保険給付費

 7項  特定入所者介護サービス等費

目

特例特定入

所者介護予

防サービス

費

計 △20,108 国庫支出金 支払基金交

付金

県支出金

 4款  保健福祉事業費

 1項  保健福祉事業費

目

介護保険扶 国庫支出金 諸収入

助費

計 国庫支出金 諸収入

 5款  地域支援事業費

 1項  介護予防・生活支援サービス事業費

目

介護予防・ △3,515 国庫支出金 支払基金交

生活支援サ 付金

ービス事業 県支出金

費（第１号

事業）

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

2款 保険給付費  4款 保健福祉事業費  5款 地域支援事業費

－ 92 －



 2款  保険給付費

 7項  特定入所者介護サービス等費

目

特例特定入

所者介護予

防サービス

費

計 △20,108 国庫支出金 支払基金交

付金

県支出金

 4款  保健福祉事業費

 1項  保健福祉事業費

目

介護保険扶 国庫支出金 諸収入

助費

計 国庫支出金 諸収入

 5款  地域支援事業費

 1項  介護予防・生活支援サービス事業費

目

介護予防・ △3,515 国庫支出金 支払基金交

生活支援サ 付金

ービス事業 県支出金

費（第１号

事業）

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

2款 保険給付費  4款 保健福祉事業費  5款 地域支援事業費

（単位 ： 千円）

節

負担金補助 ０１　特例特定入所者介護予防サービス費

及び交付金 ０１　特例特定入所者介護予防サービス費

特例特定入所者介護予防サービス費負担金

節

扶助費 ０１　介護保険扶助費

貸付金 ０１　介護保険扶助費

介護保険扶助費

貸付金

節

需用費 ０１　介護予防・生活支援サービス事業費（第１号事業）

役務費

委託料 ０１　介護予防・生活支援サービス事業費（第１号事業）

負担金補助

及び交付金 消耗品費

手数料

通所型サービス（緩和型）業務委託

事業従事者育成事業業務委託

訪問介護相当サービス負担金

訪問型サービス（緩和型）負担金

区 分 金 額
説 明

区 分 金 額
説 明

区 分 金 額
説 明

2款 保険給付費  4款 保健福祉事業費  5款 地域支援事業費

－ 93 －



 5款  地域支援事業費

 1項  介護予防・生活支援サービス事業費

目

介護予防ケ 国庫支出金 支払基金交

アマネジメ 付金

ント事業費 県支出金

計 △3,515 国庫支出金 支払基金交

付金

県支出金

 5款  地域支援事業費

 2項  一般介護予防事業費

目

一般介護予 △7,815 国庫支出金 諸収入

防事業費

県支出金 支払基金交

付金

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

5款 地域支援事業費

－ 94 －



 5款  地域支援事業費

 1項  介護予防・生活支援サービス事業費

目

介護予防ケ 国庫支出金 支払基金交

アマネジメ 付金

ント事業費 県支出金

計 △3,515 国庫支出金 支払基金交

付金

県支出金

 5款  地域支援事業費

 2項  一般介護予防事業費

目

一般介護予 △7,815 国庫支出金 諸収入

防事業費

県支出金 支払基金交

付金

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

5款 地域支援事業費

（単位 ： 千円）

節

通所介護相当サービス負担金

通所型サービス（緩和型）負担金

高額介護予防サービス費相当事業等負担金

通所型サービスＢ事業補助

訪問型サービスＢ事業補助

負担金補助 ０１　介護予防ケアマネジメント事業費

及び交付金 ０１　介護予防ケアマネジメント事業費

介護予防ケアマネジメント負担金

節

報酬 ０１　一般介護予防事業費

給料 ０１　一般介護予防事業費

職員手当等 非常勤職員報酬（会計年度任用職員）

共済費 一般職給

報償費 扶養手当

旅費 地域手当

需用費 住居手当

役務費 通勤手当

委託料 時間外勤務手当

休日勤務手当

期末手当

勤勉手当

児童手当

期末手当（会計年度任用職員）

地方公務員共済組合負担金等

退職手当組合負担金

市町村職員互助会負担金

区 分 金 額
説 明

区 分 金 額
説 明

5款 地域支援事業費

－ 95 －



 5款  地域支援事業費

 2項  一般介護予防事業費

目

計 △7,815 国庫支出金 諸収入

県支出金 支払基金交

付金

 5款  地域支援事業費

 3項  包括的支援事業・任意事業費

目

任意事業費 △659 国庫支出金

県支出金

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

5款 地域支援事業費

－ 96 －



 5款  地域支援事業費

 2項  一般介護予防事業費

目

計 △7,815 国庫支出金 諸収入

県支出金 支払基金交

付金

 5款  地域支援事業費

 3項  包括的支援事業・任意事業費

目

任意事業費 △659 国庫支出金

県支出金

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

5款 地域支援事業費

（単位 ： 千円）

節

地方公務員共済組合負担金等（会計年度任用職員）

社会保険料等（会計年度任用職員）

労働保険料（会計年度任用職員）

講師謝礼

普通旅費

費用弁償（通勤手当）

消耗品費

燃料費

食糧費

印刷製本費

通信運搬費

手数料

在宅リハビリテーション支援業務委託

介護予防事業業務委託

節

需用費 ０１　任意事業費

役務費 ０１　任意事業費

委託料 消耗品費

負担金補助 印刷製本費

及び交付金 通信運搬費

扶助費 手数料

介護給付適正化支援システム保守委託

配食サービス事業委託

認知症キャラバンメイト業務委託

介護給付適正化業務委託

区 分 金 額
説 明

区 分 金 額
説 明

5款 地域支援事業費

－ 97 －



 5款  地域支援事業費

 3項  包括的支援事業・任意事業費

目

在宅医療・ △1,261 国庫支出金

介護連携推

進事業費 県支出金

認知症総合 国庫支出金

支援事業費

県支出金

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

5款 地域支援事業費

－ 98 －



 5款  地域支援事業費

 3項  包括的支援事業・任意事業費

目

在宅医療・ △1,261 国庫支出金

介護連携推

進事業費 県支出金

認知症総合 国庫支出金

支援事業費

県支出金

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

5款 地域支援事業費

（単位 ： 千円）

節

成年後見制度利用助成

介護家族等地域交流事業補助

老人福祉扶助費

報酬 ０１　在宅医療・介護連携推進事業費

職員手当等 ０１　在宅医療・介護連携推進事業費

共済費 非常勤職員報酬（会計年度任用職員）

報償費 期末手当（会計年度任用職員）

旅費 地方公務員共済組合負担金等（会計年度任用職員）

需用費

役務費 社会保険料等（会計年度任用職員）

委託料 労働保険料（会計年度任用職員）

使用料及び 講師謝礼

賃借料 調査協力謝礼

備品購入費 普通旅費

費用弁償（通勤手当）

消耗品費

燃料費

食糧費

通信運搬費

手数料

筆耕翻訳料

在宅医療・介護連携推進業務委託

自動車借上料

通行料

施設備品

報酬 ０１　認知症総合支援事業費

職員手当等 ０１　認知症総合支援事業費

共済費 非常勤職員報酬（会計年度任用職員）

報償費 期末手当（会計年度任用職員）

旅費 地方公務員共済組合負担金等（会計年度任用職員）

需用費

役務費 社会保険料等（会計年度任用職員）

負担金補助 労働保険料（会計年度任用職員）

及び交付金 調査協力謝礼

普通旅費

費用弁償（通勤手当）

区 分 金 額
説 明

5款 地域支援事業費

－ 99 －



 5款  地域支援事業費

 3項  包括的支援事業・任意事業費

目

地域ケア会 国庫支出金

議推進事業

県支出金

地域包括支 △118,732

援センター

運営費

生活支援体 △7,537

制整備事業

費

計 △126,584 国庫支出金

県支出金

 6款  基金積立金

 1項  基金積立金

目

介護給付費 財産収入

準備基金積

立金

計 財産収入

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

5款 地域支援事業費  6款 基金積立金

－ 100 －



 5款  地域支援事業費

 3項  包括的支援事業・任意事業費

目

地域ケア会 国庫支出金

議推進事業

県支出金

地域包括支 △118,732

援センター

運営費

生活支援体 △7,537

制整備事業

費

計 △126,584 国庫支出金

県支出金

 6款  基金積立金

 1項  基金積立金

目

介護給付費 財産収入

準備基金積

立金

計 財産収入

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

5款 地域支援事業費  6款 基金積立金

（単位 ： 千円）

節

消耗品費

燃料費

食糧費

通信運搬費

研修負担金

認知症カフェ開設・運営準備補助

報償費 ０１　地域ケア会議推進事業

需用費 ０１　地域ケア会議推進事業

役務費 調査協力謝礼

消耗品費

食糧費

通信運搬費

節

積立金 ０１　介護給付費準備基金積立金

０１　介護給付費準備基金積立金

積立金

区 分 金 額
説 明

区 分 金 額
説 明

5款 地域支援事業費  6款 基金積立金

－ 101 －



 7款  公債費

 1項  公債費

目

一時借入金

利子

計

 8款  諸支出金

 1項  償還金及び還付加算金

目

第１号被保

険者保険料

還付金

第１号被保

険者還付加

算金

計

 8款  諸支出金

 2項  繰出金

目

一般会計繰 支払基金交

出金 付金

計 支払基金交

付金

 9款  予備費

 1項  予備費

目

予備費

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

7款 公債費  8款 諸支出金  9款 予備費

－ 102 －



 7款  公債費

 1項  公債費

目

一時借入金

利子

計

 8款  諸支出金

 1項  償還金及び還付加算金

目

第１号被保

険者保険料

還付金

第１号被保

険者還付加

算金

計

 8款  諸支出金

 2項  繰出金

目

一般会計繰 支払基金交

出金 付金

計 支払基金交

付金

 9款  予備費

 1項  予備費

目

予備費

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

7款 公債費  8款 諸支出金  9款 予備費

（単位 ： 千円）

節       

23 償還金利子 100 ０１　一時借入金利子 100    

及び割引料 ０１　一時借入金利子 100  

一時借入金利子 100

節       

23 償還金利子 3,500 ０１　第１号被保険者保険料還付金 3,500    

及び割引料 ０１　第１号被保険者保険料還付金 3,500  

過誤納金還付金 3,500

23 償還金利子 200 ０１　第１号被保険者還付加算金 200    

及び割引料 ０１　第１号被保険者還付加算金 200  

還付加算金 200

節       

28 繰出金 25,413 ０１　一般会計繰出金 25,413    

０１　重層的支援体制整備事業繰出金 25,413  

繰出金 25,413

節       

０１　予備費 1,000    

区 分 金 額
説 明

区 分 金 額
説 明

区 分 金 額
説 明

区 分 金 額
説 明

7款 公債費  8款 諸支出金  9款 予備費
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 9款  予備費

 1項  予備費

目

計

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

9款 予備費
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 9款  予備費

 1項  予備費

目

計

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

9款 予備費

（単位 ： 千円）

節

０１　予備費

予備費

区 分 金 額
説 明

9款 予備費
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１　　特　別　職

報　　酬 給　　料 期末手当 （年間支給率）

（人） （千円） （千円） （千円） （月分）

２　　一　般　職

（１）総　括

報　　酬 給　　料 職員手当 計

（人） （千円） （千円） （千円） （千円）

△11
(△3)

△ 2,808 △ 42,985 △ 26,297 △ 72,090

注　職員数（　)内は、短時間勤務職員及び会計年度任用職員であって、一週間当

　　短い職員数外書き

扶養手当 地域手当 住居手当 通勤手当

（千円） （千円） （千円） （千円）

△ 1,038 △ 1,322 △ 1,118

比　      　較

計

比
　
　
較

長　　  等

議　　  員

給　　 　 　　与　　　　  　費

本　　年　　度

区　　分
職員数

前　　年　　度

前　年　度

比　  　較

職員手当

の 内 訳

区　　分

本　年　度

その他の特別職

前
　
年
　
度

区　　分
職員数

　　　　　　　　給　　　　　与　　　　　費    

長　    等

その他の特別職

計

本
　
年
　
度

長　    等

議　    員

議　    員

給　　　　　与　　　　　費　　　　　　明　　　　　細　　　　　書

その他の特別職

計
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１　　特　別　職

報　　酬 給　　料 期末手当 （年間支給率）

（人） （千円） （千円） （千円） （月分）

２　　一　般　職

（１）総　括

報　　酬 給　　料 職員手当 計

（人） （千円） （千円） （千円） （千円）

△11
(△3)

△ 2,808 △ 42,985 △ 26,297 △ 72,090

注　職員数（　)内は、短時間勤務職員及び会計年度任用職員であって、一週間当

　　短い職員数外書き

扶養手当 地域手当 住居手当 通勤手当

（千円） （千円） （千円） （千円）

△ 1,038 △ 1,322 △ 1,118

比　      　較

計

比
　
　
較

長　　  等

議　　  員

給　　 　 　　与　　　　  　費

本　　年　　度

区　　分
職員数

前　　年　　度

前　年　度

比　  　較

職員手当

の 内 訳

区　　分

本　年　度

その他の特別職

前
　
年
　
度

区　　分
職員数

　　　　　　　　給　　　　　与　　　　　費    

長　    等

その他の特別職

計

本
　
年
　
度

長　    等

議　    員

議　    員

給　　　　　与　　　　　費　　　　　　明　　　　　細　　　　　書

その他の特別職

計

その他の手当 計

（千円） （千円） （千円） （千円）

（千円） （千円）

△ 20,065 △ 92,155

たりの通常の勤務時間が常時勤務を要する職を占める職員の一週間当たりの通常の勤務時間に比し

時間外勤務
手      当

休日勤務
手    当

管理職
手　当

期末勤勉
手　　当

（千円） （千円） （千円） （千円）

△ 1,150 △ 10 △ 2,964 △ 18,821

合　　計
備　　　　考

共　済　費

　　　　　　　　給　　　　　与　　　　　費    

給　　　　　与　　　　　費　　　　　　明　　　　　細　　　　　書

共　済　費 合　　計
備　　　　考
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ア　会計年度任用職員以外の職員

給　　料 職員手当 計

（人） （千円） （千円） （千円） （千円）

△11 △ 42,985 △ 25,487 △ 68,472 △ 20,385

注　職員数（　)内は、短時間勤務職員数外書き

扶養手当 地域手当 住居手当 通勤手当

（千円） （千円） （千円） （千円）

△ 1,038 △ 1,322 △ 1,016

イ　会計年度任用職員

報　　酬 職員手当 計

（人） （千円） （千円） （千円） （千円）

(△3)
△ 2,808 △ 810 △ 3,618

注　職員数（　)内は、一週間当たりの通常の勤務時間が常時勤務を要する職を

通勤手当 期末手当

（千円） （千円）

△ 102 △ 708

職員手当

の 内 訳

区　　分

本　年　度

前　年　度

比　  　較

比　      　較

区　　分
職員数

前　　年　　度

本　　年　　度

共　済　費

区　　分

本　年　度

前　年　度

比　  　較

区　　分
職員数

本　　年　　度

前　　年　　度

給　　 　　与　　　 　費

比　      　較

給　　 　 　　与　　　　  　費
共　済　費

職員手当

の 内 訳
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ア　会計年度任用職員以外の職員

給　　料 職員手当 計

（人） （千円） （千円） （千円） （千円）

△11 △ 42,985 △ 25,487 △ 68,472 △ 20,385

注　職員数（　)内は、短時間勤務職員数外書き

扶養手当 地域手当 住居手当 通勤手当

（千円） （千円） （千円） （千円）

△ 1,038 △ 1,322 △ 1,016

イ　会計年度任用職員

報　　酬 職員手当 計

（人） （千円） （千円） （千円） （千円）

(△3)
△ 2,808 △ 810 △ 3,618

注　職員数（　)内は、一週間当たりの通常の勤務時間が常時勤務を要する職を

通勤手当 期末手当

（千円） （千円）

△ 102 △ 708

職員手当

の 内 訳

区　　分

本　年　度

前　年　度

比　  　較

比　      　較

区　　分
職員数

前　　年　　度

本　　年　　度

共　済　費

区　　分

本　年　度

前　年　度

比　  　較

区　　分
職員数

本　　年　　度

前　　年　　度

給　　 　　与　　　 　費

比　      　較

給　　 　 　　与　　　　  　費
共　済　費

職員手当

の 内 訳

（千円）

△ 88,857

時間外勤務
手      当

休日勤務
手    当

管理職
手　当

期末勤勉
手　　当

（千円） （千円） （千円） （千円）

△ 1,150 △ 10 △ 2,964 △ 18,113

（千円）

△ 3,298

占める職員の一週間当たりの通常の勤務時間に比し短い職員数外書き

合　　計

合　　計
備　　　　考

備　　　　考
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（２）  給料及び職員手当の増減額の明細

区　分
増減額

（千円）
備　　考

△ 43,164
事業の一般会計への
移行・職員の異動に
よる

扶養手当 △ 1,038

地域手当 △ 1,322

住居手当

通勤手当 △ 1,118

時間外勤務手当 △ 1,150

休日勤務手当 △ 10

管理職手当 △ 2,964

期末勤勉手当 △ 18,509

増減事由別内訳
（千円）

説　　明

平均昇給率  1.01％
1月昇給期 　   3人

昇給に伴う
増加分

定期昇給

△ 312

その他の増
減分

期末勤勉手当 △ 312

事業の一般会計への
移行・職員の異動に
よる

△ 25,985

給　料 △ 42,985

制度改正に
伴う増減分

その他の増
減分

△ 26,297職員手当
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（２）  給料及び職員手当の増減額の明細

区　分
増減額
（千円）

備　　考

△ 43,164
事業の一般会計への
移行・職員の異動に
よる

扶養手当 △ 1,038

地域手当 △ 1,322

住居手当

通勤手当 △ 1,118

時間外勤務手当 △ 1,150

休日勤務手当 △ 10

管理職手当 △ 2,964

期末勤勉手当 △ 18,509

増減事由別内訳
（千円）

説　　明

平均昇給率  1.01％
1月昇給期 　   3人

昇給に伴う
増加分

定期昇給

△ 312

その他の増
減分

期末勤勉手当 △ 312

事業の一般会計への
移行・職員の異動に
よる

△ 25,985

給　料 △ 42,985

制度改正に
伴う増減分

その他の増
減分

△ 26,297職員手当

（３）給料及び職員手当の状況

ア　職員１人当たり給与

行　政　職 保健看護職

（円）

（円）

（歳）

（円）

（円）

（歳）

イ　初任給

（円）

行政職

（円） （円）

保健看護職

国　　の　　制　　度

平均給与月額

平 均 年 齢

平均給料月額

区　　　　　　　　　　分

行政職

令和３年１月１日現在

令和４年１月１日現在

区　      分

平均給料月額

平均給与月額

平 均 年 齢

保健看護職

（円）

大　　学　　卒

区　      分

高　　校　　卒

高　　校　　卒

大　　学　　卒
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ウ　級別職員数

（級別の基準となる職務）

（％）

３級

主査

保健師
看護師

計

２級 ２級

４級

３級

計

６級

５級 ５級

１級

２級

１級１級

４級 ４級

３級３級

令和４年１月１日現在

区　　分
級

１級

２級

行　政　職

職員数

令和３年１月１日現在

３級

４級

５級

計

６級

７級

７級

構成比

保健看護職

級
構成比

（％）
職員数

５級

保健看護職

区　　　分

行　政　職 課長 課長補佐

課長
課長補佐

７級 ６級

部長
次長

係長

係長
主査

５級 ４級

保健師
看護師

２級 １級

主事 主事

計
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ウ　級別職員数

（級別の基準となる職務）

（％）

３級

主査

保健師
看護師

計

２級 ２級

４級

３級

計

６級

５級 ５級

１級

２級

１級１級

４級 ４級

３級３級

令和４年１月１日現在

区　　分
級

１級

２級

行　政　職

職員数

令和３年１月１日現在

３級

４級

５級

計

６級

７級

７級

構成比

保健看護職

級
構成比

（％）
職員数

５級

保健看護職

区　　　分

行　政　職 課長 課長補佐

課長
課長補佐

７級 ６級

部長
次長

係長

係長
主査

５級 ４級

保健師
看護師

２級 １級

主事 主事

計

エ　期末手当・勤勉手当

オ　定年退職及び応募認定退職に係る退職手当

勤続の者 勤続の者 勤続の者

（月分） （月分） （月分） （月分）

カ　地域手当

ク　その他の手当

備　考区　分

支給期別支給率

職制上の段階、
職務の級等によ
る加算措置

有

６月 １２月
支給率計

（月分） （月分）

本 年 度

（月分）

有

その他の
加算措置等

有

前 年 度

国の制度
（支給率等）

定年前早期
退職特例措置

（3％～45％加算）

２５年

区　分
最高限度

２０年

国 の 制 度

区　　　　　　分 国の制度との異同

備　考

支給率等

３５年

差　異　の　内　容

支 給 対 象 地 域

国の指定基準に基づく支給率（％）

全市域

支 給 率 （ ％ ）

支 給 対 象 職 員 数 （ 人 ）
（ 令 和 ４ 年 １ 月 １ 日 現 在 ）

扶　　養　　手　　当 同　　　じ

住　　居　　手　　当 同　　　じ

通　　勤　　手　　当 同　　　じ
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介護保険事業計画高齢者
福祉計画策定支援業務

3,718千円

債務負担行為で翌年度以降にわたるものについての前年度末までの支

事　項 限度額

前年度末までの支出見込額

期間 金額
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介護保険事業計画高齢者
福祉計画策定支援業務

3,718千円

債務負担行為で翌年度以降にわたるものについての前年度末までの支

事　項 限度額

前年度末までの支出見込額

期間 金額
国県支出金 地方債 その他

令和4年度から
令和5年度まで

3,718千円 3,718千円

出額又は支出額の見込み及び当該年度以降の支出予定額等に関する調書

当該年度以降の支出予定額 左の財源内訳

期間 金額
特定財源

一般財源
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野洲川基幹水利施設管理事業特別会計





 
 

議案第５号 

令和４年度野洲川基幹水利施設管理事業特別会計予算 

令和４年度野洲川基幹水利施設管理事業特別会計予算は、次に定めるところによ

る。 

（歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ８１，１３１千円と定める。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。 

上記の議案を提出する。 

令和４年２月１７日 

甲賀市長  岩 永 裕 貴   
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　　第１表　歳入歳出予算

    歳　入 (単位：千円)

款 項

分担金及び負担金

負担金

県支出金

県補助金

繰入金

一般会計繰入金

繰越金

繰越金

諸収入

預金利子

金 額

歳 入 合 計
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    歳　出 (単位：千円)

款 項

基幹水利施設管理事業費

管理事業費

金 額

歳 出 合 計
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    歳　出 (単位：千円)

款 項

基幹水利施設管理事業費

管理事業費

金 額

歳 出 合 計

　　　　　　　　　　　歳入歳出予算事項別明細書

　　１　総　括

         （歳　入） (単位：千円)

款

分担金及び負担金

県支出金

繰入金

繰越金

諸収入

本年度予算額 前年度予算額 比 較

歳 入 合 計
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         （歳　出）

款

基幹水利施設管理事業費

歳 出 合 計

本年度予算額 前年度予算額 比 較
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         （歳　出）

款

基幹水利施設管理事業費

歳 出 合 計

本年度予算額 前年度予算額 比 較

(単位：千円)

本　年　度　予　算　額　の　財　源　内　訳

特 定 財 源
一 般 財 源

国 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他
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　　２　歳　入
 1款 分担金及び負担金

 1項 負担金

目

基幹水利施設管理事業負担金

計

 2款 県支出金

 1項 県補助金

基幹水利施設管理事業補助金

計

 3款 繰入金

 1項 一般会計繰入金

一般会計繰入金

計

 4款 繰越金

 1項 繰越金

繰越金

計

 5款 諸収入

 1項 預金利子

預金利子

計

1款 分担金及び負担金  2款 県支出金  3款 繰入金  4款 繰越金  5款 諸収入

本年度予算額 前年度予算額 比 較
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　　２　歳　入
 1款 分担金及び負担金

 1項 負担金

目

基幹水利施設管理事業負担金

計

 2款 県支出金

 1項 県補助金

基幹水利施設管理事業補助金

計

 3款 繰入金

 1項 一般会計繰入金

一般会計繰入金

計

 4款 繰越金

 1項 繰越金

繰越金

計

 5款 諸収入

 1項 預金利子

預金利子

計

1款 分担金及び負担金  2款 県支出金  3款 繰入金  4款 繰越金  5款 諸収入

本年度予算額 前年度予算額 比 較

（単位 ： 千円）

節

管理事業負 管理事業負担金

担金

管理事業補 管理事業補助金

助金

一般会計繰 一般会計繰入金

入金

前年度繰越 前年度繰越金

金

預金利子 預金利子

1款 分担金及び負担金  2款 県支出金  3款 繰入金  4款 繰越金  5款 諸収入

区 分 金 額
説 明
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　　３　歳　出
 1款  基幹水利施設管理事業費

 1項  管理事業費

目

管理事業費 県支出金 負担金

諸収入

繰越金

計 県支出金 負担金

諸収入

繰越金

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

1款 基幹水利施設管理事業費

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額
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　　３　歳　出
 1款  基幹水利施設管理事業費

 1項  管理事業費

目

管理事業費 県支出金 負担金

諸収入

繰越金

計 県支出金 負担金

諸収入

繰越金

前 年 度
予 算 額

比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

1款 基幹水利施設管理事業費

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度
予 算 額

（単位 ： 千円）

節

旅費 ０１　野洲川基幹水利施設管理事業

需用費 ０１　野洲川基幹水利施設管理事業

役務費 普通旅費

委託料 消耗品費

使用料及び 燃料費

賃借料 印刷製本費

通信運搬費

獣死骸処理業務委託

水口頭首工管理業務委託

野洲川ダム管理業務委託

野洲川ダム・水口頭首工予備発電機保守点検委託

野洲川ダム・水口頭首工点検等業務委託

施設使用料

1款 基幹水利施設管理事業費

区 分 金 額
説 明
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　 甲 賀 市 病 院 事 業 会 計 　





議案第６号 

令和４年度甲賀市病院事業会計予算 

（総則） 

第１条 令和４年度甲賀市病院事業会計の予算は、次に定めるところによる。 

（業務の予定量） 

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。

（１）病 床 数 ４０床（一般４０床） 

（２）年間延患者数 入院１０，９５０人、外来２６，２４４人 

（３）一日平均患者数 入院 ３０人、外来 １０８人 

（収益的収入及び支出） 

第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。  

収 入 

第１款 病院事業収益 ７９９，８５２千円 

第１項 医業収益 ６１７，９６２千円 

第２項 医業外収益 １８１，８８０千円 

第３項 特別利益 １０千円 

支 出 

第１款 病院事業費用 ７９９，８５２千円 

第１項 医業費用 ７８８，０３４千円 

第２項 医業外費用 １０，８０８千円 

第３項 特別損失 １０千円 

第４項 予備費 １，０００千円 

（資本的収入及び支出） 

第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。  

（資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額２６，３７２千円は、当年度分

消費税及び地方消費税資本的収支調整額２６５千円、過年度分損益勘定留保資金

２６，１０７千円で補てんするものとする。）  

収 入 

第１款 資本的収入 ４１，１７７千円 

第１項 補助金 ４１，１７７千円 
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支 出 

第１款 資本的支出 ６７，５４９千円 

第１項 建設改良費 ２，９１７千円 

第２項 企業債償還金 ６２，８３２千円 

第３項 貸付金 １，８００千円 

（一時借入金） 

第５条 一時借入金の限度額は、１００，０００千円と定める。  

（予定支出の各項の経費の金額の流用） 

第６条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおり

と定める。 

（１）医業費用 

（２）医業外費用 

（３）特別損失 

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）  

第７条 次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に

流用し、又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を

経なければならない。 

（１）職員給与費 ５１５，６１４千円 

（２）交際費 １１０千円 

（他会計からの補助金） 

第８条 公営企業の経営健全化に資するため一般会計からこの会計へ補助を受ける

金額は１６３，０５３千円である。 

（たな卸資産の購入限度額） 

第９条 たな卸資産の購入限度額は、９４，４９２千円と定める。  

上記の議案を提出する。 

令和４年２月１７日 

甲賀市長 岩 永 裕 貴 
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支 出 

第１款 資本的支出 ６７，５４９千円 

第１項 建設改良費 ２，９１７千円 

第２項 企業債償還金 ６２，８３２千円 

第３項 貸付金 １，８００千円 

（一時借入金） 

第５条 一時借入金の限度額は、１００，０００千円と定める。  

（予定支出の各項の経費の金額の流用） 

第６条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおり

と定める。 

（１）医業費用 

（２）医業外費用 

（３）特別損失 

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）  

第７条 次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に

流用し、又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を

経なければならない。 

（１）職員給与費 ５１５，６１４千円 

（２）交際費 １１０千円 

（他会計からの補助金） 

第８条 公営企業の経営健全化に資するため一般会計からこの会計へ補助を受ける

金額は１６３，０５３千円である。 

（たな卸資産の購入限度額） 

第９条 たな卸資産の購入限度額は、９４，４９２千円と定める。  

上記の議案を提出する。 

令和４年２月１７日 

甲賀市長 岩 永 裕 貴 

収益的収入及び支出

収　入 （単位：千円）

予　定　額 備　　考

病 院 事 業 収 益

医 業 収 益

入 院 収 益

外 来 収 益

その他医業収益

医 業 外 収 益

受 取 利 息
及 び 配 当 金

他 会 計 補 助 金

他 会 計 負 担 金

長期前受金戻入

そ の 他
医 業 外 収 益

補 助 金

特 別 利 益

過 年 度
損 益 修 正 益

令和４年度甲賀市病院事業会計予算実施計画

款 項 目
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支　出 （単位：千円）

予　定　額 備　　　考

病 院 事 業 費 用

医 業 費 用

給 与 費

材 料 費

経 費

減 価 償 却 費

資 産 減 耗 費

研 究 研 修 費

医 業 外 費 用

支払利息及び企
業 債 取 扱 諸 費

消費税及び地方
消 費 税

雑 支 出

特 別 損 失

過 年 度
損 益 修 正 損

予 備 費

予 備 費

款 項 目
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支　出 （単位：千円）

予　定　額 備　　　考

病 院 事 業 費 用

医 業 費 用

給 与 費

材 料 費

経 費

減 価 償 却 費

資 産 減 耗 費

研 究 研 修 費

医 業 外 費 用

支払利息及び企
業 債 取 扱 諸 費

消費税及び地方
消 費 税

雑 支 出

特 別 損 失

過 年 度
損 益 修 正 損

予 備 費

予 備 費

款 項 目

資本的収入及び支出

収　入 （単位：千円）

予　定　額 備　　　考

資 本 的 収 入

補 助 金

補 助 金

支　出 （単位：千円）

予　定　額 備　　　考

資 本 的 支 出

建 設 改 良 費

改 良 事 業 費

企 業 債 償 還 金

企 業 債 償 還 金

貸 付 金

貸 付 金

款 項 目

款 項 目
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収益的収入及び支出

収　入

医 業 収 益

入 院 収 益

外 来 収 益

そ の 他 医 業 収 益

医 業 外 収 益

受 取 利 息
及 び 配 当 金

他 会 計 補 助 金

他 会 計 負 担 金

長 期 前 受 金 戻 入

その他医業外収益

補 助 金

特 別 利 益

過年度損益修正益

病 院 事 業 収 益

             令和４年度甲賀市病院事業会計予算実施計画明細書

款 項 目 本　年　度
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収益的収入及び支出

収　入

医 業 収 益

入 院 収 益

外 来 収 益

そ の 他 医 業 収 益

医 業 外 収 益

受 取 利 息
及 び 配 当 金

他 会 計 補 助 金

他 会 計 負 担 金

長 期 前 受 金 戻 入

その他医業外収益

補 助 金

特 別 利 益

過年度損益修正益

病 院 事 業 収 益

             令和４年度甲賀市病院事業会計予算実施計画明細書

款 項 目 本　年　度
区　　　分 金　　　額

入 院 収 益

外 来 収 益

室 料 収 益

受託 事業 収益

その他医業収益

他会 計負 担金

預 金 利 息

他会 計補 助金

他会 計負 担金

国庫 補助 長期
前 受 金 戻 入

一般会計繰入金
長期前受金戻入

そ の 他
医 業 外 収 益

国 庫 補 助 金

県 補 助 金

そ の 他
補 助 金

過 年 度
損 益 修 正 益

普通預金利息

過年度損益修正益

一般会計補助金、国民健康保険特別会計補助金

一般会計負担金

入院患者機器等使用料、医師住宅使用料等

県補助金

償却資産に対する補助金減価償却見合い分収益化

企業債償還元金に対する一般会計繰入金収益化

国庫補助金

その他補助金

一日当り入院患者数３０人

一般会計負担金、無医地区巡回診療負担金

予防接種、特定健康診査、学校医、園医、産業医、在宅リハビリ

文書料、健康診断料、衛生材料等

一日当り外来患者数１０８人

入院室料　特別室１室　個室９室

（単位：千円）

節
説　　　　　　　　　明
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支　出

医 業 費 用

給 与 費

材 料 費

経 費

病 院 事 業 費 用

款 項 目 本　年　度
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支　出

医 業 費 用

給 与 費

材 料 費

経 費

病 院 事 業 費 用

款 項 目 本　年　度

（単位：千円）

区　　　分 金　　　額

報 酬

給 料

手 当

賞 与 引 当 金
繰 入 額

法 定 福 利 費

退 職 給 付 引
当 金 繰 入 額

薬 品 費

診 療 材 料 費

医療消耗備品費

給 食 材 料 費

厚 生 福 利 費

報 償 費

旅 費

消 耗 品 費

消 耗 備 品 費

光 熱 水 費

燃 料 費

食 料 費

印 刷 製 本 費

修 繕 費

職員検査等

給食材料

職員４３人、会計年度任用職員１６人

通勤手当、扶養手当等

地域医療審議会信楽中央病院部会委員５人、倫理委員会委員２人

医師退職給付金

職員普通旅費

事務用及び施設管理用消耗品

小型医療機器等

電気、水道代

重油、ガソリン、灯油、ＬＰガス

会議用茶

予算書、決算書、年報等

医療機器、施設修繕等

次年度支給期末手当、次年度支給勤勉手当、次年度支払法定福利費

共済組合等負担金、社会保険料

薬品

診療材料

医療用消耗備品

会計年度任用職員（非常勤医師１４人）

節
説　　　　　　　　　明
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款 項 目 本　年　度

減 価 償 却 費

資 産 減 耗 費

研 究 研 修 費

医 業 外 費 用

支払利息及び企業債
取 扱 諸 費

消 費 税 及 び 地 方
消 費 税

雑 支 出

特 別 損 失

過年度損益修正損

予 備 費

予 備 費
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款 項 目 本　年　度

減 価 償 却 費

資 産 減 耗 費

研 究 研 修 費

医 業 外 費 用

支払利息及び企業債
取 扱 諸 費

消 費 税 及 び 地 方
消 費 税

雑 支 出

特 別 損 失

過年度損益修正損

予 備 費

予 備 費

区　　　分 金　　　額

節
説　　　　　　　　　明

保 険 料

交 際 費

賃 借 料

委 託 料

手 数 料

通 信 運 搬 費

諸 会 費

雑 費

減 価 償 却 費

た な 卸 資 産
減 耗 費

固定資産除却費

図 書 費

旅 費

研 修 費

企 業 債 利 息

消費税及び地方
消 費 税

雑 支 出

過 年 度 損 益
修 正 損

予 備 費

企業債借入利息

消費税

過年度損益修正損

各種検査手数料、公用車車検代行手数料

電話、郵送料、放送受信料

自治体病院協議会、病院協会、国保診療施設協議会等

建物、器械備品

貯蔵品破損等

医療機器等除却

医学図書

全国国保地域医療学会、研修会参加費

研修負担金等

公用車重量税、広告料等

給食、臨床検査、施設維持管理、医療機器等保守業務

病院賠償保険、建物、車両保険料

院長交際費

医療機器、寝具、白衣等賃借料
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資本的収入及び支出

収　入

補 助 金

補 助 金

県 補 助 金

款 項 目 本　年　度

資 本 的 収 入
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資本的収入及び支出

収　入

補 助 金

補 助 金

県 補 助 金

款 項 目 本　年　度

資 本 的 収 入

（単位：千円）

区　　　分 金　　　額

他会 計補 助金

県 補 助 金 県補助金

節
説　　　　　　　　　明

一般会計補助金 
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支　出

建 設 改 良 費

改 良 事 業 費

企 業 債 償 還 金

企 業 債 償 還 金

貸 付 金

貸 付 金

資 本 的 支 出

款 項 目 本　年　度
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支　出

建 設 改 良 費

改 良 事 業 費

企 業 債 償 還 金

企 業 債 償 還 金

貸 付 金

貸 付 金

資 本 的 支 出

款 項 目 本　年　度

（単位：千円）

区　　　分 金　　　額

器具 及び 備品

償 還 元 金

長 期 貸 付 金 奨学資金、就職支度金

節
説　　　　　　　　　明

企業債償還元金

Ｘ線管装置、冷凍冷蔵庫
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Ⅰ 業務活動によるキャッシュ・フロー

医業及び医業外未収金の増減額（△は増加）

医業及び医業外未払金の増減額（△は減少）

たな卸資産の増減額（△は増加）

業務活動によるキャッシュ・フロー

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出

他会計補助金による収入

投資活動によるキャッシュ・フロー

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

Ⅳ 資金減少額

Ⅴ 資金期首残高

Ⅵ 資金期末残高

貸付金貸付による支出 △ 1,800,000

△ 64,632,000

△ 12,738,367

建設改良費等の財源に充てるための企業債の償還による支出 △ 62,832,000

小計

受取利息及び配当金

支払利息及び企業債取扱諸費 △ 7,256,000

△ 2,651,819

△ 12,698,293

減価償却費

貸倒引当金の増減額（△は減少）

現金収入を伴わない雑収益 △ 352,723

（消費税及び地方消費税抜き）

（令和４年４月１日から令和５年３月３１日まで）

（単位：円）

令和４年度　甲賀市病院事業予定キャッシュ・フロー計算書

当年度純利益

固定資産除却費

引当金の増減額（△は減少） △ 255,000

長期前受金戻入額 △ 26,438,000

受取利息及び配当金 △ 1,000

支払利息及び企業債取扱諸費
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Ⅰ 業務活動によるキャッシュ・フロー

医業及び医業外未収金の増減額（△は増加）

医業及び医業外未払金の増減額（△は減少）

たな卸資産の増減額（△は増加）

業務活動によるキャッシュ・フロー

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出

他会計補助金による収入

投資活動によるキャッシュ・フロー

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

Ⅳ 資金減少額

Ⅴ 資金期首残高

Ⅵ 資金期末残高

貸付金貸付による支出 △ 1,800,000

△ 64,632,000

△ 12,738,367

建設改良費等の財源に充てるための企業債の償還による支出 △ 62,832,000

小計

受取利息及び配当金

支払利息及び企業債取扱諸費 △ 7,256,000

△ 2,651,819

△ 12,698,293

減価償却費

貸倒引当金の増減額（△は減少）

現金収入を伴わない雑収益 △ 352,723

（消費税及び地方消費税抜き）

（令和４年４月１日から令和５年３月３１日まで）

（単位：円）

令和４年度　甲賀市病院事業予定キャッシュ・フロー計算書

当年度純利益

固定資産除却費

引当金の増減額（△は減少） △ 255,000

長期前受金戻入額 △ 26,438,000

受取利息及び配当金 △ 1,000

支払利息及び企業債取扱諸費
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給　　　　　与　　　　　費　　

１　総  括

特別職 一般職 報　酬 給　料 手　当

（人） （人） （千円） （千円） （千円）

△2(1) △ 3,750 △ 10,292 △ 3,522

注　職員数（　)内は、短時間勤務職員及び会計年度任用職員であって、一週間当たりの

　　短い職員数外書き

扶養手当 地域手当 住居手当 通勤手当
特殊勤務
手　　当

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

本 年 度

前 年 度

比 較 △ 2,212 △ 344 △ 1,072 △ 943

給与費

手　当
の内訳

区分

本　年　度

前　年　度

比　　　較

区　　分

職員数
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給　　　　　与　　　　　費　　

１　総  括

特別職 一般職 報　酬 給　料 手　当

（人） （人） （千円） （千円） （千円）

△2(1) △ 3,750 △ 10,292 △ 3,522

注　職員数（　)内は、短時間勤務職員及び会計年度任用職員であって、一週間当たりの

　　短い職員数外書き

扶養手当 地域手当 住居手当 通勤手当
特殊勤務
手　　当

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

本 年 度

前 年 度

比 較 △ 2,212 △ 344 △ 1,072 △ 943

給与費

手　当
の内訳

区分

本　年　度

前　年　度

比　　　較

区　　分

職員数

　　明　　　　　細　　　　　書

法定福利費

計

（千円） （千円） （千円）

△ 17,564 △ 6,413 △ 23,977

通常の勤務時間が常時勤務を要する職を占める職員の一週間当たりの通常の勤務時間に比し

時 間 外
勤務手当

宿日直手当 管理職手当 期末手当 勤勉手当
夜間勤務
手　　当

初 任 給
調整手当

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

△ 150 △ 10,664 △ 34

合　　計
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ア　会計年度任用職員以外の職員

職員数

一般職 給　　料 手   当 計

（人） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

△2
△ 11,052 △ 5,366 △ 16,418 △ 7,565 △ 23,983

注　職員数（　)内は、短時間勤務職員数外書き

扶養手当 地域手当 住居手当 通勤手当
特殊勤務
手    当

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

△ 2,212 △ 367 △ 1,072 △ 478

イ　会計年度任用職員

職員数

一般職 報　　酬 給　　料 手   当 計

（人） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

(△1)
△ 3,750 △ 1,146

注　職員数（　)内は、一週間当たりの通常の勤務時間が常時勤務を要する職を占める職員の一週間当たりの

地域手当 通勤手当
特殊勤務
手    当

時間外勤務
手      当

宿日直
手　当

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

△ 465

前　　年　　度

比　      　較

手    当

の 内 訳

区　　分

法定福利費 合　　計

本　　年　　度

区　　分

給　　 　 　　与　　　　  　費

本　　年　　度

法定福利費

本　年　度

前　年　度

比　  　較

区　　分

給　　 　 　　与　　　　  　費

前　　年　　度

比　      　較

手    当

の 内 訳

区　　分

本　年　度

前　年　度

比　  　較
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ア　会計年度任用職員以外の職員

職員数

一般職 給　　料 手   当 計

（人） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

△2
△ 11,052 △ 5,366 △ 16,418 △ 7,565 △ 23,983

注　職員数（　)内は、短時間勤務職員数外書き

扶養手当 地域手当 住居手当 通勤手当
特殊勤務
手    当

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

△ 2,212 △ 367 △ 1,072 △ 478

イ　会計年度任用職員

職員数

一般職 報　　酬 給　　料 手   当 計

（人） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

(△1)
△ 3,750 △ 1,146

注　職員数（　)内は、一週間当たりの通常の勤務時間が常時勤務を要する職を占める職員の一週間当たりの

地域手当 通勤手当
特殊勤務
手    当

時間外勤務
手      当

宿日直
手　当

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

△ 465

前　　年　　度

比　      　較

手    当

の 内 訳

区　　分

法定福利費 合　　計

本　　年　　度

区　　分

給　　 　 　　与　　　　  　費

本　　年　　度

法定福利費

本　年　度

前　年　度

比　  　較

区　　分

給　　 　 　　与　　　　  　費

前　　年　　度

比　      　較

手    当

の 内 訳

区　　分

本　年　度

前　年　度

比　  　較

時間外勤務
手      当

宿日直
手　当

管理職
手　当

期末手当 勤勉手当
夜間勤務
手　　当

初 任 給
調整手当

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

△ 150 △ 10,845 △ 34

（千円）

通常の勤務時間に比し短い職員数外書き

期末手当
夜間勤務
手　　当

（千円） （千円）

備　　　　考

備　　　　考合　　計
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２  給料及び手当の増減額の明細

区　分
増減額

（千円）
備　　考

その他の増
減分

△ 12,084 職員の異動等による

制度改正に
伴う増減分

△ 2,430 期末手当

扶養手当 △ 2,212

地域手当 △ 344

住居手当 △ 1,072

通勤手当 △ 943

特殊勤務手当

時間外勤務手当

宿日直手当

管理職手当 △ 150

期末手当 △ 8,234

勤勉手当 △ 34

夜間勤務手当

増減事由別内訳
（千円）

説　　明

給与 △ 10,292

昇給に伴う
増加分

定期昇給
平均昇給率　1.01％
1月昇給期　　34人

手　当 △ 3,522

その他の増
減分

△ 1,092 職員の異動等による
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２  給料及び手当の増減額の明細

区　分
増減額

（千円）
備　　考

その他の増
減分

△ 12,084 職員の異動等による

制度改正に
伴う増減分

△ 2,430 期末手当

扶養手当 △ 2,212

地域手当 △ 344

住居手当 △ 1,072

通勤手当 △ 943

特殊勤務手当

時間外勤務手当

宿日直手当

管理職手当 △ 150

期末手当 △ 8,234

勤勉手当 △ 34

夜間勤務手当

増減事由別内訳
（千円）

説　　明

給与 △ 10,292

昇給に伴う
増加分

定期昇給
平均昇給率　1.01％
1月昇給期　　34人

手　当 △ 3,522

その他の増
減分

△ 1,092 職員の異動等による

３　給料及び手当の状況

（１）職員１人当たり給与

（２）初任給

（円） （円） （円） （円）

医療技術職 保健看護職 行政職 

（円） （円） （円）

高　　　　校　　　　卒

大　　　　学　　　　卒

高　　　　校　　　　卒

大　　　　学　　　　卒

区 分

一般会計の制度

区 分
医療職 医療技術職 保健看護職 行政職 

保健看護職 行政職 

平均給料月額（円）

平均給与月額（円）

区 分 医療職 医療技術職

令和４年１月１日現在

平均給料月額（円）

平均給与月額（円）

平 均 年 齢 （歳）

令和３年１月１日現在

平 均 年 齢 （歳）
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（３）級別職員数

１ 級

２ 級

令 月 ３ 級

和 ４ 級

日 ５ 級

年 現 ６ 級

在 ７ 級

計

１ 級

２ 級

令 月 ３ 級

和 ４ 級

日 ５ 級

年 現 ６ 級

在 ７ 級

計

（級別の基準となる職務）

主事 主事行政職
部長
事務長

事務次長 事務長補佐 係長 主査

各診療技師
薬剤師
栄養士

理学療法士

各診療技師
栄養士

理学療法士

保健看護職
看護部長
看護師長

係長
主任

看護師
准看護師

看護師
准看護師

准看護師

医療技術職
医療技術
部　長
技師長

各科係長
主　査

各診療技師
薬剤師
栄養士

理学療法士

２級 １級

医療職
　

院　長

　
院　長
副院長

医　長
副医長

副医長
医　員

医　員

区 分 ７級 ６級 ５級 ４級 ３級

注　（　）内は、短時間勤務職員数外書き

区分 級
医療職 医療技術職 保健看護職

職員数
構成比
(％)

職員数
構成比
(％)

職員数
構成比
(％)

職員数
構成比
(％)

行政職
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（３）級別職員数

１ 級

２ 級

令 月 ３ 級

和 ４ 級

日 ５ 級

年 現 ６ 級

在 ７ 級

計

１ 級

２ 級

令 月 ３ 級

和 ４ 級

日 ５ 級

年 現 ６ 級

在 ７ 級

計

（級別の基準となる職務）

主事 主事行政職
部長
事務長

事務次長 事務長補佐 係長 主査

各診療技師
薬剤師
栄養士

理学療法士

各診療技師
栄養士

理学療法士

保健看護職
看護部長
看護師長

係長
主任

看護師
准看護師

看護師
准看護師

准看護師

医療技術職
医療技術
部　長
技師長

各科係長
主　査

各診療技師
薬剤師
栄養士

理学療法士

２級 １級

医療職
　

院　長

　
院　長
副院長

医　長
副医長

副医長
医　員

医　員

区 分 ７級 ６級 ５級 ４級 ３級

注　（　）内は、短時間勤務職員数外書き

区分 級
医療職 医療技術職 保健看護職

職員数
構成比
(％)

職員数
構成比
(％)

職員数
構成比
(％)

職員数
構成比
(％)

行政職

全職種 医療職 医療技術職 保健看護職 行政職

（５）期末手当・勤勉手当

支給率計

６月 １２月

（月分） （月分） （月分）

（1.125） （1.125） （2.250）

（1.175） （1.175） （2.350）

（1.125） （1.125） （2.250）

注　（　）内は、再任用職員の率

（６）定年退職及び応募認定退職に係る退職手当 　　

（支給率等）

（７）　その他の手当

（４）特殊勤務手当

区 分

住　　居　　手　　当 同　　じ

一般会計の
制　度

区 分

通　　勤　　手　　当 同　　じ

区　　　　　　分 一般会計の制度との異同 差異の内容

扶　　養　　手　　当 同　　じ

地　　域　　手　　当 同　　じ

前 年 度 有

一 般 会 計 の 制 度 有

備考
２５年

勤続の者
（月分）

３５年
勤続の者
（月分）

最高
限度額

（月分）
　その他の加算措置等

２０年
勤続の者
（月分）

支給率等

本 年 度 有

区　　　　　分

支給期別支給率
職制上の段階、職
務の級等による加
算 措 置

備　考

代表的な特殊勤務手当の名称 医療従事業務手当・夜間看護等手当・危険作業手当・防疫手当

給料総額に対する比率（％）

支 給 対象 職員 の比 率（ ％）

支 給 対 象 職 員 １ 人 当 り

平 均 支 給 月 額 （ 円 ）

令 和 ４ 年 １ 月 １ 日 現 在 ）
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債務負担行為に関する調書

事 項 限度額

前年度末までの支払義務
発生（見込）額

当該年度以降の支払義務
発生予定額

左の財源内訳

期間 金額 期間 金額
国庫
補助金

企業債 その他

白衣等賃借業

務

千円 令和元年度
から
令和 年度

まで

千円 令和 年度
から
令和 年度
まで

千円 千円

給食業務委託 令和 年度

令和 年度
から
令和 年度
まで
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債務負担行為に関する調書

事 項 限度額

前年度末までの支払義務
発生（見込）額

当該年度以降の支払義務
発生予定額

左の財源内訳

期間 金額 期間 金額
国庫
補助金

企業債 その他

白衣等賃借業

務

千円 令和元年度
から
令和 年度

まで

千円 令和 年度
から
令和 年度
まで

千円 千円

給食業務委託 令和 年度

令和 年度
から
令和 年度
まで
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（単位：円）

（1）

△ 533,071,528

△ 489,663,450

△ 2,582,747

（2）

（1）

（2）

△ 1,103,000

（3）

固定資産合計

２.流動資産

流動資産合計

資産合計

現 金 預 金

未 収 金

貸 倒 引 当 金

貯 蔵 品

 ハ

 ニ

有形固定資産

減価償却累計額

器 械 備 品

減価償却累計額

車 両

令和４年度　甲賀市病院事業予定貸借対照表

（ 令和５年３月３１日 ）

資　産　の　部

土 地

建 物

１.固定資産

 イ

 ロ

投資合計

減価償却累計額

長 期 貸 付 金

建 設 仮 勘 定

投 資

 ホ

有形固定資産合計

 イ
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（単位：円）

（1）

△ 533,071,528

△ 489,663,450

△ 2,582,747

（2）

（1）

（2）

△ 1,103,000

（3）

固定資産合計

２.流動資産

流動資産合計

資産合計

現 金 預 金

未 収 金

貸 倒 引 当 金

貯 蔵 品

 ハ

 ニ

有形固定資産

減価償却累計額

器 械 備 品

減価償却累計額

車 両

令和４年度　甲賀市病院事業予定貸借対照表

（ 令和５年３月３１日 ）

資　産　の　部

土 地

建 物

１.固定資産

 イ

 ロ

投資合計

減価償却累計額

長 期 貸 付 金

建 設 仮 勘 定

投 資

 ホ

有形固定資産合計

 イ

（1）

建設改良等の財源に

充てるための企業債

その他の企業債

（2）

（1）

（2）

建設改良等の財源に

充てるための企業債

（3）

（4）

（5）

（1）

（2） △ 193,752,210

（1）

（1）

（2）

当年度未処理欠損金

△ 630,295,029

△ 166,065,511

（消費税及び地方消費税抜き）

 ロ

 ハ

 ニ

利益剰余金合計

剰余金合計

資本合計

利 益 積 立 金

建設改良積立金

負債資本合計

負　債　の　部

引 当 金

一 時 借 入 金

未 払 金

企 業 債

企 業 債

３.固定負債

イ

 イ

企業債合計

固定負債合計

４.流動負債

企業債合計

イ 退職給付引当金

ロ

補 助 金

 イ

資本剰余金合計

寄 付 金

そ の 他

減 債 積 立 金

利 益 剰 余 金

 ハ

 ニ

 ロ

 イ

引当金合計

賞 与 引 当 金

７.剰余金

６.資本金

５.繰延収益

流動負債合計

繰延収益合計

負債合計

資本金合計

資　本　の　部

受 贈 財 産 評 価額

長 期 前 受 金

収益化累計額

 イ

ロ

修繕引当金

自 己 資 本 金

資 本 剰 余 金

預 り 金

引当金合計

引 当 金
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注 記

１ 重要な会計方針に係る事項に関する注記

（１）たな卸資産の評価基準及び評価方法

貯蔵品 先入先出法による原価法

（２）固定資産の減価償却の方法

ア 有形固定資産（リース資産を除く）

・原価償却の方法

定額法

・主な耐用年数

建物 １０年～５０年

器械備品 ３年～１５年

車両 ４年～５年

イ 無形固定資産

定額法

ウ リース資産による経過措置

リース取引開始日が平成２６年３月３１日以前のリース取引については、

引き続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理による。

（３）引当金の計上方法

ア 退職給付引当金

医師の退職手当の支給に備えるため、当年度末における退職手当の要支給

額を計上している。なお、その他職員の退職手当は、「退職手当負担に関す

る覚書」に基づき、一般会計がその全部を負担することになっているため、

退職給付引当金は計上していない。

イ 賞与引当金

職員の期末手当及び勤勉手当の支給及びこれに係る法定福利費の支払に備

えるため、当事業年度末における支給見込額に基づき、当事業年度の負担に

属する額を計上している。

（４）重要なリース取引の処理方法

所有権移転外ファイナンス･リース取引については、通常の賃貸借取引に係

る方法に準じた会計処理によっている。
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注 記

１ 重要な会計方針に係る事項に関する注記

（１）たな卸資産の評価基準及び評価方法

貯蔵品 先入先出法による原価法

（２）固定資産の減価償却の方法

ア 有形固定資産（リース資産を除く）

・原価償却の方法

定額法

・主な耐用年数

建物 １０年～５０年

器械備品 ３年～１５年

車両 ４年～５年

イ 無形固定資産

定額法

ウ リース資産による経過措置

リース取引開始日が平成２６年３月３１日以前のリース取引については、

引き続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理による。

（３）引当金の計上方法

ア 退職給付引当金

医師の退職手当の支給に備えるため、当年度末における退職手当の要支給

額を計上している。なお、その他職員の退職手当は、「退職手当負担に関す

る覚書」に基づき、一般会計がその全部を負担することになっているため、

退職給付引当金は計上していない。

イ 賞与引当金

職員の期末手当及び勤勉手当の支給及びこれに係る法定福利費の支払に備

えるため、当事業年度末における支給見込額に基づき、当事業年度の負担に

属する額を計上している。

（４）重要なリース取引の処理方法

所有権移転外ファイナンス･リース取引については、通常の賃貸借取引に係

る方法に準じた会計処理によっている。

（５）消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている。

２ 予定貸借対照表等に関する注記

（１）企業債の償還に係る他会計の負担

予定貸借対照表に計上されている企業債（当事業年度の末日の翌日から起算

して１年以内に償還予定のものも含む）のうち、一般会計等が負担すると見込

まれる額は４０，１９５千円である。

３ セグメント情報に関する注記

報告セグメントが病院事業の単一セグメントのため、記載を省略している。  

 

４ その他

（１）賞与引当金の取り崩し

当年度において、期末手当及び勤勉手当の支給及びこれに係る法定福利費の

支払として、賞与引当金３０，２３９千円を取り崩す。
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（単位：円）

１.　医　業　収　益

(1) 入院収益

(2) 外来収益

(3) その他医業収益

２.　医　業　費　用

(1) 給与費

(2) 材料費

(3) 経費

(4) 減価償却費

(5) 資産減耗費

(6) 研究研修費

医 業 損 失

３.　医　業　外　収　益

(1) 受取利息及び配当金

(2) 他会計補助金

(3) 他会計負担金

(4) 長期前受金戻入

(5) その他医業外収益

(6) 補助金

４.　医　業　外　費　用

(1) 支払利息及び企業債取扱諸費

(2) 雑支出

経 常 利 益

５．特　別　利　益

(1) 過年度損益修正益

６．特　別　損　失

(1) 過年度損益修正損 △ 6,736,597

令和３年度　甲賀市病院事業予定損益計算書

（令和３年４月１日から令和４年３月３１日まで）

　　　　　　　　　（消費税及び地方消費税抜き）

当 年 度 純 利 益

前 年 度 繰 越 欠 損 金

当 年 度 未 処 理 欠 損 金
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（単位：円）

１.　医　業　収　益

(1) 入院収益

(2) 外来収益

(3) その他医業収益

２.　医　業　費　用

(1) 給与費

(2) 材料費

(3) 経費

(4) 減価償却費

(5) 資産減耗費

(6) 研究研修費

医 業 損 失

３.　医　業　外　収　益

(1) 受取利息及び配当金

(2) 他会計補助金

(3) 他会計負担金

(4) 長期前受金戻入

(5) その他医業外収益

(6) 補助金

４.　医　業　外　費　用

(1) 支払利息及び企業債取扱諸費

(2) 雑支出

経 常 利 益

５．特　別　利　益

(1) 過年度損益修正益

６．特　別　損　失

(1) 過年度損益修正損 △ 6,736,597

令和３年度　甲賀市病院事業予定損益計算書

（令和３年４月１日から令和４年３月３１日まで）

　　　　　　　　　（消費税及び地方消費税抜き）

当 年 度 純 利 益

前 年 度 繰 越 欠 損 金

当 年 度 未 処 理 欠 損 金
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（単位：円）

１.固定資産

（1）

△ 509,297,528

△ 466,605,450

△ 2,582,747

（2）

２.流動資産

（1）

（2）

△ 1,103,000

（3）

流動資産合計

資産合計

減価償却累計額

建 設 仮 勘 定

投 資

貯 蔵 品

貸 倒 引 当 金

 ホ

有形固定資産合計

投資合計

 イ

固定資産合計

長 期 貸 付 金

現 金 預 金

未 収 金

令和３年度　甲賀市病院事業予定貸借対照表

（ 令和４年３月３１日 ）

資　産　の　部

土 地

建 物

有形固定資産

 イ

 ロ

 ハ

 ニ

減価償却累計額

器 械 備 品

減価償却累計額

車 両
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（1）

建設改良等の財源に

充てるための企業債

その他の企業債

（2）

（1）

（2）

建設改良等の財源に

充てるための企業債

（3）

（4）

（5）

（1）

（2） △ 167,314,210

（1）

（1）

（2）

当年度未処理欠損金

△ 632,214,471

△ 167,984,953

ロ

利益剰余金合計

剰余金合計

資本合計

負債資本合計

企業債合計

 ロ

 ハ

 ニ

長 期 前 受 金

建設改良積立金

イ 退職給付引当金

ロ 修繕引当金

引当金合計

３.固定負債

４.流動負債

５.繰延収益

６.資本金

７.剰余金

イ

 イ

 イ

固定負債合計

企業債合計

引当金合計

流動負債合計

繰延収益合計

負債合計

資本金合計

引 当 金

 イ

 ロ

利 益 剰 余 金

 イ

 ハ

 ニ

資本剰余金合計

自 己 資 本 金

資 本 剰 余 金

収益化累計額

（消費税及び地方消費税抜き）

負　債　の　部

引 当 金

一 時 借 入 金

未 払 金

企 業 債

企 業 債

預 り 金

資　本　の　部

賞 与 引 当 金

受 贈 財 産 評 価 額

補 助 金

寄 付 金

そ の 他

減 債 積 立 金

利 益 積 立 金
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注 記

１ 重要な会計方針に係る事項に関する注記

（１）たな卸資産の評価基準及び評価方法

貯蔵品 先入先出法による原価法

（２）固定資産の減価償却の方法

ア 有形固定資産（リース資産を除く）

・原価償却の方法

定額法

・主な耐用年数

建物 １０年～５０年

器械備品 ３年～１５年

車両 ４年～５年

イ 無形固定資産

定額法

ウ リース資産による経過措置

リース取引開始日が平成２６年３月３１日以前のリース取引については、

引き続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理による。

（３）引当金の計上方法

ア 退職給付引当金

医師の退職手当の支給に備えるため、当年度末における退職手当の要支給

額を計上している。なお、その他職員の退職手当は、「退職手当負担に関す

る覚書」に基づき、一般会計がその全部を負担することになっているため、

退職給付引当金は計上していない。

イ 賞与引当金

職員の期末手当及び勤勉手当の支給及びこれに係る法定福利費の支払に備

えるため、当事業年度末における支給見込額に基づき、当事業年度の負担に

属する額を計上している。

ウ 貸倒引当金

債権の不納欠損による損失に備えるため、貸倒実績率等による回収不能見

込額を計上している。
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注 記

１ 重要な会計方針に係る事項に関する注記

（１）たな卸資産の評価基準及び評価方法

貯蔵品 先入先出法による原価法

（２）固定資産の減価償却の方法

ア 有形固定資産（リース資産を除く）

・原価償却の方法

定額法

・主な耐用年数

建物 １０年～５０年

器械備品 ３年～１５年

車両 ４年～５年

イ 無形固定資産

定額法

ウ リース資産による経過措置

リース取引開始日が平成２６年３月３１日以前のリース取引については、

引き続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理による。

（３）引当金の計上方法

ア 退職給付引当金

医師の退職手当の支給に備えるため、当年度末における退職手当の要支給

額を計上している。なお、その他職員の退職手当は、「退職手当負担に関す

る覚書」に基づき、一般会計がその全部を負担することになっているため、

退職給付引当金は計上していない。

イ 賞与引当金

職員の期末手当及び勤勉手当の支給及びこれに係る法定福利費の支払に備

えるため、当事業年度末における支給見込額に基づき、当事業年度の負担に

属する額を計上している。

ウ 貸倒引当金

債権の不納欠損による損失に備えるため、貸倒実績率等による回収不能見

込額を計上している。

（４）重要なリース取引の処理方法

所有権移転外ファイナンス･リース取引については、通常の賃貸借取引に係

る方法に準じた会計処理によっている。

（５）消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている。

２ 予定貸借対照表等に関する注記

（１）企業債の償還に係る他会計の負担

予定貸借対照表に計上されている企業債（当事業年度の末日の翌日から起算

して１年以内に償還予定のものも含む）のうち、一般会計等が負担すると見込

まれる額は３９，５６５千円である。

３ セグメント情報に関する注記

報告セグメントが病院事業の単一セグメントのため、記載を省略している。  

 

４ その他

（１）賞与引当金の取り崩し

当年度において、期末手当及び勤勉手当の支給及びこれに係る法定福利費の

支払として、賞与引当金３２，３０３千円を取り崩す。
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　 甲 賀 市 水 道 事 業 会 計 　





議案第７号

令和４年度甲賀市水道事業会計予算

（総則）

第１条 令和４年度甲賀市水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。

（業務の予定量）

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。

（１）給 水 戸 数 ３６，０００戸

（２）年 間 総 給 水 量 １２，７０９，２５０㎥

（３）一日平均給水量 ３４，８２０㎥

（収益的収入及び支出）

第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

収 入

第１款 水 道 事 業 収 益 ３，０７１，２６３千円

第１項 水 道 事 業 収 益 ２，５３５，９３８千円

第２項 受 託 工 事 収 益 １５，３００千円

第３項 そ の 他 営 業 収 益 ８０，６９７千円

第４項 営 業 外 収 益 ４３９，３２６千円

第５項 特 別 利 益 ２千円

支 出

第１款 水 道 事 業 費 用 ２，７０５，００２千円

第１項 水 道 事 業 費 用 ２，５４４，０３５千円

第２項 受 託 工 事 費 用 １５，３００千円

第３項 そ の 他 営 業 費 用 １千円

第４項 営 業 外 費 用 １３８，５６５千円

第５項 特 別 損 失 ２，１０１千円

第６項 予 備 費 ５，０００千円

（資本的収入及び支出）

第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

（資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額９４１，２７５千円は、当年度

分消費税及び地方消費税資本的収支調整額８５，８１２千円、当年度分損益勘定
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留保資金５２７，４２１千円、繰越利益剰余金処分額３２８，０４２千円で補て

んするものとする。）

収 入

第１款 資 本 的 収 入 ６４４，１６３千円

第１項 企 業 債 ４００，０００千円

第２項 出 資 金 ５２，９５８千円

第３項 負 担 金 １７８，３４６千円

第４項 補 助 金 １２，８５８千円

第５項 固定資産売却代金 １千円

支 出

第１款 資 本 的 支 出 １，５８５，４３８千円

第１項 建 設 改 良 費 １，１７３，４９２千円

第２項 企 業 債 償 還 金 ４０６，９４６千円

第３項 予 備 費 ５，０００千円

（企業債）

第５条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと

定める。

起債の目的 限度額 起債の方法 利 率 償還の方法

水道施設改

良事業

千円

普通貸借

又 は

証券発行

％以内

（ただし、利

率見直し方式

で借り入れる

資 金 に つ い

て、利率の見

直しを行った

後 に お い て

は、当該見直

し後の利率）

政府資金及び地方公共

団体金融機構資金につ

いては、その融資条件に

より、銀行その他の場合

にはその債権者と協定

するものによる。ただ

し、財政の都合により据

置期間及び償還期間を

短縮し、又は繰上償還若

しくは低利に借換えす

ることができる。

計

（一時借入金）

第６条 一時借入金の限度額は、５００，０００千円と定める。

（予定支出の各項の経費の金額の流用）
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留保資金５２７，４２１千円、繰越利益剰余金処分額３２８，０４２千円で補て

んするものとする。）

収 入

第１款 資 本 的 収 入 ６４４，１６３千円

第１項 企 業 債 ４００，０００千円

第２項 出 資 金 ５２，９５８千円

第３項 負 担 金 １７８，３４６千円

第４項 補 助 金 １２，８５８千円

第５項 固定資産売却代金 １千円

支 出

第１款 資 本 的 支 出 １，５８５，４３８千円

第１項 建 設 改 良 費 １，１７３，４９２千円

第２項 企 業 債 償 還 金 ４０６，９４６千円

第３項 予 備 費 ５，０００千円

（企業債）

第５条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと

定める。

起債の目的 限度額 起債の方法 利 率 償還の方法

水道施設改

良事業

千円

普通貸借

又 は

証券発行

％以内

（ただし、利

率見直し方式

で借り入れる

資 金 に つ い

て、利率の見

直しを行った

後 に お い て

は、当該見直

し後の利率）

政府資金及び地方公共

団体金融機構資金につ

いては、その融資条件に

より、銀行その他の場合

にはその債権者と協定

するものによる。ただ

し、財政の都合により据

置期間及び償還期間を

短縮し、又は繰上償還若

しくは低利に借換えす

ることができる。

計

（一時借入金）

第６条 一時借入金の限度額は、５００，０００千円と定める。

（予定支出の各項の経費の金額の流用）

第７条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおり

と定める。

（１）水道事業費用

（２）受託工事費用

（３）その他営業費用

（４）営業外費用

（５）特別損失

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第８条 次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に

流用し、又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を

経なければならない。

（１）職員給与費 １５７，５７８千円

（他会計からの補助金）

第９条 水道事業費用及び資本的支出に充てるため、一般会計からこの会計に補助

を受ける金額は、４４，６３７千円である。

（たな卸資産購入限度額）

第１０条 たな卸資産の購入限度額は、１３，６０９千円と定める。

上記の議案を提出する。

令和４年２月１７日

甲賀市長 岩 永 裕 貴
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収益的収入及び支出

収　入 （単位：千円）

予　定　額 備　　考

水道事業収益

水 道 事 業 収 益

給 水 収 益

受 託 工 事 収 益

受 託 工 事 収 益

その他営業収益

そ の 他 営 業 収 益

営 業 外 収 益

受 取 利 息 及 び
配 当 金

他 会 計 補 助 金

長 期 前 受 金 戻 入

雑 収 益

特 別 利 益

固 定 資 産 売 却 益

過年度損益修正益

令令和和４４年年度度甲甲賀賀市市水水道道事事業業会会計計予予算算実実施施計計画画

款 項 目
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支　出 （単位：千円）

予　定　額 備　　考

水道事業費用

水 道 事 業 費 用

原 水 及 び 浄 水 費

配 水 及 び 給 水 費

業 務 費

総 係 費

減 価 償 却 費

資 産 減 耗 費

受 託 工 事 費 用

受 託 工 事 費

その他営業費用

そ の 他 営 業 費 用

営 業 外 費 用

支 払 利 息 及 び
企 業 債 取 扱 諸 費

消 費 税 及 び
地 方 消 費 税

雑 支 出

特 別 損 失

固 定 資 産 売 却 損

過年度損益修正損

予 備 費

予 備 費

款 項 目
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支　出 （単位：千円）

予　定　額 備　　考

水道事業費用

水 道 事 業 費 用

原 水 及 び 浄 水 費

配 水 及 び 給 水 費

業 務 費

総 係 費

減 価 償 却 費

資 産 減 耗 費

受 託 工 事 費 用

受 託 工 事 費

その他営業費用

そ の 他 営 業 費 用

営 業 外 費 用

支 払 利 息 及 び
企 業 債 取 扱 諸 費

消 費 税 及 び
地 方 消 費 税

雑 支 出

特 別 損 失

固 定 資 産 売 却 損

過年度損益修正損

予 備 費

予 備 費

款 項 目

資本的収入及び支出

収　入 （単位：千円）

予　定　額 備　　考

資 本 的 収 入

企 業 債

企 業 債

出 資 金

出 資 金

負 担 金

分 担 金

負 担 金

補 助 金

補 助 金

固定資産売却代金

土 地 売 却 代 金

支　出 （単位：千円）

予　定　額 備　　考

資 本 的 支 出

建 設 改 良 費

メ ー タ ー 費

水 道 設 備 工 事 費

固 定 資 産 購 入 費

企 業 債 償 還 金

企 業 債 償 還 金

予 備 費

予 備 費

款 項 目

款 項 目
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収益的収入及び支出

収　入

水 道 事 業 収 益

給 水 収 益

受 託 工 事 収 益

受 託 工 事 収 益

そ の 他 営 業 収 益

そ の 他 営 業 収 益

営 業 外 収 益

受取利息及び配当金

他 会 計 補 助 金

長 期 前 受 金 戻 入

雑 収 益

特 別 利 益

固 定 資 産 売 却 益

過年度損益修正益

水 道 事 業 収 益

令令和和４４年年度度甲甲賀賀市市水水道道事事業業会会計計予予算算明明細細書書

款 項 目 本　年　度
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収益的収入及び支出

収　入

水 道 事 業 収 益

給 水 収 益

受 託 工 事 収 益

受 託 工 事 収 益

そ の 他 営 業 収 益

そ の 他 営 業 収 益

営 業 外 収 益

受取利息及び配当金

他 会 計 補 助 金

長 期 前 受 金 戻 入

雑 収 益

特 別 利 益

固 定 資 産 売 却 益

過年度損益修正益

水 道 事 業 収 益

令令和和４４年年度度甲甲賀賀市市水水道道事事業業会会計計予予算算明明細細書書

款 項 目 本　年　度

（単位：千円）

区　　　分 金　　　額

水 道 料 金 基本料金、超過料金

給 水 工 事 収 益 新設接続工事、受託工事負担金

修 繕 工 事 収 益 一般修繕工事

路面復旧工事収益 路面復旧工事

材 料 売 却 収 益 水道資材売却代金

手 数 料
指定給水装置工事業者登録、
設計審査、工事検査、督促手数料等

雑 収 益
消火栓維持管理負担金、青土ダム売電収入、
上下水道料金等関連業務委託負担金等

預 金 利 息 定期預金、普通預金

一 般 会 計 繰 入 金 水道事業に係る一般会計繰入金

長 期 前 受 金 戻 入
（ 国 庫 補 助 金 ）

国庫補助金に係る減価償却見合い分収益化

長 期 前 受 金 戻 入
（ 工 事 負 担 金 ）

工事負担金に係る減価償却見合い分収益化

長 期 前 受 金 戻 入
（ 受 贈 財 産 ）

受贈財産に係る減価償却見合い分収益化

長 期 前 受 金 戻 入
（ そ の 他 ）

補助金等に係る減価償却見合い分収益化

不 用 品 売 却 収 益

そ の 他 雑 収 益 甲南町耕心区駐車場料金等

固 定 資 産 売 却 益

過年度損益修正益

説　　　　　　　　　　　　　　明
節
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支　出

水 道 事 業 費 用

原 水 及 び 浄 水 費

配 水 及 び 給 水 費

水 道 事 業 費 用

款 項 目 本　年　度
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支　出

水 道 事 業 費 用

原 水 及 び 浄 水 費

配 水 及 び 給 水 費

水 道 事 業 費 用

款 項 目 本　年　度

（単位：千円）

区　　　分 金　　　額

備 消 品 費 原水浄水施設管理用

燃 料 費 自家発電機燃料代

通 信 運 搬 費 各施設専用回線使用料

委 託 料 水道施設維持管理、電気設備保守点検等

手 数 料 水質検査（臨時）

賃 借 料 水源地敷地賃借料等

修 繕 費 原水浄水施設設備修繕

動 力 費 原水浄水施設電気代

薬 品 費 次亜塩素酸ナトリウム等

材 料 費 原水浄水施設修繕用

会 費 負 担 金 青土ダム管理費用負担金

受 水 費 県用水、伊賀市水道

備 消 品 費 配水給水施設管理用

光 熱 水 費 ブロック給水システム光熱費

通 信 運 搬 費 各施設専用回線使用料

委 託 料
漏水調査、緊急修繕待機、
検定満期メーター交換等

手 数 料 漏水調査（緊急）

賃 借 料 配水管路敷地賃借料等

修 繕 費 配水給水施設、検定満期メーター修繕

路 面 復 旧 費 舗装本復旧

動 力 費 配水給水施設電気代

材 料 費 配水給水施設修繕用

雑 費 水位監視線添架料等

説　　　　　　　　　　　　　　明
節
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款 項 目 本　年　度

業 務 費

総 係 費

－ 178 －



款 項 目 本　年　度

業 務 費

総 係 費

区　　　分 金　　　額
説　　　　　　　　　　　　　　明

節

印 刷 製 本 費 封筒等

通 信 運 搬 費 郵送料

委 託 料
開閉栓業務、上下水道料金等関連業務、料金シス
テム改修

手 数 料 金融機関取扱手数料等

報 酬 水道事業審議会委員１０人

給 料 職員１４人

手 当 職員手当

賞 与 引 当 金 繰 入 令和５年６月期末勤勉手当分

法 定 福 利 費 共済組合負担金等

旅 費 費用弁償、普通旅費

備 消 品 費 コピー代、一般事務用品等

燃 料 費 公用車用

光 熱 水 費 庁舎電気代等

食 糧 費 水道事業審議会用お茶

印 刷 製 本 費 予算書、決算書等

通 信 運 搬 費 電話代、郵送料

委 託 料
土木積算システム保守、
料金管理・企業会計システム保守等

手 数 料 公用車車検、職員検便手数料、振込手数料等

賃 借 料 水道積算システム使用料等

修 繕 費 公用車車検修繕等

補 償 費

会 費 負 担 金 日本水道協会会費、研修負担金等

保 険 料
水道賠償責任保険、公有建物共済保険、公用車自
賠責保険等

雑 費 公用車重量税等

貸 倒 引 当 金 繰 入

補 助 金 準中型自動車第一種免許５t限定解除助成金

貸 倒 損 失 現年度不納欠損

－ 179 －



款 項 目 本　年　度

減 価 償 却 費

資 産 減 耗 費

受 託 工 事 費 用

受 託 工 事 費

そ の 他 営 業 費 用

そ の 他 営 業 費 用

営 業 外 費 用

支 払 利 息 及 び
企 業 債 取 扱 諸 費

消 費 税 及 び
地 方 消 費 税

雑 支 出

特 別 損 失

固 定 資 産 売 却 損

過年度損益修正損

予 備 費

予 備 費
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款 項 目 本　年　度

減 価 償 却 費

資 産 減 耗 費

受 託 工 事 費 用

受 託 工 事 費

そ の 他 営 業 費 用

そ の 他 営 業 費 用

営 業 外 費 用

支 払 利 息 及 び
企 業 債 取 扱 諸 費

消 費 税 及 び
地 方 消 費 税

雑 支 出

特 別 損 失

固 定 資 産 売 却 損

過年度損益修正損

予 備 費

予 備 費

区　　　分 金　　　額
説　　　　　　　　　　　　　　明

節

有 形 固 定 資 産
減 価 償 却 費

建物、構築物、機械及び装置、車両及び運搬具、
工具、器具及び備品

無 形 固 定 資 産
減 価 償 却 費

水利権、施設利用権

固 定 資 産 除 却 費 配水管、施設等

たな卸資産減耗費 貯蔵品

備 消 品 費

委 託 料

工 事 費

路 面 復 旧 費

材 料 費

材 料 売 却 原 価

企 業 債 利 息 借入利息

一 時 借 入 金 利 息

消 費 税 及 び
地 方 消 費 税

不 用 品 売 却 原 価

そ の 他 雑 支 出 駐車場維持管理料

固 定 資 産 売 却 損

過年度損益修正損 過年度漏水減免

予 備 費
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資本的収入及び支出

収　入

企 業 債

企 業 債

出 資 金

出 資 金

負 担 金

分 担 金

負 担 金

補 助 金

補 助 金

固定資産売却代金

土 地 売 却 代 金

資 本 的 収 入

款 項 目 本　年　度
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資本的収入及び支出

収　入

企 業 債

企 業 債

出 資 金

出 資 金

負 担 金

分 担 金

負 担 金

補 助 金

補 助 金

固定資産売却代金

土 地 売 却 代 金

資 本 的 収 入

款 項 目 本　年　度

（単位：千円）

区　　　分 金　　　額

企 業 債

出 資 金 水道事業に係る一般会計出資金

工 事 分 担 金 下水道関連、消火栓新設等

加 入 金 新規加入申込金

そ の 他 補 助 金 滋賀県自治振興交付金

土 地 売 却 代 金 土地売却代金

説　　　　　　　　　　　　　　明
節

－ 183 －



支　出

建 設 改 良 費

メ ー タ ー 費

水 道 設 備 工 事 費

固 定 資 産 購 入 費

企 業 債 償 還 金

企 業 債 償 還 金

予 備 費

予 備 費

資 本 的 支 出

款 項 目 本　年　度

（単位：千円）

区　　　分 金　　　額

メ ー タ ー 費 新設メーター

給 料 職員５人

手 当 職員手当

法 定 福 利 費 共済組合負担金等

旅 費 普通旅費

備 消 品 費 コピー代、一般事務用品等

燃 料 費 公用車用

委 託 料 実施設計業務等

工 事 費
老朽配給水管布設替、老朽施設改修、舗装復旧、下
水道関連等

固 定 資 産 購 入 費 管路情報管理システム

元 金 償 還 金 企業債償還元金

予 備 費

説　　　　　　　　　　　　　　明
節
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支　出

建 設 改 良 費

メ ー タ ー 費

水 道 設 備 工 事 費

固 定 資 産 購 入 費

企 業 債 償 還 金

企 業 債 償 還 金

予 備 費

予 備 費

資 本 的 支 出

款 項 目 本　年　度

（単位：千円）

区　　　分 金　　　額

メ ー タ ー 費 新設メーター

給 料 職員５人

手 当 職員手当

法 定 福 利 費 共済組合負担金等

旅 費 普通旅費

備 消 品 費 コピー代、一般事務用品等

燃 料 費 公用車用

委 託 料 実施設計業務等

工 事 費
老朽配給水管布設替、老朽施設改修、舗装復旧、下
水道関連等

固 定 資 産 購 入 費 管路情報管理システム

元 金 償 還 金 企業債償還元金

予 備 費

説　　　　　　　　　　　　　　明
節
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(単位：円)

Ⅰ　業務活動によるキャッシュ・フロー

　　　当年度純利益

　　　減価償却費

　　　固定資産除却費

　　　賞与引当金の増減額（△は減少） △1,348,913

　　　修繕引当金の増減額（△は減少） △20,000,000

　　　貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,156,062

　　　長期前受金の戻入額 △405,110,000

　　　受取利息及び配当金 △1,740,000

　　　支払利息及び企業債取扱諸費

　　　営業及び営業外未収金の増減額（△は増加） △25,390,492

　　　たな卸資産の増減額（△は増加）

　　　営業及び営業外未払金・未払費用増減額（△は減少）

　　　小　　計

　　　受取利息及び配当金

　　　支払利息及び企業債取扱諸費 △85,326,000

　　　業務活動によるキャッシュ・フロー

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー

　　　固定資産取得・建設改良事業等実施額 △1,075,317,295

　　　他会計補助金による収入

　　　工事負担金による収入

　　　他会計負担金による収入

　　　固定資産売却による収入

　　　投資活動に伴う未収金等の債権の増減額（△は増加）

　　　投資活動に伴う未払金等の債務の増減額（△は減少） △12,210,900

　　　投資活動によるキャッシュ・フロー △ 893,487,198

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー

　　　建設改良費等の財源に充てるための企業債による収入

　　　建設改良費等の財源に充てるための企業債の償還による支出 △406,946,000

　　　他会計からの出資による収入

　　　財務活動によるキャッシュ・フロー

Ⅳ　資金減少額　 △52,938,742

Ⅴ　資金期首残高

Ⅵ　資金期末残高

（消費税及び地方消費税抜き）

令和４年度  甲賀市水道事業予定キャッシュ・フロー計算書

(令和４年４月１日から令和５年３月３１日まで)
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(単位：円)

Ⅰ　業務活動によるキャッシュ・フロー

　　　当年度純利益

　　　減価償却費

　　　固定資産除却費

　　　賞与引当金の増減額（△は減少） △1,348,913

　　　修繕引当金の増減額（△は減少） △20,000,000

　　　貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,156,062

　　　長期前受金の戻入額 △405,110,000

　　　受取利息及び配当金 △1,740,000

　　　支払利息及び企業債取扱諸費

　　　営業及び営業外未収金の増減額（△は増加） △25,390,492

　　　たな卸資産の増減額（△は増加）

　　　営業及び営業外未払金・未払費用増減額（△は減少）

　　　小　　計

　　　受取利息及び配当金

　　　支払利息及び企業債取扱諸費 △85,326,000

　　　業務活動によるキャッシュ・フロー

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー

　　　固定資産取得・建設改良事業等実施額 △1,075,317,295

　　　他会計補助金による収入

　　　工事負担金による収入

　　　他会計負担金による収入

　　　固定資産売却による収入

　　　投資活動に伴う未収金等の債権の増減額（△は増加）

　　　投資活動に伴う未払金等の債務の増減額（△は減少） △12,210,900

　　　投資活動によるキャッシュ・フロー △ 893,487,198

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー

　　　建設改良費等の財源に充てるための企業債による収入

　　　建設改良費等の財源に充てるための企業債の償還による支出 △406,946,000

　　　他会計からの出資による収入

　　　財務活動によるキャッシュ・フロー

Ⅳ　資金減少額　 △52,938,742

Ⅴ　資金期首残高

Ⅵ　資金期末残高

（消費税及び地方消費税抜き）

令和４年度  甲賀市水道事業予定キャッシュ・フロー計算書

(令和４年４月１日から令和５年３月３１日まで)

－ 187 －



１　総括

特 別 職 一 般 職 報 酬 給 料 手 当

（人） （人） （千円） （千円） （千円）

△ 1

(△1)

注　職員数（　)内は、短時間勤務職員数外書き

扶養手当 地域手当 住居手当 通勤手当

（千円） （千円） （千円） （千円）

△ 249 △ 336

本　年　度

前　年　度

比　　　較

手当の
内　訳

区 分

本 年 度

前 年 度

比 較

区　　分

職員数

△ 9,064

給　　与　　費

給　　　　　与　　　　　費　　　　　明　　　　　細　　　　　書

△ 5,886
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１　総括

特 別 職 一 般 職 報 酬 給 料 手 当

（人） （人） （千円） （千円） （千円）

△ 1

(△1)

注　職員数（　)内は、短時間勤務職員数外書き

扶養手当 地域手当 住居手当 通勤手当

（千円） （千円） （千円） （千円）

△ 249 △ 336

本　年　度

前　年　度

比　　　較

手当の
内　訳

区 分

本 年 度

前 年 度

比 較

区　　分

職員数

△ 9,064

給　　与　　費

給　　　　　与　　　　　費　　　　　明　　　　　細　　　　　書

△ 5,886

計

（千円） （千円） （千円）

特殊勤務
手　　当

時間外勤務
手　　　当

休日勤務
手　　当

管理職手当 期末手当 勤勉手当
管理職員特別
勤 務 手 当

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

△ 2,613 △ 5,390 △ 919

合　　計法定福利費
給　　与　　費

△ 3,560

給　　　　　与　　　　　費　　　　　明　　　　　細　　　　　書

△ 18,495△ 14,935
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２  給料及び手当の増減額の明細

区　分
増減額

（千円）
備　　考

昇給に伴う
増加分

平均昇給率  1.02％
1月昇給期　　 17人

その他の増
減分

△ 9,875 職員の異動等による

期末手当 △ 1,098

扶養手当

地域手当 △ 249

住居手当 △ 336

通勤手当

時間外勤務手当

管理職手当 △ 2,613

期末手当 △ 4,292

勤勉手当 △ 919

△ 9,064給　料

制度改正に
伴う増減分

△ 1,098

△ 5,886手 当

職員の異動等による

増減事由別内訳
　　　（千円）

説　　　明

その他の増
減分

△ 4,788

定期昇給
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２  給料及び手当の増減額の明細

区　分
増減額
（千円）

備　　考

昇給に伴う
増加分

平均昇給率  1.02％
1月昇給期　　 17人

その他の増
減分

△ 9,875 職員の異動等による

期末手当 △ 1,098

扶養手当

地域手当 △ 249

住居手当 △ 336

通勤手当

時間外勤務手当

管理職手当 △ 2,613

期末手当 △ 4,292

勤勉手当 △ 919

△ 9,064給　料

制度改正に
伴う増減分

△ 1,098

△ 5,886手 当

職員の異動等による

増減事由別内訳
　　　（千円）

説　　　明

その他の増
減分

△ 4,788

定期昇給

３　給料及び手当の状況

（１）　職員１人当たり給与

(円)

(円)

(歳)

(円)

(円)

(歳)

（２）　初任給

（３）　級別職員数

（1） （1 0.0）

（1） （100.0）

（1） （50.0）

（1） （50.0）

（2） （100.0）

令和３年１月１日現在

１級

６級

７級

計

５級

６級

７級

計

２級

３級

４級

５級

区　　分
行  政  職

級 職員数(人) 構成比（％）

令和４年１月１日現在

１級

２級

３級

４級

高　　　　校　　　　卒

大　　　　学　　　　卒

区                  分
行  政  職

一般会計の制度

行  政  職

（円） （円）

令和３年１月１日現在

平均給料月額

平均給与月額

平 均 年 齢

注　（　）内は短時間勤務職員数外書き

区         分 行  政  職

令和４年１月１日現在

平均給料月額

平均給与月額

平 均 年 齢

（級別の基準となる職務）

区 分 ７級 ６級 ５級 ４級 ３級 ２級 １級

行 政 職
部長
次長

課長 課長補佐 係長 主査
主事
技師

主事
技師
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（４）　特殊勤務手当

（５）　期末手当・勤勉手当

６月 １２月

（月分） （月分）

（1.125） （1.125）

（1.175） （1.175）

（1.125） （1.125）

注　（　）内は再任用職員の率

２０年 ２５年 ３５年
勤続の者 勤続の者 勤続の者

（月分） （月分） （月分）

（７）　その他の手当

地　　域　　手　　当 同　　じ

住　　居　　手　　当 同　　じ

通　　勤　　手　　当 同　　じ

区　　　　　　　　分 一般会計の制度との異同 差異の内容

扶　　養　　手　　当 同　　じ

一般会計の制度
（支給率等）

支 給 率 等

（６）　定年退職及び応募認定退職に係る退職手当

区　　分
最高限度 その他の

加算措置等
備　　考

（月分）

前　　年　　度
（2.350）

有

一般会計の制度
（2.250）

有

備　　考

（月分）

本　　年　　度
（2.250）

有

 支給対象職員１人当たり平均支給月額（円）

 代表的な特殊勤務手当の名称 待機手当

区 分

支給期別支給率
支給率計 職制上の段階、職

務の級等による加
算措置

区 分 行政職

 給料総額に対する比率（％）

 支給対象職員の比率（％）
（令和４年１月１日現在）
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（４）　特殊勤務手当

（５）　期末手当・勤勉手当

６月 １２月

（月分） （月分）

（1.125） （1.125）

（1.175） （1.175）

（1.125） （1.125）

注　（　）内は再任用職員の率

２０年 ２５年 ３５年
勤続の者 勤続の者 勤続の者

（月分） （月分） （月分）

（７）　その他の手当

地　　域　　手　　当 同　　じ

住　　居　　手　　当 同　　じ

通　　勤　　手　　当 同　　じ

区　　　　　　　　分 一般会計の制度との異同 差異の内容

扶　　養　　手　　当 同　　じ

一般会計の制度
（支給率等）

支 給 率 等

（６）　定年退職及び応募認定退職に係る退職手当

区　　分
最高限度 その他の

加算措置等
備　　考

（月分）

前　　年　　度
（2.350）

有

一般会計の制度
（2.250）

有

備　　考

（月分）

本　　年　　度
（2.250）

有

 支給対象職員１人当たり平均支給月額（円）

 代表的な特殊勤務手当の名称 待機手当

区 分

支給期別支給率
支給率計 職制上の段階、職

務の級等による加
算措置

区 分 行政職

 給料総額に対する比率（％）

 支給対象職員の比率（％）
（令和４年１月１日現在）
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(単位:円)

１．固定資産

（１）有形固定資産

　　イ　土地

　　ロ　建物

　　　　減価償却累計額 △ 354,357,034

　　ハ　構築物

　　　　減価償却累計額 △ 16,109,795,557

　　ニ　機械及び装置

　　　　減価償却累計額 △ 3,486,636,931

　　ホ　車両及び運搬具

　　　　減価償却累計額 △ 36,159,370

　　ヘ　工具、器具及び備品

　　　　減価償却累計額 △ 100,576,287

　　ト　建設仮勘定

　有形固定資産合計

（２）無形固定資産

　　イ　水利権

　　ロ　地上権

　　ハ　施設利用権

　無形固定資産合計

　固定資産合計

２．流動資産

（１）現金預金

（２）未収金

      貸倒引当金 △ 3,000,221
（３）貯蔵品

（４）前払費用

（５）前払金

（６）その他流動資産

　流動資産合計

　資産合計

令和４年度  　甲賀市水道事業予定貸借対照表

(令和５年３月３１日)

資産の部
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(単位:円)

１．固定資産

（１）有形固定資産

　　イ　土地

　　ロ　建物

　　　　減価償却累計額 △ 354,357,034

　　ハ　構築物

　　　　減価償却累計額 △ 16,109,795,557

　　ニ　機械及び装置

　　　　減価償却累計額 △ 3,486,636,931

　　ホ　車両及び運搬具

　　　　減価償却累計額 △ 36,159,370

　　ヘ　工具、器具及び備品

　　　　減価償却累計額 △ 100,576,287

　　ト　建設仮勘定

　有形固定資産合計

（２）無形固定資産

　　イ　水利権

　　ロ　地上権

　　ハ　施設利用権

　無形固定資産合計

　固定資産合計

２．流動資産

（１）現金預金

（２）未収金

      貸倒引当金 △ 3,000,221
（３）貯蔵品

（４）前払費用

（５）前払金

（６）その他流動資産

　流動資産合計

　資産合計

令和４年度  　甲賀市水道事業予定貸借対照表

(令和５年３月３１日)

資産の部

３．固定負債

（１）企業債

　　イ　建設改良等の財源に充てる企業債

    ロ　その他の企業債

　企業債合計

（２）引当金

　　イ　修繕引当金

　引当金合計

　固定負債合計

４．流動負債

（１）企業債

　　イ　建設改良等の財源に充てる企業債

　　ロ　その他の企業債

　企業債合計

（２）未払金

（３）未払費用

（４）前受金

（５）その他流動負債

（６）引当金

　　イ　退職給付引当金

　　ロ　修繕引当金

　　ハ　賞与引当金　

　引当金合計

　流動負債合計

５．繰延収益

（１）長期前受金

　　　収益化累計額 △ 9,929,921,154

　繰延収益合計

　負債合計

６．資本金

（１）自己資本金

　資本金合計

７．剰余金

（１）資本剰余金

　　イ　国県補助金

　　ロ　工事負担金

　　ハ　受贈財産評価額

　　ニ　その他資本剰余金

　資本剰余金合計

（２）利益剰余金

　　イ　減債積立金

　　ロ　利益積立金

　　ハ　建設改良積立金

　　ニ　当年度未処分利益剰余金

　利益剰余金合計

　剰余金合計

　資本合計

　負債資本合計

（消費税及び地方消費税抜き）

負債の部

資本の部
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注記 

１ 重要な会計方針に係る事項に関する注記  

（１） たな卸資産の評価基準及び評価方法  

  貯蔵品 先入先出法による原価法 

（２） 固定資産の減価償却の方法  

 ア  有形固定資産（リース資産を除く）  

 ・量水器 取替法 

 ・その他 定額法 

 ・主な耐用年数  

 建物 ２４年～５８年 

 構築物 ３８年～６０年 

 機械及び装置 ８年～２０年 

 車両及び運搬具 ４年～ ５年 

 工具、器具及び備品 ８年～１５年 

 イ 無形固定資産  

         定額法 

 ・主な耐用年数  

 水利権 ２０年 

 施設利用権 １５年 

（３）  引当金計上方法  

 ア 退職給付引当金  

 職員の退職手当は、「退職手当負担に関する覚書」に基づき、一般会計が  

その全部を負担するため、退職給付引当金は計上していない。  

イ  賞与引当金  

 職員の期末手当及び勤勉手当の支給及びこれに係る法定福利費の支払に  

 備えるため、当事業年度末における支給見込額に基づき、当事業年度の負  

担に属する額を計上している。  

 ウ 貸倒引当金  

 債権の不納欠損による損失に備えるため、過去貸倒実績額による回収不能  

見込額を計上している。  
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注記 

１ 重要な会計方針に係る事項に関する注記  

（１） たな卸資産の評価基準及び評価方法  

  貯蔵品 先入先出法による原価法 

（２） 固定資産の減価償却の方法  

 ア  有形固定資産（リース資産を除く）  

 ・量水器 取替法 

 ・その他 定額法 

 ・主な耐用年数  

 建物 ２４年～５８年 

 構築物 ３８年～６０年 

 機械及び装置 ８年～２０年 

 車両及び運搬具 ４年～ ５年 

 工具、器具及び備品 ８年～１５年 

 イ 無形固定資産  

         定額法 

 ・主な耐用年数  

 水利権 ２０年 

 施設利用権 １５年 

（３）  引当金計上方法  

 ア 退職給付引当金  

 職員の退職手当は、「退職手当負担に関する覚書」に基づき、一般会計が  

その全部を負担するため、退職給付引当金は計上していない。  

イ  賞与引当金  

 職員の期末手当及び勤勉手当の支給及びこれに係る法定福利費の支払に  

 備えるため、当事業年度末における支給見込額に基づき、当事業年度の負  

担に属する額を計上している。  

 ウ 貸倒引当金  

 債権の不納欠損による損失に備えるため、過去貸倒実績額による回収不能  

見込額を計上している。  

（４） 消費税等の会計処理  

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている。  

 

２ 予定貸借対照表等に関する注記  

（１） 企業債の返還に係る他会計の負担  

  予定貸借対照表に計上されている企業債（当事業年度の末日の翌日から起算  

  して１年以内に償還予定のものも含む）のうち、一般会計が負担すると見込   

まれる額は４２３，５９８千円である。  

 

３ セグメント情報に関する注記  

報告セグメントが水道事業の単一セグメントのため、記載を省略している。  

 

４ 減損損失 

（１） グルーピングの方法  

水道事業において使用している固定資産は、水道水の製造から供給まですべ

ての資産が一体となってキャッシュ・フローを生成していることから、水道事

業全体で１つの資産グループとしている。ただし、遊休資産については個別に

グルーピングしている。  

（２） 減損の兆候について  

当年度において、以下の資産グループについて減損の兆候を認識した。 

グループ 用途 種類 番 地 

１ 遊休資産 土地 甲賀市水口町名坂 1214 番地 2 

２ 遊休資産 土地 甲賀市土山町野上野 830 番地 588 他 12 筆 

３ 遊休資産 土地 甲賀市甲賀町油日 2269 番地 161 

４ 遊休資産 土地 甲賀市甲南町野川 377 番地 

５ 遊休資産 土地 甲賀市水口町山 2636 番地 116 

グループ１から５は、回収可能価額が帳簿価額を上回るため、減損損失を認

識していない。なお、回収可能価額の算定方法は正味売却価額により測定して

おり、正味売却価額は固定資産評価額に相当する額等を参考に合理的に算定し

た価額としている。  
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５ その他 

（１） 修繕引当金に関する経過措置  

平成２６年３月３１日以前に引当てられたものは、引き続き従前の例により

取り崩す。当年度において、修繕費を支出するため、修繕引当金２０，０００

千円を取り崩す。  

（２） 賞与引当金の取り崩し  

当年度において、期末手当及び勤勉手当の支給及びこれに係る法定福利費の

支払いとして、賞与引当金１２，８９０千円を取り崩す。  

（３） 貸倒引当金の取り崩し  

当年度において、債権の不納欠損による損失が発生するため、貸倒引当金 

３，８９６千円を取り崩す。  
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５ その他 

（１） 修繕引当金に関する経過措置  

平成２６年３月３１日以前に引当てられたものは、引き続き従前の例により

取り崩す。当年度において、修繕費を支出するため、修繕引当金２０，０００

千円を取り崩す。  

（２） 賞与引当金の取り崩し  

当年度において、期末手当及び勤勉手当の支給及びこれに係る法定福利費の

支払いとして、賞与引当金１２，８９０千円を取り崩す。  

（３） 貸倒引当金の取り崩し  

当年度において、債権の不納欠損による損失が発生するため、貸倒引当金 

３，８９６千円を取り崩す。  

(単位:円)
１．水道事業収益

　　　給水収益

２．受託工事収益

　　　受託工事収益

３．その他営業収益

　　　その他営業収益

４．水道事業費用

　　　原水及び浄水費

　　　配水及び給水費

　　　業務費

　　　総係費

　　　減価償却費

　　　資産減耗費

５．受託工事費用

　　　受託工事費

６．その他営業費用

　　　その他営業費用

　営業利益 △ 71,588,893

７．営業外収益

　　　受取利息及び配当金

　　　他会計補助金

　　　雑収益

　　　長期前受金戻入

８．営業外費用

　　　支払利息及び企業債取扱諸費

　　　雑支出

　経常利益

９．特別利益

　　　固定資産売却益

　　　過年度損益修正益

10．特別損失

　　　固定資産売却損

　　　過年度損益修正損

　　　その他特別損失 △ 11,979,181

11．当年度純利益

　前年度繰越利益剰余金

　その他未処分利益剰余金変動額

　当年度未処分利益剰余金

（消費税及び地方消費税抜き）

令和３年度  　甲賀市水道事業予定損益計算書

(令和３年４月１日から令和４年３月３１日まで)
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(単位:円)

１．固定資産

（１）有形固定資産

　　イ　土地

　　ロ　建物

　　　　減価償却累計額 △ 342,139,482

　　ハ　構築物

　　　　減価償却累計額 △ 15,368,142,925

　　ニ　機械及び装置

　　　　減価償却累計額 △ 3,371,994,480

　　ホ　車両及び運搬具

　　　　減価償却累計額 △ 36,108,794

　　ヘ　工具、器具及び備品

　　　　減価償却累計額 △ 96,786,469

　　ト　建設仮勘定

　有形固定資産合計

（２）無形固定資産

　　イ　水利権

　　ロ　地上権

　　ハ　施設利用権

　無形固定資産合計

　固定資産合計

２．流動資産

（１）現金預金

（２）未収金

      貸倒引当金 △ 4,156,283

（３）貯蔵品

（４）前払費用

（５）前払金

（６）その他流動資産

　流動資産合計

　資産合計

令和３年度  　甲賀市水道事業予定貸借対照表

資産の部

(令和４年３月３１日)
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(単位:円)

１．固定資産

（１）有形固定資産

　　イ　土地

　　ロ　建物

　　　　減価償却累計額 △ 342,139,482

　　ハ　構築物

　　　　減価償却累計額 △ 15,368,142,925

　　ニ　機械及び装置

　　　　減価償却累計額 △ 3,371,994,480

　　ホ　車両及び運搬具

　　　　減価償却累計額 △ 36,108,794

　　ヘ　工具、器具及び備品

　　　　減価償却累計額 △ 96,786,469

　　ト　建設仮勘定

　有形固定資産合計

（２）無形固定資産

　　イ　水利権

　　ロ　地上権

　　ハ　施設利用権

　無形固定資産合計

　固定資産合計

２．流動資産

（１）現金預金

（２）未収金

      貸倒引当金 △ 4,156,283

（３）貯蔵品

（４）前払費用

（５）前払金

（６）その他流動資産

　流動資産合計

　資産合計

令和３年度  　甲賀市水道事業予定貸借対照表

資産の部

(令和４年３月３１日)

３．固定負債

（１）企業債

　　イ　建設改良等の財源に充てる企業債

    ロ　その他の企業債

　企業債合計

（２）引当金

　　イ　修繕引当金

　引当金合計

　固定負債合計

４．流動負債

（１）企業債

　　イ　建設改良等の財源に充てる企業債

　　ロ　その他の企業債

　企業債合計

（２）未払金

（３）未払費用

（４）前受金

（５）その他流動負債

（６）引当金

　　イ　退職給付引当金

　　ロ　修繕引当金

　　ハ　賞与引当金　

　引当金合計

　流動負債合計

５．繰延収益

（１）長期前受金

　　　収益化累計額 △ 9,558,051,702

　繰延収益合計

　負債合計

６．資本金

（１）自己資本金

　資本金合計

７．剰余金

（１）資本剰余金

　　イ　国県補助金

　　ロ　工事負担金

　　ハ　受贈財産評価額

　　ニ　その他資本剰余金

　資本剰余金合計

（２）利益剰余金

　　イ　減債積立金

　　ロ　利益積立金

　　ハ　建設改良積立金

　　ニ　当年度未処分利益剰余金

　利益剰余金合計

　剰余金合計

　資本合計

　負債資本合計

（消費税及び地方消費税抜き）

負債の部

資本の部
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注記 

１ 重要な会計方針に係る事項に関する注記  

（１） たな卸資産の評価基準及び評価方法  

  貯蔵品 先入先出法による原価法 

（２） 固定資産の減価償却の方法  

 ア  有形固定資産（リース資産を除く）  

 ・量水器 取替法 

 ・その他 定額法 

 ・主な耐用年数  

 建物 ２４年～５８年 

 構築物 ３８年～６０年 

 機械及び装置 ８年～２０年 

 車両及び運搬具 ４年～ ５年 

 工具、器具及び備品 ８年～１５年 

 イ 無形固定資産  

         定額法 

 ・主な耐用年数  

 水利権 ２０年 

 施設利用権 １５年 

（３）  引当金計上方法  

 ア 退職給付引当金  

 職員の退職手当は、「退職手当負担に関する覚書」に基づき、一般会計が  

その全部を負担するため、退職給付引当金は計上していない。  

イ  賞与引当金  

 職員の期末手当及び勤勉手当の支給及びこれに係る法定福利費の支払に  

 備えるため、当事業年度末における支給見込額に基づき、当事業年度の負  

担に属する額を計上している。  

 ウ 貸倒引当金  

 債権の不納欠損による損失に備えるため、過去貸倒実績額による回収不能  

見込額を計上している。  
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注記 

１ 重要な会計方針に係る事項に関する注記  

（１） たな卸資産の評価基準及び評価方法  

  貯蔵品 先入先出法による原価法 

（２） 固定資産の減価償却の方法  

 ア  有形固定資産（リース資産を除く）  

 ・量水器 取替法 

 ・その他 定額法 

 ・主な耐用年数  

 建物 ２４年～５８年 

 構築物 ３８年～６０年 

 機械及び装置 ８年～２０年 

 車両及び運搬具 ４年～ ５年 

 工具、器具及び備品 ８年～１５年 

 イ 無形固定資産  

         定額法 

 ・主な耐用年数  

 水利権 ２０年 

 施設利用権 １５年 

（３）  引当金計上方法  

 ア 退職給付引当金  

 職員の退職手当は、「退職手当負担に関する覚書」に基づき、一般会計が  

その全部を負担するため、退職給付引当金は計上していない。  

イ  賞与引当金  

 職員の期末手当及び勤勉手当の支給及びこれに係る法定福利費の支払に  

 備えるため、当事業年度末における支給見込額に基づき、当事業年度の負  

担に属する額を計上している。  

 ウ 貸倒引当金  

 債権の不納欠損による損失に備えるため、過去貸倒実績額による回収不能  

見込額を計上している。  

（４） 消費税等の会計処理  

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている。  

 

２ 予定貸借対照表等に関する注記  

（１） 企業債の返還に係る他会計の負担  

  予定貸借対照表に計上されている企業債（当事業年度の末日の翌日から起算  

  して１年以内に償還予定のものも含む）のうち、一般会計等が負担すると見込  

  まれる額は４７１，１２５千円である。 

 

３ セグメント情報に関する注記  

報告セグメントが水道事業の単一セグメントのため、記載を省略している。  

 

４ 減損損失 

（１） グルーピングの方法  

水道事業において使用している固定資産は、水道水の製造から供給まですべ

ての資産が一体となってキャッシュ・フローを生成していることから、水道事

業全体で１つの資産グループとしている。ただし、遊休資産については個別に

グルーピングしている。  

（２） 減損の兆候について  

当年度において、以下の資産グループについて減損の兆候を認識した。  

グループ 用途 種類 番 地 

１ 遊休資産 土地 甲賀市水口町名坂 1214 番地 2 

２ 遊休資産 土地 甲賀市土山町野上野 830 番地 588 他 12 筆 

３ 遊休資産 土地 甲賀市甲賀町油日 2269 番地 161 

４ 遊休資産 土地 甲賀市甲南町野川 377 番地 

５ 遊休資産 土地 甲賀市水口町山 2636 番地 116 

グループ１から５は、回収可能価額が帳簿価額を上回るため、減損損失を認

識していない。なお、回収可能価額の算定方法は正味売却価額により測定して

おり、正味売却価額は固定資産評価額に相当する額等を参考に合理的に算定し

た価額としている。  
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５ その他 

（１） 修繕引当金に関する経過措置  

平成２６年３月３１日以前に引当てられたものは、引き続き従前の例により

取り崩す。 

（２） 賞与引当金の取り崩し  

当年度において、期末手当及び勤勉手当の支給及びこれに係る法定福利費の

支払いとして、賞与引当金１３，３５３千円を取り崩す。 

（３） 貸倒引当金の取り崩し  

当年度において、債権の不納欠損による損失が発生するため、貸倒引当金  

３，７２７千円を取り崩す。  
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　 甲 賀 市 診 療 所 事 業 会 計 　





議案第８号

令和４年度甲賀市診療所事業会計予算

（総則）

第１条 令和４年度甲賀市診療所事業会計の予算は、次に定めるところによる。

（業務の予定量）

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。

（１）年間延外来患者数 ２３，５２０人

（２）一日平均外来患者数 ８０人

（収益的収入及び支出）

第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

収 入

第１款 診療所事業収益 ２４１，７５４千円

第１項 医業収益 １６１，１２０千円

第２項 医業外収益 ８０，６３３千円

第３項 特別利益 １千円

支 出

第１款 診療所事業費用 ２４１，７５４千円

第１項 医業費用 ２３７，６０４千円

第２項 医業外費用 ３，６００千円

第３項 特別損失 ５０千円

第４項 予備費 ５００千円

（資本的収入及び支出）

第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

（資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額１４，６７８千円は、当年度分

消費税及び地方消費税資本的収支調整額９４３千円、過年度分損益勘定留保資金

１３，７３５千円で補てんするものとする。）

収 入

第１款 資本的収入 １，１００千円

第２項 補助金 １，１００千円

支 出
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第１款 資本的支出 １５，７７８千円

第１項 建設改良費 １０，３７３千円

第２項 企業債償還金 ５，４０５千円

（債務負担行為）

第５条 債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額は、次のとおりと

定める。

事 項 期 間 限度額

臨床検査業務委託 令和５年度 ２，３２１千円

（一時借入金）

第６条 一時借入金の限度額は、２０，０００千円と定める。

（予定支出の各項の経費の金額の流用）

第７条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおり

と定める。

（１）医業費用

（２）医業外費用

（３）特別損失

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第８条 次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に

流用し、又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を

経なければならない。

（１）職員給与費 １７８，０９１千円

（２）交際費 １０千円

（他会計からの補助金）

第９条 公営企業の経営健全化に資するため一般会計からこの会計へ補助を受ける

金額は、６０，０００千円である。

（たな卸資産購入限度額）

第１０条 たな卸資産の購入限度額は、１８，４２１千円と定める。

上記の議案を提出する。

令和４年２月１７日

甲賀市長 岩 永 裕 貴
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第１款 資本的支出 １５，７７８千円

第１項 建設改良費 １０，３７３千円

第２項 企業債償還金 ５，４０５千円

（債務負担行為）

第５条 債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額は、次のとおりと

定める。

事 項 期 間 限度額

臨床検査業務委託 令和５年度 ２，３２１千円

（一時借入金）

第６条 一時借入金の限度額は、２０，０００千円と定める。

（予定支出の各項の経費の金額の流用）

第７条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおり

と定める。

（１）医業費用

（２）医業外費用

（３）特別損失

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第８条 次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に

流用し、又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を

経なければならない。

（１）職員給与費 １７８，０９１千円

（２）交際費 １０千円

（他会計からの補助金）

第９条 公営企業の経営健全化に資するため一般会計からこの会計へ補助を受ける

金額は、６０，０００千円である。

（たな卸資産購入限度額）

第１０条 たな卸資産の購入限度額は、１８，４２１千円と定める。

上記の議案を提出する。

令和４年２月１７日

甲賀市長 岩 永 裕 貴
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収益的収入及び支出

収　入 （単位：千円）

予　定　額 備　　考

診療所事業収益

医 業 収 益

外 来 収 益

その他医業収益

医 業 外 収 益

受 取 利 息
及 び 配 当 金

他 会 計 補 助 金

他 会 計 負 担 金

長期前受金戻入

そ の 他
医 業 外 収 益

特 別 利 益

過 年 度 損 益
修 正 益

款 項 目

令和４年度甲賀市診療所事業会計予算実施計画
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支　出 （単位：千円）

予　定　額 備　　　考

診療所事業費用

医 業 費 用

給 与 費

材 料 費

経 費

減 価 償 却 費

資 産 減 耗 費

研 究 研 修 費

医 業 外 費 用

支 払 利 息 及 び
企業債取扱諸費

消 費 税 及 び
地 方 消 費 税

雑 支 出

特 別 損 失

過 年 度 損 益
修 正 損

予 備 費

予 備 費

款 項 目
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資本的収入及び支出

収　入 （単位：千円）

予　定　額 備　　　考

資 本 的 収 入

補 助 金

補 助 金

支　出 （単位：千円）

予　定　額 備　　　考

資 本 的 支 出

建 設 改 良 費

改 良 事 業 費

企 業 債 償 還 金

企 業 債 償 還 金

款 項 目

款 項 目
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収益的収入及び支出

医 業 収 益

外 来 収 益

そ の 他 医 業 収 益

医 業 外 収 益

受 取 利 息 及 び
配 当 金

他 会 計 補 助 金

他 会 計 負 担 金

長 期 前 受 金 戻 入

その他医業外収益

特 別 利 益

過年度損益修正益

収　入

             令和４年度甲賀市診療所事業会計予算実施計画明細書

款 項 目 本　年　度

診 療 所 事 業 収 益
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区　　　分 金　　　額

外 来 収 益

受 託 事 業 収 益

その他医業収益

預 金 利 息

他 会 計 補 助 金

他 会 計 負 担 金

国 庫 補 助
長期前受金戻入

そ の 他
医 業 外 収 益

過 年 度 損 益
修 正 益

（単位：千円）

節
説　　　　　　　　　　　　　　明

一日当り外来患者数 ８０人

地域リハビリテーション事業、在宅リハビリテーション事
業等

文書料、衛生材料、予防接種、特定健診等

普通預金、定期預金

一般会計補助金、国民健康保険特別会計補助金

介護老人保健施設事業会計負担金

過年度損益修正益

償却資産に対する補助金減価償却見合い分収益化

用地使用料等
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医 業 費 用

給 与 費

材 料 費

経 費

支　出

款 項 目 本　年　度

診 療 所 事 業 費 用
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（単位：千円）

区　　　分 金　　　額

報 酬

給 料

手 当

賞 与 引 当 金
繰 入 額

法 定 福 利 費

薬 品 費

施 設 材 料 費

施設消耗備品費

報 償 費

旅 費

消 耗 品 費

消 耗 備 品 費

光 熱 水 費

食 糧 費

印 刷 製 本 費

修 繕 費

保 険 料

賃 借 料

薬品

診療用消耗備品

会計年度任用職員（パートタイム）２６人

節
説　　　　　　　　　　　　　　明

通勤手当、扶養手当、期末手当、勤勉手当等

次年度支給期末手当、次年度支給勤勉手当、次年度支払法
定福利費

共済組合等負担金、社会保険料等

職員９人、会計年度任用職員（フルタイム）２人

甲賀市地域医療審議会部会委員　６人

職員普通旅費、費用弁償

事務管理等消耗品

診療材料

予算書、決算書

事務用消耗備品

電気、水道、下水道

お茶

医療機器、施設修繕

病院賠償保険料、建物保険料

医療機器・検査機器・医療白衣賃借料等、土地賃借料
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款 項 目 本　年　度

減 価 償 却 費

資 産 減 耗 費

研 究 研 修 費

医 業 外 費 用

支 払 利 息 及 び
企 業 債 取 扱 諸 費

消 費 税 及 び
地 方 消 費 税

雑 支 出

特 別 損 失

過年度損益修正損

予 備 費

予 備 費
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区　　　分 金　　　額

節
説　　　　　　　　　　　　　　明

通 信 運 搬 費

委 託 料

手 数 料

諸 会 費

交 際 費

雑 費

建物減価償却費

器 械 備 品
減 価 償 却 費

た な 卸 資 産
減 耗 費

固定資産除却費

図 書 費

旅 費

研 修 費

企 業 債 利 息

一時借入金利息

消 費 税 及 び
地 方 消 費 税

雑 支 出

過 年 度 損 益
修 正 損

予 備 費

施設維持管理・医療機器等保守業務委託、臨床検査業務委
託等

電話代、郵送料、放送受信料

各種検査手数料、可燃ごみ処理手数料等

国保診療施設協議会、自治体病院協議会等

院長交際費

他会計人件費負担金等

器械備品

建物

貯蔵品破損分

医療機器等除却分

医学図書

過年度損益修正損

全国国保医学会等研修会参加旅費

研修負担金

消費税及び地方消費税

企業債借入利息

一時借入金利息
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資本的収入及び支出

補 助 金

補 助 金

収　入

款 項 目 本　年　度

資 本 的 収 入
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（単位：千円）

区　　　分 金　　　額

他 会 計 補 助 金 国民健康保険特別会計補助金

節
説　　　　　　　　　　　　　　明
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建 設 改 良 費

改 良 事 業 費

企 業 債 償 還 金

企 業 債 償 還 金

支　出

資 本 的 支 出

款 項 目 本　年　度
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（単位：千円）

区　　　分 金　　　額

医 療 機 器 整 備

償 還 元 金 企業債償還元金

節
説　　　　　　　　　　　　　　明

眼底カメラ、超音波画像診断装置
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令和４年度甲賀市診療所事業予定キャッシュ・フロー計算書

(令和４年４月１日から令和５年３月３１日まで)

(単位：円)

Ⅰ　業務活動によるキャッシュ・フロー

　　　当年度純損失 △861,700

　　　減価償却費

　　　固定資産除却費

　　　賞与引当金等の増減額（△は減少）

　　　長期前受金戻入額 △6,414,000

　　　受取利息及び配当金 △40,000

　　　支払利息及び企業債取扱諸費

　　  医業及び医業外未収金増減額（△は増加）

　　　医業及び医業外未払金増減額（△は減少） △426,840

　　　その他流動負債の増減額（△は減少） △1,804,000

　　小計

　　　受取利息及び配当金

　　　支払利息及び企業債取扱諸費 △2,280,000

　　業務活動によるキャッシュ・フロー

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー

　　　有形固定資産の取得による支出 △9,430,000

　　　他会計補助金による収入

　　投資活動によるキャッシュ・フロー △8,330,000

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー

　　　建設改良費等の財源に充てるための企業債償還による支出 △5,405,000

　　財務活動によるキャッシュ・フロー △5,405,000

Ⅳ　資金減少額 △8,540,890

Ⅴ　資金期首残高

Ⅵ　資金期末残高

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（消費税及び地方消費税抜き）
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１　総　括

特別職 一般職 報　酬 給　料 手　当

（人） （人） （千円） （千円） （千円）

△1
△ 78

注　職員数（　)内は、会計年度任用職員であって、一週間当たりの通常の勤務時間が常時

　　

扶養手当 地域手当 住居手当 通勤手当

（千円） （千円） （千円） （千円）

△ 2

区　　分

本　年　度

前　年　度

比　  　較

比　　　較

手当の
内  訳

給　　　与　　　費　　　明　　　細　　　書

前　年　度

区　　分

職員数 給　　  　与　　　  費

本　年　度
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計

（千円） （千円） （千円）

勤務を要する職を占める職員の一週間当たりの通常の勤務時間に比し短い職員数外書き

特殊勤務
手    当

時間外勤務
手      当

管理職手当 期末手当 勤勉手当
初任給調整
手      当

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

△ 1,674

法定福利費

給　　　与　　　費　　　明　　　細　　　書

合　計
　

給　　  　与　　　  費
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ア　会計年度任用職員以外の職員

職員数

一般職 給　　料 手　　当 計

（人） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

扶養手当 地域手当 住居手当 通勤手当
特殊勤務
手    当

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

イ　会計年度任用職員

職員数

一般職 報　　酬 給　　料 手　　当 計

（人） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

△1
△ 2,522 △ 382

注　職員数（　)内は、一週間当たりの通常の勤務時間が常時勤務を要する職を占める職員の

地域手当 通勤手当
特殊勤務
手    当

時間外勤務
手      当

期末手当

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

△ 76 △ 24 △ 127

手当の
内  訳

区　　分

本　年　度

前　年　度

比　  　較

前　　年　　度

比　      　較

本　　年　　度

区　　分

給　　 　 　　与　　　　  　費
法定福利費

手当の
内  訳

区　　分

本　年　度

前　年　度

比　  　較

本　　年　　度

前　　年　　度

比　      　較

区　　分
法定福利費 合　　計

給　　 　 　　与　　　　  　費
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時間外勤務
手      当

管理職
手　当

期末手当 勤勉手当
初任給調整手

当

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

△ 1,547

（千円）

一週間当たりの通常の勤務時間に比し短い職員数外書き

合　　計
備　　　　考

備　　　　考
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２  給料及び手当の増減額の明細

区　分
増減額

（千円）
備　　考

その他の増
減分

△ 310 職員の異動等による

期末手当 △ 631

扶養手当
地域手当 △ 2

通勤手当

特殊勤務手当

管理職手当

期末手当 △ 1,043

勤勉手当

手  当

職員の異動等による
その他の増
減分

平均昇給率　1.01％
1月昇給期 　   4人

制度改正に
伴う増減分

△ 631

給　料 △ 78

増減事由別内訳
（千円）

説　　明

昇給に伴う
増加分

定期昇給



－ 227 －

３　給料及び手当の状況

（１）　職員１人当たり給与

医　療　職 医療技術職 保健看護職 行　政　職

（円）

（円）

（歳）

（円）

（円）

（歳）

（２）　初任給

（円） （円） （円）

　

医療技術職 行　政　職

（円） （円）

大　　学　　卒

区　      分

高　　校　　卒

高　　校　　卒

大　　学　　卒

区　　　　　　　　　　分

医　療　職

令和３年１月１日現在

令和４年１月１日現在

区　      分

平均給料月額

平均給与月額

平 均 年 齢

医療技術職

（円）

平均給与月額

平 均 年 齢

平均給料月額

行　政　職保健看護職

（円）

保健看護職

一　般　会　計　の　制　度
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（３）　級別職員数

　

（級別の基準となる職務）

令和４年１月１日現在

２級

６級

４級

計

３級

１級

２級

５級

４級

３級

１級

区　　分

保健看護職

計

行　政　職

級 職員数
構成比

（％）
級 職員数

構成比

（％）

令和３年１月１日現在
３級

４級

５級

計

１級

２級

４級 ４級

医療技術職

級
構成比

（％）
職員数級

医　療　職

３級

職員数
構成比

（％）

令和４年１月１日現在

区　　分

３級

計

２級 ２級

計

５級 ５級

１級１級

４級

３級

１級

２級

１級

５級

６級

３級

４級６級 ５級 ３級

７級

医　療　職

医療技術職
医療技術部長

技師長

保健看護職

令和３年１月１日現在

計

５級

４級

看護介護部長
看護介護補佐

行　政　職 事務次長
部長
事務長

１級

７級

１級

２級

　

７級

　 院長

計

２級

事務長補佐 係長
介護福祉士

主査
介護福祉士

主事

区　　　分

介護福祉士
主事

院長
副院長

医長 副医長

係長
主査

栄養士
技師

理学療法士
作業療法士

栄養士
技師

理学療法士
作業療法士

栄養士
技師

理学療法士
作業療法士

係長
看護師

准看護師
看護師

准看護師
看護師

准看護師

医員

５級

計

４級

５級

２級

３級
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（４）　特殊勤務手当

（５）　期末手当・勤勉手当

　

（６）　定年退職及び応募認定退職に係る退職手当

（７）　その他の手当

行政職

代表的な職種

扶　　養　　手　　当 同　　　じ

住　　居　　手　　当 同　　　じ

通　　勤　　手　　当 同　　　じ

同　　　じ

勤続の者
最高限度

（月分）

勤続の者 備　考

（月分） （月分）

勤続の者

有

その他の
加算措置等

有

３５年

（月分）

備　考区　分

支給期別支給率
職制上の段階、職
務の級等による加
算措置

有

６月 １２月
支給率計

（月分） （月分） （月分）

本 年 度

差　異　の　内　容一般会計の制度との異同

区　　　　　　　分

　給料総額に対する比率  （％）

　支給対象職員の比率  （％）

全職種

地　　域　　手　　当

前 年 度

一般会計の制度
（支給率等）

区　分

支給率等

一般会計の制度

２５年２０年

区　　　　　　分

　（令和４年１月１日現在）

　支給対象職員１人当たり

　平均支給月額  （ 円 ）

　代表的な特殊勤務手当の名称 医療従事業務手当　危険作業手当　放射線取扱手当

医 療 職 医療技術職 保健看護職
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債務負担行為に関する調書

事 項 限度額

前年度末までの支払義務発
生（見込）額

当該年度以降の支払義務
発生予定額 左の財源内訳

期間 金額 期間 金額
国庫
補助金

企業債 その他

白衣等賃借業務

千円

令和元年度から

令和 年度まで

千円

令和 年度から
令和 年度まで

千円 千円

臨床検査業務委託

千円

令和 年度

千円 千円
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債務負担行為に関する調書

事 項 限度額

前年度末までの支払義務発
生（見込）額

当該年度以降の支払義務
発生予定額 左の財源内訳

期間 金額 期間 金額
国庫
補助金

企業債 その他

白衣等賃借業務

千円

令和元年度から

令和 年度まで

千円

令和 年度から
令和 年度まで

千円 千円

臨床検査業務委託

千円

令和 年度

千円 千円
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（単位：円）

１.固定資産

有形固定資産

イ

ロ

△ 61,806,247

ハ

△ 61,474,729

ニ

ホ

無形固定資産

イ

２.流動資産

有形固定資産合計

令和４年度甲賀市診療所事業予定貸借対照表

（令和５年３月３１日）

資　産　の　部

土地

建物

減価償却累計額

器械備品

減価償却累計額

車両

減価償却累計額

建設仮勘定

電話加入権

無形固定資産合計

固定資産合計

現金預金

未収金

貸倒引当金

貯蔵品

流動資産合計

資産合計
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３.固定負債

イ

４.流動負債

イ

イ

５.繰延収益

△ 39,312,473

６.資本金

７.剰余金

イ

資本剰余金合計

イ

ロ
ハ

利益剰余金合計

建設改良費等の財源に充
てるための企業債

負　債　の　部

企業債

流動負債合計

企業債合計

固定負債合計

一時借入金
企業債

建設改良費等の財源に充
てるための企業債

企業債合計

未払金

預り金

引当金

賞与引当金

引当金合計

利益剰余金

長期前受金
収益化累計額

繰延収益合計

負債合計

資　本　の　部

自己資本金

資本金合計

資本剰余金

受贈財産評価額

      （消費税及び地方消費税抜き）

減債積立金
利益積立金

当年度未処理欠損金

剰余金合計

資本合計

負債資本合計



注 記

１ 重要な会計方針に係る事項に関する注記

（１）たな卸資産の評価基準及び評価方法

貯蔵品 先入先出法による原価法

（２）固定資産の減価償却の方法

ア 有形固定資産（リース資産を除く）

定額法

・主な耐用年数

建物 ９年～２８年

器械備品 ２年～１５年

イ 無形固定資産

定額法

（３）引当金の計上方法

ア 退職給付引当金

職員の退職手当は、「退職手当負担に関する覚書」に基づき、一般会計が

その全部を負担することになっているため、退職給付引当金は計上していな

い。

イ 賞与引当金

職員の期末手当及び勤勉手当の支給及びこれに係る法定福利費の支払に備

えるため、当事業年度末における支給見込額に基づき、当事業年度の負担に

属する額を計上している。

（４）重要なリース取引の処理方法

所有権移転外ファイナンス･リース取引については、通常の賃貸借取引に係

る方法に準じた会計処理によっている。

（５）消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている。

２ 予定貸借対照表等に関する注記

（１）企業債の償還に係る他会計の負担

予定貸借対照表に計上されている企業債（当事業年度の末日の翌日から起算
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注 記

１ 重要な会計方針に係る事項に関する注記

（１）たな卸資産の評価基準及び評価方法

貯蔵品 先入先出法による原価法

（２）固定資産の減価償却の方法

ア 有形固定資産（リース資産を除く）

定額法

・主な耐用年数

建物 ９年～２８年

器械備品 ２年～１５年

イ 無形固定資産

定額法

（３）引当金の計上方法

ア 退職給付引当金

職員の退職手当は、「退職手当負担に関する覚書」に基づき、一般会計が

その全部を負担することになっているため、退職給付引当金は計上していな

い。

イ 賞与引当金

職員の期末手当及び勤勉手当の支給及びこれに係る法定福利費の支払に備

えるため、当事業年度末における支給見込額に基づき、当事業年度の負担に

属する額を計上している。

（４）重要なリース取引の処理方法

所有権移転外ファイナンス･リース取引については、通常の賃貸借取引に係

る方法に準じた会計処理によっている。

（５）消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている。

２ 予定貸借対照表等に関する注記

（１）企業債の償還に係る他会計の負担

予定貸借対照表に計上されている企業債（当事業年度の末日の翌日から起算

して１年以内に償還予定のものも含む）のうち、一般会計等が負担すると見込

まれる額は０円である。

３ セグメント情報に関する注記

報告セグメントが診療所事業の単一セグメントのため、記載を省略している。  

 

４ その他

（１）賞与引当金の取り崩し

当年度において、期末手当及び勤勉手当の支給及びこれに係る法定福利費の

支払として、賞与引当金７，００９千円を取り崩す。
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（単位：円）

１．医業収益

（１）外来収益
（２）その他医業収益

２．医業費用

（１）給与費
（２）材料費
（３）経費
（４）減価償却費
（５）資産減耗費
（６）研究研修費

医 業 損 失

３．医業外収益

（１）受取利息及び配当金
（２）他会計補助金
（３）他会計負担金
（４）長期前受金戻入
（５）その他医業外収益（６）国庫補助金

４．医業外費用

（１）支払利息及び企業債取扱諸費
（２）雑支出

経 常 損 失

５．特別利益

（１）固定資産売却益
（２）過年度損益修正益

６．特別損失

（１）過年度損益修正損 △ 94,091

当 年 度 純 損 失

前 年 度 繰 越 欠 損 金

当 年 度 未 処 理 欠 損 金

　　　（消費税及び地方消費税抜き）

　　　　令和３年度　 甲賀市診療所事業予定損益計算書

　（令和３年４月１日から令和４年３月３１日まで）
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（単位：円）

１.固定資産

有形固定資産

イ

ロ

△ 56,560,247

ハ

△ 52,443,729

ニ

ホ

無形固定資産

イ

２.流動資産

有形固定資産合計

令和３年度甲賀市診療所事業予定貸借対照表

（令和４年３月３１日）

資　産　の　部

土地

建物

減価償却累計額

器械備品

減価償却累計額

車両

減価償却累計額

建設仮勘定

電話加入権

無形固定資産合計

固定資産合計

現金預金

未収金

貸倒引当金

貯蔵品

流動資産合計

資産合計
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３.固定負債

イ

４.流動負債

イ

イ

５.繰延収益

△ 32,898,473

６.資本金

７.剰余金

イ

資本剰余金合計

イ

ロ
ハ

利益剰余金合計

建設改良費等の財源に充
てるための企業債

負　債　の　部

企業債

流動負債合計

企業債合計

固定負債合計

一時借入金
企業債

建設改良費等の財源に充
てるための企業債

企業債合計

未払金

預り金

引当金

賞与引当金

引当金合計

利益剰余金

長期前受金
収益化累計額

繰延収益合計

負債合計

資　本　の　部

自己資本金

資本金合計

資本剰余金

受贈財産評価額

      （消費税及び地方消費税抜き）

減債積立金
利益積立金

当年度未処理欠損金

剰余金合計

資本合計

負債資本合計



注 記

１ 重要な会計方針に係る事項に関する注記

（１）たな卸資産の評価基準及び評価方法

貯蔵品 先入先出法による原価法

（２）固定資産の減価償却の方法

ア 有形固定資産（リース資産を除く）

定額法

・主な耐用年数

建物 ９年～２８年

器械備品 ２年～１５年

イ 無形固定資産

定額法

（３）引当金の計上方法

ア 退職給付引当金

職員の退職手当は、「退職手当負担に関する覚書」に基づき、一般会計が

その全部を負担することになっているため、退職給付引当金は計上していな

い。

イ 賞与引当金

職員の期末手当及び勤勉手当の支給及びこれに係る法定福利費の支払に備

えるため、当事業年度末における支給見込額に基づき、当事業年度の負担に

属する額を計上している。

（４）重要なリース取引の処理方法

所有権移転外ファイナンス･リース取引については、通常の賃貸借取引に係

る方法に準じた会計処理によっている。

（５）消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている。

２ 予定貸借対照表等に関する注記

（１）企業債の償還に係る他会計の負担

予定貸借対照表に計上されている企業債（当事業年度の末日の翌日から起算
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注 記

１ 重要な会計方針に係る事項に関する注記

（１）たな卸資産の評価基準及び評価方法

貯蔵品 先入先出法による原価法

（２）固定資産の減価償却の方法

ア 有形固定資産（リース資産を除く）

定額法

・主な耐用年数

建物 ９年～２８年

器械備品 ２年～１５年

イ 無形固定資産

定額法

（３）引当金の計上方法

ア 退職給付引当金

職員の退職手当は、「退職手当負担に関する覚書」に基づき、一般会計が

その全部を負担することになっているため、退職給付引当金は計上していな

い。

イ 賞与引当金

職員の期末手当及び勤勉手当の支給及びこれに係る法定福利費の支払に備

えるため、当事業年度末における支給見込額に基づき、当事業年度の負担に

属する額を計上している。

（４）重要なリース取引の処理方法

所有権移転外ファイナンス･リース取引については、通常の賃貸借取引に係

る方法に準じた会計処理によっている。

（５）消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている。

２ 予定貸借対照表等に関する注記

（１）企業債の償還に係る他会計の負担

予定貸借対照表に計上されている企業債（当事業年度の末日の翌日から起算

して１年以内に償還予定のものも含む）のうち、一般会計等が負担すると見込

まれる額は０円である。

３ セグメント情報に関する注記

報告セグメントが診療所事業の単一セグメントのため、記載を省略している。  

 

４ その他

（１）賞与引当金の取り崩し

当年度において、期末手当及び勤勉手当の支給及びこれに係る法定福利費の

支払として、賞与引当金７，３６７千円を取り崩す。
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議案第９号

令和４年度甲賀市介護老人保健施設事業会計予算

（総則）

第１条 令和４年度甲賀市介護老人保健施設事業会計の予算は、次に定めるところ

による。

（業務の予定量）

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。

（１）定員 入所 ２９人、通所 ２０人

（２）年間延利用者数 入所 １０，５８５人、通所 ４，８６０人

居宅介護支援 １５６人

（３）平均利用者数 一日当り 入所 ２９人、通所 ２０人

一月当り 居宅介護支援 １３人

（収益的収入及び支出）

第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

収 入

第１款 介護老人保健施設事業収益 ３２７，８９３千円

第１項 施設運営事業収益 ２１７，３４０千円

第２項 施設運営事業外収益 １１０，５５２千円

第３項 特別利益 １千円

支 出

第１款 介護老人保健施設事業費用 ３５６，８４８千円

第１項 施設運営事業費用 ３５１，１４１千円

第２項 施設運営事業外費用 ５，４０７千円

第３項 特別損失 ２００千円

第４項 予備費 １００千円

（資本的収入及び支出）

第４条 資本的支出の予定額は、次のとおりと定める。

（資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額１９，９５０千円は、過年度分

損益勘定留保資金１９，９５０千円で補てんするものとする。）

支 出
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第１款 資本的支出 １９，９５０千円

第１項 建設改良費 ６，４８１千円

第２項 企業債償還金 １３，４６９千円

（債務負担行為）

第５条 債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額は、次のとおりと

定める。

事 項 期 間 限度額

寝具等賃借業務 令和５年度 １，４３０千円

給食業務委託 令和５年度 ２０，９８８千円

（一時借入金）

第６条 一時借入金の限度額は、２０，０００千円と定める。

（予定支出の各項の経費の金額の流用）

第７条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおり

と定める。

（１）施設運営事業費用

（２）施設運営事業外費用

（３）特別損失

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第８条 次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に

流用し、又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を

経なければならない。

（１）職員給与費 ２５９，３０９千円

（他会計からの補助金）

第９条 公営企業の経営健全化に資するため一般会計からこの会計へ補助を受ける

金額は、９６，０００千円である。

（たな卸資産購入限度額）

第１０条 たな卸資産の購入限度額は、１７，３６２千円と定める。

上記の議案を提出する。

令和４年２月１７日

甲賀市長 岩 永 裕 貴
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第１款 資本的支出 １９，９５０千円

第１項 建設改良費 ６，４８１千円

第２項 企業債償還金 １３，４６９千円

（債務負担行為）

第５条 債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額は、次のとおりと

定める。

事 項 期 間 限度額

寝具等賃借業務 令和５年度 １，４３０千円

給食業務委託 令和５年度 ２０，９８８千円

（一時借入金）

第６条 一時借入金の限度額は、２０，０００千円と定める。

（予定支出の各項の経費の金額の流用）

第７条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおり

と定める。

（１）施設運営事業費用

（２）施設運営事業外費用

（３）特別損失

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第８条 次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に

流用し、又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を

経なければならない。

（１）職員給与費 ２５９，３０９千円

（他会計からの補助金）

第９条 公営企業の経営健全化に資するため一般会計からこの会計へ補助を受ける

金額は、９６，０００千円である。

（たな卸資産購入限度額）

第１０条 たな卸資産の購入限度額は、１７，３６２千円と定める。

上記の議案を提出する。

令和４年２月１７日

甲賀市長 岩 永 裕 貴

収益的収入及び支出

収　入 （単位：千円）

予　定　額 備　　考

介護老人保健施設
事 業 収 益

施 設 運 営 事 業
収 益

入 所 事 業 収 益

居 宅 事 業 収 益

居 宅 介 護 支 援
事 業 収 益

その他事業収益

施設運営事業外
収 益

受 取 利 息
及 び 配 当 金

他 会 計 補 助 金

他 会 計 負 担 金

長期前受金戻入

そ の 他
事 業 外 収 益

特 別 利 益

過 年 度 損 益
修 正 益

款 項 目

令和４年度甲賀市介護老人保健施設事業会計予算実施計画
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支　出 （単位：千円）

予　定　額 備　　　考

介護老人保健施設
事 業 費 用

施 設 運 営 事 業
費 用

給 与 費

材 料 費

経 費

減 価 償 却 費

資 産 減 耗 費

研 究 研 修 費

施設運営事業外
費 用

支 払 利 息 及 び
企業債取扱諸費

雑 支 出

特 別 損 失

過 年 度 損 益
修 正 損

予 備 費

予 備 費

款 項 目

－ 246 －



資本的収入及び支出

支　出 （単位：千円）

予　定　額 備　　　考

資 本 的 支 出

建 設 改 良 費

改 良 事 業 費

企 業 債 償 還 金

企 業 債 償 還 金

款 項 目
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収益的収入及び支出

収  入

施設運営事業収益

入 所 事 業 収 益

居 宅 事 業 収 益

居宅介護支援事業
収 益

そ の 他 事 業 収 益

施 設 運 営 事 業 外

収 益

受 取 利 息 及 び
配 当 金

他 会 計 補 助 金

他 会 計 負 担 金

長 期 前 受 金 戻 入

その他事業外収益

特 別 利 益

過年度損益修正益

     　令和４年度甲賀市介護老人保健施設事業会計予算実施計画明細書

款 項 目 本　年　度

介護老人保健施設
事 業 収 益
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区　　　分 金　　　額

入 所 収 益

通 所 収 益

居 宅 介 護 支 援
事 業 収 益

その他事業収益

預 金 利 息

他 会 計 補 助 金

他 会 計 負 担 金

国 庫 補 助
長期前受金戻入

県 補 助
長期前受金戻入

そ の 他
事 業 外 収 益

過 年 度 損 益
修 正 益

（単位：千円）

節
説　　　　　　　　　　　　　　明

一日当り入所数 ２９人

一日当り通所数 ２０人

過年度損益修正益

診療所事業会計負担金

償却資産に対する補助金減価償却見合い分収益化

在宅医療推進事業、介護予防サービス計画受託、財産貸付
収益等

償却資産に対する補助金減価償却見合い分収益化

一般会計補助金

一月当り利用数 １３人

個室料、食費、居住費等

普通預金、定期預金
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支　出

施設運営事業費用

給 与 費

材 料 費

経 費

介護老人保健施設
事 業 費 用

款 項 目 本　年　度
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区　　　分 金　　　額

報 酬

給 料

手 当

賞 与 引 当 金
繰 入 額

法 定 福 利 費

薬 品 費

施 設 材 料 費

給 食 材 料 費

施設消耗備品費

報 償 費

旅 費

消 耗 品 費

消 耗 備 品 費

光 熱 水 費

燃 料 費

食 糧 費

印 刷 製 本 費

修 繕 費

会計年度任用職員（パートタイム）１０人

通勤手当、扶養手当、期末手当、勤勉手当等

次年度支給期末手当、次年度支給勤勉手当、次年度支払法
定福利費

節
説　　　　　　　　　　　　　　明

職員２２人　会計年度任用職員（フルタイム）１４人

共済組合等負担金、社会保険料等

薬品

紙おむつ、手袋等

給食材料

施設用消耗備品

甲賀市地域医療審議会部会委員　６人

事務管理等消耗品

電気、水道、下水道

ガソリン等

予算書、決算書、伝票等

機器、車両、施設修繕

施設管理等消耗備品

お茶

（単位：千円）

職員普通旅費、費用弁償
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款 項 目 本　年　度

減 価 償 却 費

資 産 減 耗 費

研 究 研 修 費

施設運営事業外費用

支 払 利 息 及 び
企 業 債 取 扱 諸 費

雑 支 出

特 別 損 失

過年度損益修正損

予 備 費

予 備 費
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区　　　分 金　　　額

節
説　　　　　　　　　　　　　　明

保 険 料

賃 借 料

通 信 運 搬 費

委 託 料

手 数 料

諸 会 費

雑 費

建物減価償却費

器 械 備 品
減 価 償 却 費

た な 卸 資 産
減 耗 費

固定資産除却費

図 書 費

旅 費

研 修 費

企 業 債 利 息

一時借入金利息

雑 支 出

過 年 度 損 益
修 正 損

予 備 費

機器等除却分

施設賠償保険料、建物保険料、車両保険料

医療寝具等賃借料等

電話料、郵送料

給食業務委託、調剤業務委託、施設維持管理保守業務委託
等

各種検査手数料、公用車車検代行手数料等

他会計人件費負担金、公用車重量税

介護サービス事業者協議会費等

介護研修旅費

研修負担金

過年度損益修正損

建物

器械備品

貯蔵品破損分

企業債借入利息

一時借入金利息

雑支出

医学図書
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資本的収入及び支出

支　出

建 設 改 良 費

改 良 事 業 費

企 業 債 償 還 金

企 業 債 償 還 金

資 本 的 支 出

款 項 目 本　年　度
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区　　　分 金　　　額

建 物

器 具 及 び 備 品

償 還 元 金

（単位：千円）

企業債償還元金

節
説　　　　　　　　　　　　　　明

空調設備修繕工事

老健システム購入
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令和４年度甲賀市介護老人保健施設事業予定キャッシュ・フロー計算書

(令和４年４月１日から令和５年３月３１日まで)

(単位：円)

Ⅰ　業務活動によるキャッシュ・フロー

　　　当年度純損失 △29,556,181

　　　減価償却費

　　　固定資産除却費

　　　賞与引当金等の増減額（△は減少）

　　　長期前受金戻入額 △829,000

　　　受取利息及び配当金 △40,000

　　　支払利息及び企業債取扱諸費

　　  事業及び事業外未収金増減額（△は増加） △1,503,132

　　　事業及び事業外未払金増減額（△は減少） △83,150

　　小計 △7,498,463

　　　受取利息及び配当金

　　　支払利息及び企業債取扱諸費 △5,406,000

　　業務活動によるキャッシュ・フロー △12,864,463

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー

　　　有形固定資産の取得による支出 △5,891,819

　　投資活動によるキャッシュ・フロー △5,891,819

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー

　　　建設改良費等の財源に充てるための企業債償還による支出 △13,469,000

　　財務活動によるキャッシュ・フロー △13,469,000

Ⅳ　資金減少額 △32,225,282

Ⅴ　資金期首残高

Ⅵ　資金期末残高

－ 256 －



－ 257 －



１　総　括

特別職 一般職 報　酬 給　料 手　当

（人） （人） （千円） （千円） （千円）

(△3)
△ 3,400

注　職員数（　)内は、短時間勤務職員及び会計年度任用職員であって、一週間当たりの

　　短い職員数外書き

扶養手当 地域手当 住居手当 通勤手当

（千円） （千円） （千円） （千円）

職員数

区　　分

比　  　較

比　　　較

手当の
内  訳

給　　　与　　　費　　　明　　　細　　　書

本　年　度

給　　　　与　　　　費

区　　分

本　年　度

前　年　度

前　年　度
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計

（千円） （千円） （千円）

特殊勤務
手    当

時間外勤務
手      当

宿日直手当 管理職手当 期末手当 勤勉手当
夜間勤務
手　　当

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

給　　　与　　　費　　　明　　　細　　　書

合　計
　

給　　　　与　　　　費
法定福利費

通常の勤務時間が常時勤務を要する職を占める職員の一週間当たりの通常の勤務時間に比し
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ア　会計年度任用職員以外の職員

職員数

一般職 給　　料 手　　当 計

（人） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

注　職員数（　)内は、短時間勤務職員数外書き

扶養手当 地域手当 住居手当 通勤手当
特殊勤務
手    当

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

イ　会計年度任用職員

職員数

一般職 報　　酬 給　　料 手　　当 計

（人） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

(△3)
△ 3,400

注　職員数（　)内は、一週間当たりの通常の勤務時間が常時勤務を要する職を占める職員の

地域手当 通勤手当
特殊勤務
手    当

時間外勤務
手      当

宿日直
手　当

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

△ 207

手当の
内  訳

本　　年　　度

前　　年　　度

比　      　較

区　　分

本　年　度

前　年　度

比　  　較

区　　分
法定福利費 合　　計

給　　 　 　　与　　　　  　費

給　　 　 　　与　　　　  　費
法定福利費

前　　年　　度

比　      　較

本　　年　　度

区　　分

手当の
内  訳

区　　分

本　年　度

前　年　度

比　  　較
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時間外勤務
手      当

宿日直
手　当

管理職
手　当

期末手当 勤勉手当
夜間勤務
手　　当

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

△ 173

（千円）

　

一週間当たりの通常の勤務時間に比し短い職員数外書き

期末手当
夜間勤務
手　　当

（千円） （千円）

備　　　　考

合　　計
備　　　　考
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２  給料及び手当の増減額の明細

区　分
増減額

（千円）
備　　考

その他の増
減分

職員の異動等による

期末手当 △ 1,142

扶養手当

地域手当

住居手当

通勤手当

特殊勤務手当

時間外手当

宿日直手当

管理職手当

期末手当

勤勉手当

給　料

平均昇給率　1.02％
1月昇給期 　  17人

制度改正に
伴う増減分

△ 1,142

手  当

職員の異動等による
その他の増
減分

増減事由別内訳
（千円）

説　　明

昇給に伴う
増加分

定期昇給
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３　給料及び手当の状況

（１）　職員１人当たり給与

医療技術職 保健看護職 行　政　職

（円）

（円）

（歳）

（円）

（円）

（歳）

（２）　初任給

（円） （円）

医療技術職 行　政　職

（円） （円）

行　政　職

（円）

保健看護職

一　般　会　計　の　制　度

平均給与月額

平 均 年 齢

平均給料月額

区　　　　　　　　　　分

医療技術職

令和３年１月１日現在

令和４年１月１日現在

区　      分

平均給料月額

平均給与月額

平 均 年 齢

保健看護職

（円）

大　　学　　卒

区　      分

高　　校　　卒

高　　校　　卒

大　　学　　卒
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（３）　級別職員数

（1）

（1）

注　（　）内は短時間勤務職員数外書き

（級別の基準となる職務）

事務長補佐 係長 主査
介護福祉士

主事
介護福祉士

主事

院長
副院長

医長 副医長

係長
主査

栄養士
技師

理学療法士
作業療法士

栄養士
技師

理学療法士
作業療法士

栄養士
技師

理学療法士
作業療法士

係長
看護師

准看護師
看護師

准看護師
看護師

准看護師

医員

看護介護部長
看護介護補佐

１級

医療技術職
医療技術部長

技師長

保健看護職

行　政　職 事務次長
部長
事務長

１級

７級

１級

２級

　

７級

　 院長

計

２級

５級

６級

区　　　分

医　療　職

４級

３級

６級 ５級 ３級

４級

７級

１級

２級

３級

４級

５級

２級

計

６級

１級

２級

４級

３級

１級１級

４級 ４級

３級３級

計

２級 ２級

計

５級 ５級

職員数
構成比

（％）

令和３年１月１日現在
３級

４級

５級

計

医療技術職

級
構成比

（％）
職員数

区　　分

保健看護職

計

行　政　職

級 職員数
構成比

（％）
級 職員数

構成比

（％）

５級

令和４年１月１日現在

区　　分
級

１級

２級

医　療　職

令和４年１月１日現在

令和３年１月１日現在

計

５級

４級

計

３級

１級

２級

５級

４級

３級
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（４）　特殊勤務手当

（５）　期末手当・勤勉手当

注　（　）内は、再任用職員の率

（６）　定年退職及び応募認定退職に係る退職手当

（７）　その他の手当

（1.175）

備　考区　分

支給期別支給率
職制上の段階、
職務の級等によ
る加算措置

有

６月 １２月
支給率計

（月分） （月分） （月分）

本 年 度

有

その他の
加算措置等

有

（2.350）（1.175）

（月分） （月分）

（1.125） （2.250）
一般会計の制度

勤続の者

前 年 度

一般会計の制度
（支給率等）

区　分

（1.125）

支給率等

勤続の者 勤続の者

区　　　　　　分 一般会計の制度との異同

備　考

３５年

差　異　の　内　容

２５年
最高限度

２０年

（月分） （月分）

扶　　養　　手　　当 同　　　じ

住　　居　　手　　当 同　　　じ

通　　勤　　手　　当 同　　　じ

地　　域　　手　　当 同　　　じ

区　　　　　　　分

　給料総額に対する比率（％）

　支給対象職員の比率（％）

　（令和４年１月１日現在）

　支給対象職員１人当たり

　平均支給月額  （ 円 ）

　代表的な特殊勤務手当の名称

代表的な職種

夜間看護等手当　危険作業手当　年末年始勤務手当

保健看護職 行　政　職
全職種

医療技術職
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債務負担行為に関する調書

事 項
限度
額

前年度末までの支払義
務発生（見込）額

当該年度以降の支払義務
発生予定額 左の財源内訳

期間 金額 期間 金額
国庫
補助金

企業債
その
他

寝具等賃借業務

千円 千円

令和 年度

千円 千円

給食業務委託 令和 年度
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債務負担行為に関する調書

事 項
限度
額

前年度末までの支払義
務発生（見込）額

当該年度以降の支払義務
発生予定額 左の財源内訳

期間 金額 期間 金額
国庫
補助金

企業債
その
他

寝具等賃借業務

千円 千円

令和 年度

千円 千円

給食業務委託 令和 年度
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（単位：円）

１.固定資産

有形固定資産

イ

ロ

△ 218,041,571

ハ

△ 12,127,960

ニ

△ 9,699,620

ホ

２.流動資産

有形固定資産合計

令和４年度甲賀市介護老人保健施設事業予定貸借対照表

（令和５年３月３１日）

資　産　の　部

土地

建物

減価償却累計額

器械備品

減価償却累計額

車両

減価償却累計額

建設仮勘定

固定資産合計

現金預金

未収金

貸倒引当金

貯蔵品

流動資産合計

資産合計
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３.固定負債

イ

４.流動負債

イ

イ

５.繰延収益

△ 17,385,426

６.資本金

７.剰余金

イ

ロ

ハ

資本剰余金合計

イ

ロ
ハ

利益剰余金合計 △ 190,044

△ 190,044

建設改良費等の財源に充
てるための企業債

負　債　の　部

企業債

流動負債合計

企業債合計

固定負債合計

一時借入金
企業債

建設改良費等の財源に充
てるための企業債

企業債合計

未払金

預り金

引当金

賞与引当金

引当金合計

利益剰余金

長期前受金
収益化累計額

繰延収益合計

負債合計

資　本　の　部

自己資本金

資本金合計

資本剰余金

受贈財産評価額

補助金

その他

減債積立金
利益積立金

当年度未処理欠損金

剰余金合計

資本合計

負債資本合計
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注 記

１ 重要な会計方針に係る事項に関する注記

（１）たな卸資産の評価基準及び評価方法

貯蔵品 先入先出法による原価法

（２）固定資産の減価償却の方法

ア 有形固定資産（リース資産を除く）

定額法

・主な耐用年数

建物 １０年～３９年

器械備品 ２年～１５年

車両 ５年

（３）引当金の計上方法

ア 退職給付引当金

職員の退職手当は、「退職手当負担に関する覚書」に基づき、一般会計が

その全部を負担することになっているため、退職給付引当金は計上していな

い。

イ 賞与引当金

職員の期末手当及び勤勉手当の支給及びこれに係る法定福利費の支払に備

えるため、当事業年度末における支給見込額に基づき、当事業年度の負担に

属する額を計上している。

（４）重要なリース取引の処理方法

所有権移転外ファイナンス･リース取引については、通常の賃貸借取引に係

る方法に準じた会計処理によっている。

（５）消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は免税のため税込方式によっている。

２ 予定貸借対照表等に関する注記

（１）企業債の償還に係る他会計の負担

予定貸借対照表に計上されている企業債（当事業年度の末日の翌日から起算

して１年以内に償還予定のものも含む）のうち、一般会計等が負担すると見込
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注 記

１ 重要な会計方針に係る事項に関する注記

（１）たな卸資産の評価基準及び評価方法

貯蔵品 先入先出法による原価法

（２）固定資産の減価償却の方法

ア 有形固定資産（リース資産を除く）

定額法

・主な耐用年数

建物 １０年～３９年

器械備品 ２年～１５年

車両 ５年

（３）引当金の計上方法

ア 退職給付引当金

職員の退職手当は、「退職手当負担に関する覚書」に基づき、一般会計が

その全部を負担することになっているため、退職給付引当金は計上していな

い。

イ 賞与引当金

職員の期末手当及び勤勉手当の支給及びこれに係る法定福利費の支払に備

えるため、当事業年度末における支給見込額に基づき、当事業年度の負担に

属する額を計上している。

（４）重要なリース取引の処理方法

所有権移転外ファイナンス･リース取引については、通常の賃貸借取引に係

る方法に準じた会計処理によっている。

（５）消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は免税のため税込方式によっている。

２ 予定貸借対照表等に関する注記

（１）企業債の償還に係る他会計の負担

予定貸借対照表に計上されている企業債（当事業年度の末日の翌日から起算

して１年以内に償還予定のものも含む）のうち、一般会計等が負担すると見込

まれる額は０円である。

３ セグメント情報に関する注記

報告セグメントが介護老人保健施設事業の単一セグメントのため、記載を省略

している。  

 

４ その他

（１）賞与引当金の取り崩し

当年度において、期末手当及び勤勉手当の支給及びこれに係る法定福利費の

支払として、賞与引当金１３，２１９千円を取り崩す。

－ 271 －



　　　　　　（令和３年４月１日から令和４年３月３１日まで）
（単位：円）

１．施設運営事業収益

（１）入所事業収益
（２）居宅事業収益
（３）居宅介護支援事業収益
（４）その他事業収益

２．施設運営事業費用

（１）給与費
（２）材料費
（３）経費
（４）減価償却費
（５）資産減耗費
（６）研究研修費

施 設 運 営 事 業 損 失

３．施設運営事業外収益

（１）受取利息及び配当金
（２）他会計補助金
（３）他会計負担金
（４）長期前受金戻入
（５）その他事業外収益

４．施設運営事業外費用

（１）支払利息及び企業債取扱諸費
（２）雑支出

経 常 損 失

５．特別利益

（１）過年度損益修正益

６．特別損失

（１）過年度損益修正損 △ 2,308,164

当 年 度 純 損 失

前 年 度 繰 越 欠 損 金

当 年 度 未 処 理 欠 損 金

令和３年度　 甲賀市介護老人保健施設事業予定損益計算書
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（単位：円）

１.固定資産

有形固定資産

イ

ロ

△ 199,859,571

ハ

△ 11,745,960

ニ

△ 9,699,620

ホ

２.流動資産

有形固定資産合計

令和３年度甲賀市介護老人保健施設事業予定貸借対照表

（令和４年３月３１日）

資　産　の　部

土地

建物

減価償却累計額

器械備品

減価償却累計額

車両

減価償却累計額

建設仮勘定

固定資産合計

現金預金

未収金

貸倒引当金

貯蔵品

流動資産合計

資産合計
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３.固定負債

イ

４.流動負債

イ

イ

５.繰延収益

△ 16,556,426

６.資本金

７.剰余金

イ

ロ

ハ

資本剰余金合計

イ

ロ
ハ

利益剰余金合計

建設改良費等の財源に充
てるための企業債

負　債　の　部

企業債

流動負債合計

企業債合計

固定負債合計

一時借入金
企業債

建設改良費等の財源に充
てるための企業債

企業債合計

未払金

預り金

引当金

賞与引当金

引当金合計

利益剰余金

長期前受金
収益化累計額

繰延収益合計

負債合計

資　本　の　部

自己資本金

資本金合計

資本剰余金

受贈財産評価額

補助金

その他

減債積立金
利益積立金

当年度未処理欠損金

剰余金合計

資本合計

負債資本合計
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注 記

１ 重要な会計方針に係る事項に関する注記

（１）たな卸資産の評価基準及び評価方法

貯蔵品 先入先出法による原価法

（２）固定資産の減価償却の方法

ア 有形固定資産（リース資産を除く）

定額法

・主な耐用年数

建物 １０年～３９年

器械備品 ２年～１５年

車両 ５年

（３）引当金の計上方法

ア 退職給付引当金

職員の退職手当は、「退職手当負担に関する覚書」に基づき、一般会計が

その全部を負担することになっているため、退職給付引当金は計上していな

い。

イ 賞与引当金

職員の期末手当及び勤勉手当の支給及びこれに係る法定福利費の支払に備

えるため、当事業年度末における支給見込額に基づき、当事業年度の負担に

属する額を計上している。

（４）重要なリース取引の処理方法

所有権移転外ファイナンス･リース取引については、通常の賃貸借取引に係

る方法に準じた会計処理によっている。

（５）消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は免税のため税込方式によっている。

２ 予定貸借対照表等に関する注記

（１）企業債の償還に係る他会計の負担

予定貸借対照表に計上されている企業債（当事業年度の末日の翌日から起算

して１年以内に償還予定のものも含む）のうち、一般会計等が負担すると見込
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注 記

１ 重要な会計方針に係る事項に関する注記

（１）たな卸資産の評価基準及び評価方法

貯蔵品 先入先出法による原価法

（２）固定資産の減価償却の方法

ア 有形固定資産（リース資産を除く）

定額法

・主な耐用年数

建物 １０年～３９年

器械備品 ２年～１５年

車両 ５年

（３）引当金の計上方法

ア 退職給付引当金

職員の退職手当は、「退職手当負担に関する覚書」に基づき、一般会計が

その全部を負担することになっているため、退職給付引当金は計上していな

い。

イ 賞与引当金

職員の期末手当及び勤勉手当の支給及びこれに係る法定福利費の支払に備

えるため、当事業年度末における支給見込額に基づき、当事業年度の負担に

属する額を計上している。

（４）重要なリース取引の処理方法

所有権移転外ファイナンス･リース取引については、通常の賃貸借取引に係

る方法に準じた会計処理によっている。

（５）消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は免税のため税込方式によっている。

２ 予定貸借対照表等に関する注記

（１）企業債の償還に係る他会計の負担

予定貸借対照表に計上されている企業債（当事業年度の末日の翌日から起算

して１年以内に償還予定のものも含む）のうち、一般会計等が負担すると見込

まれる額は０円である。

３ セグメント情報に関する注記

報告セグメントが介護老人保健施設事業の単一セグメントのため、記載を省略

している。  

 

４ その他

（１）賞与引当金の取り崩し

当年度において、期末手当及び勤勉手当の支給及びこれに係る法定福利費の

支払として、賞与引当金１３，１７８千円を取り崩す。
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　 甲 賀 市 下 水 道 事 業 会 計 　





議案第１０号

令和４年度甲賀市下水道事業会計予算

（総則）

第１条 令和４年度甲賀市下水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。

（業務の予定量）

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。

（１）排 水 戸 数 ２８，４００戸

（２）年 間 総 排 水 量 １１，８００，０００㎥

（３）一 日 平 均 排 水 量 ３２，０００㎥

（収益的収入及び支出）

第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

収 入

第１款 公 共 下 水 道 事 業 収 益 ３，０２６，４８９千円

第１項 汚水処理事業収益 １，５２６，８３９千円

第２項 浸水対策事業収益 ４３，６８４千円

第３項 受 託 工 事 収 益 １０，１００千円

第５項 そ の 他 営 業 収 益 ５，４３０千円

第６項 営 業 外 収 益 １，４４０，４３５千円

第７項 特 別 利 益 １千円

第２款 農 業 集 落 排 水 事 業 収 益 ５９０，４６１千円

第１項 汚水処理事業収益 １０５，５１７千円

第５項 そ の 他 営 業 収 益 ９４０千円

第６項 営 業 外 収 益 ４８４，００３千円

第７項 特 別 利 益 １千円

支 出

第１款 公 共 下 水 道 事 業 費 用 ２，９９４，５４０千円

第１項 汚水処理事業費用 ２，４６６，２７２千円

第２項 浸水対策事業費用 １３７，０５１千円

第３項 受 託 工 事 費 用 １０，１００千円

第５項 営 業 外 費 用 ３７５，１１７千円
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第６項 特 別 損 失 １，０００千円

第７項 予 備 費 ５，０００千円

第２款 農 業 集 落 排 水 事 業 費 用 ６２２，４１０千円

第１項 汚水処理事業費用 ５８０，５２２千円

第５項 営 業 外 費 用 ３６，６８８千円

第６項 特 別 損 失 ２００千円

第７項 予 備 費 ５，０００千円

（資本的収入及び支出）

第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

（資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額１，２３６，００９千円は、当

年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額７２，６０１千円、過年度分損益

勘定留保資金２６，１３１千円、当年度分損益勘定留保資金１，１０３，９０８

千円、繰越利益剰余金処分額３３，３６９千円で補てんするものとする。）

収 入

第１款 公 共 下 水 道 資 本 的 収 入 １，５９６，３１５千円

第１項 企 業 債 １，０１７，５００千円

第２項 出 資 金 ２６７，７８２千円

第３項 分担金及び負担金 ２２，６３２千円

第４項 補 助 金 ２８８，４０１千円

第２款 農 業 集 落 排 水 資 本 的 収 入 １８３，７０３千円

第１項 企 業 債 ５２，９００千円

第２項 出 資 金 ９５，６８０千円

第３項 分担金及び負担金 ２３千円

第４項 補 助 金 ３５，１００千円

支 出

第１款 公 共 下 水 道 資 本 的 支 出 ２，６７５，７２１千円

第１項 建 設 改 良 費 １，０８３，３８１千円

第２項 企 業 債 償 還 金 １，５８７，３４０千円

第４項 予 備 費 ５，０００千円

第２款 農 業 集 落 排 水 資 本 的 支 出 ３４０，３０６千円
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第６項 特 別 損 失 １，０００千円

第７項 予 備 費 ５，０００千円

第２款 農 業 集 落 排 水 事 業 費 用 ６２２，４１０千円

第１項 汚水処理事業費用 ５８０，５２２千円

第５項 営 業 外 費 用 ３６，６８８千円

第６項 特 別 損 失 ２００千円

第７項 予 備 費 ５，０００千円

（資本的収入及び支出）

第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

（資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額１，２３６，００９千円は、当

年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額７２，６０１千円、過年度分損益

勘定留保資金２６，１３１千円、当年度分損益勘定留保資金１，１０３，９０８

千円、繰越利益剰余金処分額３３，３６９千円で補てんするものとする。）

収 入

第１款 公 共 下 水 道 資 本 的 収 入 １，５９６，３１５千円

第１項 企 業 債 １，０１７，５００千円

第２項 出 資 金 ２６７，７８２千円

第３項 分担金及び負担金 ２２，６３２千円

第４項 補 助 金 ２８８，４０１千円

第２款 農 業 集 落 排 水 資 本 的 収 入 １８３，７０３千円

第１項 企 業 債 ５２，９００千円

第２項 出 資 金 ９５，６８０千円

第３項 分担金及び負担金 ２３千円

第４項 補 助 金 ３５，１００千円

支 出

第１款 公 共 下 水 道 資 本 的 支 出 ２，６７５，７２１千円

第１項 建 設 改 良 費 １，０８３，３８１千円

第２項 企 業 債 償 還 金 １，５８７，３４０千円

第４項 予 備 費 ５，０００千円

第２款 農 業 集 落 排 水 資 本 的 支 出 ３４０，３０６千円

第１項 建 設 改 良 費 ９３，５６２千円

第２項 企 業 債 償 還 金 ２４６，７４４千円

（企業債）

第５条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと

定める。

起債の目的 限度額 起債の方法 利 率 償還の方法

流域下水道

事業債

千円

普通貸借

又 は

証券発行

％以内

（ただし、利

率見直し方式

で借り入れる

資 金 に つ い

て、利率の見

直しを行った

後 に お い て

は、当該見直

し後の利率）

政府資金及び地方公共

団体金融機構資金につ

いては、その融資条件に

より、銀行その他の場合

にはその債権者と協定

するものによる。ただ

し、財政の都合により据

置期間及び償還期間を

短縮し、又は繰上償還若

しくは低利に借換えす

ることができる。

下水道事業

債

計

（一時借入金）

第６条 一時借入金の限度額は、１，２００，０００千円と定める。

（予定支出の各項の経費の金額の流用）

第７条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおり

と定める。

（１）汚水処理事業費用

（２）浸水対策事業費用

（３）受託工事費用

（４）営業外費用

（５）特別損失

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第８条 次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に

流用し、又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を

経なければならない。

（１）職員給与費 １３７，１２６千円
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（他会計からの補助金）

第９条 公営企業の経営健全化に資するため一般会計からこの会計へ補助を受ける

金額は、９３９，９７６千円である。

上記の議案を提出する。

令和４年２月１７日

甲賀市長 岩 永 裕 貴
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（他会計からの補助金）

第９条 公営企業の経営健全化に資するため一般会計からこの会計へ補助を受ける

金額は、９３９，９７６千円である。

上記の議案を提出する。

令和４年２月１７日

甲賀市長 岩 永 裕 貴

収益的収入及び支出

収　入 （単位：千円）

予　定　額 備　考

公 共 下 水 道
事 業 収 益

汚水処理事業収益

施 設 使 用 料

浸水対策事業収益

雨 水 処 理 負 担 金

受 託 工 事 収 益

受 託 工 事 収 益

その他営業収益

そ の 他 営 業 収 益

営 業 外 収 益

受 取 利 息 及 び
配 当 金

他 会 計 補 助 金

県 補 助 金

長 期 前 受 金 戻 入

雑 収 益

特 別 利 益

過 年 度 損 益 修 正 益

農業集落排水
事 業 収 益

汚水処理事業収益

施 設 使 用 料

その他営業収益

そ の 他 営 業 収 益

営 業 外 収 益

他 会 計 補 助 金

長 期 前 受 金 戻 入

雑 収 益

特 別 利 益

過 年 度 損 益 修 正 益

収　　益　　的　　収　　入　　合　　計

令令和和４４年年度度甲甲賀賀市市下下水水道道事事業業会会計計予予算算実実施施計計画画

款 項 目
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支　出 （単位：千円）

予　定　額 備　考

公 共 下 水 道
事 業 費 用

汚水処理事業費用

管 渠 管 理 費

処 理 場 管 理 費

流 域 下 水 道 費

業 務 費

総 係 費

減 価 償 却 費

資 産 減 耗 費

浸水対策事業費用

減 価 償 却 費

受 託 工 事 費 用

受 託 工 事 費

営 業 外 費 用

支 払 利 息 及 び
企 業 債 取 扱 諸 費
消 費 税 及 び
地 方 消 費 税

特 別 損 失

過 年 度 損 益 修 正 損

予 備 費

予 備 費

農業集落排水
事 業 費 用

汚水処理事業費用

管 渠 管 理 費

処 理 場 管 理 費

業 務 費

総 係 費

減 価 償 却 費

資 産 減 耗 費

款 項 目
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支　出 （単位：千円）

予　定　額 備　考

公 共 下 水 道
事 業 費 用

汚水処理事業費用

管 渠 管 理 費

処 理 場 管 理 費

流 域 下 水 道 費

業 務 費

総 係 費

減 価 償 却 費

資 産 減 耗 費

浸水対策事業費用

減 価 償 却 費

受 託 工 事 費 用

受 託 工 事 費

営 業 外 費 用

支 払 利 息 及 び
企 業 債 取 扱 諸 費
消 費 税 及 び
地 方 消 費 税

特 別 損 失

過 年 度 損 益 修 正 損

予 備 費

予 備 費

農業集落排水
事 業 費 用

汚水処理事業費用

管 渠 管 理 費

処 理 場 管 理 費

業 務 費

総 係 費

減 価 償 却 費

資 産 減 耗 費

款 項 目

支　出 （単位：千円）

予　定　額 備　考

営 業 外 費 用

支 払 利 息 及 び
企 業 債 取 扱 諸 費
消 費 税 及 び
地 方 消 費 税

特 別 損 失

過 年 度 損 益 修 正 損

予 備 費

予 備 費

款 項 目

収　　益　　的　　支　　出　　合　　計
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資本的収入及び支出

収　入 （単位：千円）

予　定　額 備　考

公 共 下 水 道
資 本 的 収 入

企 業 債

企 業 債

出 資 金

出 資 金

分担金及び負担金

受 益 者 分 担 金

受 益 者 負 担 金

補 助 金

補 助 金

農業集落排水
資 本 的 収 入

企 業 債

企 業 債

出 資 金

出 資 金

分担金及び負担金

受 益 者 分 担 金

補 助 金

補 助 金

資　　本　　的　　収　　入　　合　　計

款 項 目
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資本的収入及び支出

収　入 （単位：千円）

予　定　額 備　考

公 共 下 水 道
資 本 的 収 入

企 業 債

企 業 債

出 資 金

出 資 金

分担金及び負担金

受 益 者 分 担 金

受 益 者 負 担 金

補 助 金

補 助 金

農業集落排水
資 本 的 収 入

企 業 債

企 業 債

出 資 金

出 資 金

分担金及び負担金

受 益 者 分 担 金

補 助 金

補 助 金

資　　本　　的　　収　　入　　合　　計

款 項 目

支　出 （単位：千円）

予　定　額 備　考

公 共 下 水 道
資 本 的 支 出

建 設 改 良 費

汚 水 管 渠 整 備 費

流域下水道建設負担金

分担金及び負担金事務費

浸 水 対 策 施 設 整 備 費

企 業 債 償 還 金

企 業 債 償 還 金

予 備 費

予 備 費

農業集落排水
資 本 的 支 出

建 設 改 良 費

汚 水 管 渠 整 備 費

処 理 場 整 備 費

分担金及び負担金事務費

企 業 債 償 還 金

企 業 債 償 還 金

資　　本　　的　　支　　出　　合　　計

款 項 目
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収益的収入及び支出

収　入

汚水処理事業収益

施 設 使 用 料

浸水対策事業収益

雨 水 処 理 負 担 金

受 託 工 事 収 益

受 託 工 事 収 益

そ の 他 営 業 収 益

そ の 他 営 業 収 益

営 業 外 収 益

受 取 利 息 及 び
配 当 金

他 会 計 補 助 金

県 補 助 金

長 期 前 受 金 戻 入

雑 収 益

特 別 利 益

過年度損益修正益

項

令令和和４４年年度度甲甲賀賀市市下下水水道道事事業業会会計計予予算算明明細細書書

公 共 下 水 道 事 業 収 益

款 目 本　年　度
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収益的収入及び支出

収　入

汚水処理事業収益

施 設 使 用 料

浸水対策事業収益

雨 水 処 理 負 担 金

受 託 工 事 収 益

受 託 工 事 収 益

そ の 他 営 業 収 益

そ の 他 営 業 収 益

営 業 外 収 益

受 取 利 息 及 び
配 当 金

他 会 計 補 助 金

県 補 助 金

長 期 前 受 金 戻 入

雑 収 益

特 別 利 益

過年度損益修正益

項

令令和和４４年年度度甲甲賀賀市市下下水水道道事事業業会会計計予予算算明明細細書書

公 共 下 水 道 事 業 収 益

款 目 本　年　度

（単位：千円）

区　　　分 金　　　額

施 設 使 用 料 基本使用料、汚水従量使用料

雨 水 処 理 負 担 金 雨水処理に係る一般会計負担金

受 託 工 事 収 益 受託工事負担金

手 数 料 指定工事店登録手数料、督促手数料

貸 付 金 元 利 収 入 排水設備設置資金融資預託返戻金

預 金 利 息 定期預金、普通預金

一 般 会 計 補 助 金 汚水処理等に係る一般会計補助金

県 補 助 金 高度処理施設維持管理補助金

長 期 前 受 金 戻 入
（ 国 庫 補 助 金 ）

国庫補助金に係る減価償却見合い分収益化

長 期 前 受 金 戻 入
（ 県 補 助 金 ）

県補助金に係る減価償却見合い分収益化

長 期 前 受 金 戻 入
（ 受 益 者 分 担 金
及 び 負 担 金 ）

受益者分担金及び負担金に係る減価償却見合い分収益化

長 期 前 受 金 戻 入
（ 受 贈 財 産 ）

受贈財産に係る減価償却見合い分収益化

延 滞 金

そ の 他 雑 収 益 お客様センターコピー代等

過年度損益修正益

節
説　　　　　　　　　　　　　　明
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項款 目 本　年　度

汚水処理事業収益

施 設 使 用 料

そ の 他 営 業 収 益

そ の 他 営 業 収 益

営 業 外 収 益

他 会 計 補 助 金

長 期 前 受 金 戻 入

雑 収 益

特 別 利 益

過年度損益修正益

収　　益　　的　　収　　入　　合　　計

農業集落排水事業収益

－ 290 －



項款 目 本　年　度

汚水処理事業収益

施 設 使 用 料

そ の 他 営 業 収 益

そ の 他 営 業 収 益

営 業 外 収 益

他 会 計 補 助 金

長 期 前 受 金 戻 入

雑 収 益

特 別 利 益

過年度損益修正益

収　　益　　的　　収　　入　　合　　計

農業集落排水事業収益

区　　　分 金　　　額

節
説　　　　　　　　　　　　　　明

施 設 使 用 料 基本使用料、汚水従量使用料

手 数 料 督促手数料

貸 付 金 元 利 収 入 排水設備設置資金融資預託返戻金

一 般 会 計 補 助 金 汚水処理等に係る一般会計補助金

長 期 前 受 金 戻 入
（ 国 庫 補 助 金 ）

国庫補助金に係る減価償却見合い分収益化

長 期 前 受 金 戻 入
（ 県 補 助 金 ）

県補助金に係る減価償却見合い分収益化

長 期 前 受 金 戻 入
（ 受 益 者 分 担 金
及 び 負 担 金 ）

工事分担金に係る減価償却見合い分収益化

長 期 前 受 金 戻 入
（ 受 贈 財 産 ）

受贈財産に係る減価償却見合い分収益化

そ の 他 雑 収 益 行政財産使用料

過年度損益修正益
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支　出

汚水処理事業費用

管 渠 管 理 費

処 理 場 管 理 費

公 共 下 水 道 事 業 費 用

款 目 本　年　度項
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支　出

汚水処理事業費用

管 渠 管 理 費

処 理 場 管 理 費

公 共 下 水 道 事 業 費 用

款 目 本　年　度項

（単位：千円）

区　　　分 金　　　額

給 料 職員２人

手 当 職員手当

賞 与 引 当 金 繰 入 令和５年６月期末勤勉手当分

法 定 福 利 費 共済組合負担金等

旅 費 普通旅費

備 消 品 費 コピー代、施設管理用消耗品等

燃 料 費 公用車用、草刈機用

光 熱 水 費 ポンプ場水道代

通 信 運 搬 費 マンホールポンプ通信料、遠隔監視システム利用料等

委 託 料 水質検査業務、下水道施設維持管理業務等

手 数 料 マンホールポンプ点検等

賃 借 料 マンホールポンプ制御盤等用地借地料

修 繕 費 管路、人孔、マンホールポンプ等

動 力 費 マンホールポンプ電気代

旅 費 普通旅費

備 消 品 費 施設管理用消耗品等

燃 料 費 自家発電用、草刈機用等

光 熱 水 費 処理場水道代、ガス代

通 信 運 搬 費 処理場電話代、処理場音声放送等通信代

委 託 料 水質検査業務、処理場維持管理業務等

手 数 料 汚泥処分、消防設備点検

修 繕 費 処理場機械設備、電気設備等

動 力 費 処理場電気代

薬 品 費 汚水処理関係薬剤等

節
説　　　　　　　　　　　　　　明
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款 目 本　年　度項

流 域 下 水 道 費

業 務 費

総 係 費
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款 目 本　年　度項

流 域 下 水 道 費

業 務 費

総 係 費

区　　　分 金　　　額

節
説　　　　　　　　　　　　　　明

会 費 負 担 金 流域下水道維持管理負担金

給 料 職員３人

手 当 職員手当

賞 与 引 当 金 繰 入 令和５年６月期末勤勉手当分

法 定 福 利 費 共済組合負担金等

旅 費 普通旅費

備 消 品 費 コピー代、一般事務用品等

印 刷 製 本 費 封筒等

通 信 運 搬 費 郵送料

委 託 料 料金システム改修

手 数 料 金融機関等取扱手数料等

会 費 負 担 金 上下水道料金等関連業務委託負担金

報 酬 下水道審議会委員１４人

給 料 職員７人

手 当 職員手当

賞 与 引 当 金 繰 入 令和５年６月期末勤勉手当分

法 定 福 利 費 共済組合負担金等

旅 費 費用弁償等

備 消 品 費 コピー代、一般事務用品等

光 熱 水 費 庁舎電気代等

食 糧 費 下水道審議会用お茶

印 刷 製 本 費 予算書、決算書、銀行用収納済通知書

通 信 運 搬 費 郵送料、電話代

委 託 料
宅内排水設備工事検査、下水道台帳更新、下水道施設維
持管理適正化検討業務、料金管理・企業会計システム保
守等

手 数 料 残高証明手数料、公用車車検手数料等

修 繕 費 公用車修繕等

補 償 費
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款 目 本　年　度項

減 価 償 却 費

資 産 減 耗 費

浸水対策事業費用

減 価 償 却 費

受 託 工 事 費 用

受 託 工 事 費

営 業 外 費 用

支 払 利 息 及 び
企 業 債 取 扱 諸 費

消 費 税 及 び
地 方 消 費 税

特 別 損 失

過年度損益修正損

予 備 費

予 備 費

汚水処理事業費用

管 渠 管 理 費

農業集落排水事業費用
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款 目 本　年　度項

減 価 償 却 費

資 産 減 耗 費

浸水対策事業費用

減 価 償 却 費

受 託 工 事 費 用

受 託 工 事 費

営 業 外 費 用

支 払 利 息 及 び
企 業 債 取 扱 諸 費

消 費 税 及 び
地 方 消 費 税

特 別 損 失

過年度損益修正損

予 備 費

予 備 費

汚水処理事業費用

管 渠 管 理 費

農業集落排水事業費用

区　　　分 金　　　額

節
説　　　　　　　　　　　　　　明

会 費 負 担 金 日本下水道協会会費、土木積算システム利用負担金等

補 助 金 排水設備設置資金融資あっせん利子補給補助等

貸 付 金 排水設備設置資金融資預託

保 険 料 公用車自賠責・損害保険等

雑 費 公用車重量税

貸 倒 損 失 現年度不納欠損分

有 形 固 定 資 産
減 価 償 却 費

建物、構築物、機械及び装置、車両及び運搬具、工具、
器具及び備品

無 形 固 定 資 産
減 価 償 却 費

流域下水道施設利用権

固 定 資 産 除 却 費 機械及び装置

有 形 固 定 資 産
減 価 償 却 費

構築物

工 事 費 道路管理者受託分

企 業 債 利 息 借入利息

一 時 借 入 金 利 息

消 費 税 及 び
地 方 消 費 税

過年度損益修正損 過年度漏水減免

予 備 費

備 消 品 費 施設管理用消耗品等

燃 料 費 公用車用

通 信 運 搬 費 遠隔監視システム利用料

委 託 料 下水道施設維持管理業務等
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款 目 本　年　度項

処 理 場 管 理 費

業 務 費

総 係 費
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款 目 本　年　度項

処 理 場 管 理 費

業 務 費

総 係 費

区　　　分 金　　　額

節
説　　　　　　　　　　　　　　明

手 数 料 マンホールポンプ点検等

賃 借 料 管渠用地借地料

修 繕 費 管路、人孔、マンホールポンプ等

動 力 費 マンホールポンプ電気代

給 料 職員１人

手 当 職員手当

賞 与 引 当 金 繰 入 令和５年６月期末勤勉手当分

法 定 福 利 費 共済組合負担金等

旅 費 普通旅費

備 消 品 費 コピー代、施設管理用消耗品等

光 熱 水 費 処理場水道代

通 信 運 搬 費 処理場電話代、遠隔監視システム利用料

委 託 料 水質検査業務、処理場維持管理業務等

手 数 料 浄化槽法定検査、汚泥引抜等

修 繕 費 処理場機械設備、電気設備等

動 力 費 処理場電気代

薬 品 費 汚水処理関係薬剤等

会 費 負 担 金 研修負担金

備 消 品 費 コピー代等

印 刷 製 本 費 封筒等

通 信 運 搬 費 郵送料

委 託 料 料金システム改修

手 数 料 金融機関等取扱手数料等

会 費 負 担 金 上下水道料金等関連業務委託負担金

備 消 品 費 コピー代等

通 信 運 搬 費 郵送料

委 託 料 料金管理・企業会計システム保守等

手 数 料 金融機関等取扱手数料等
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款 目 本　年　度項

減 価 償 却 費

資 産 減 耗 費

営 業 外 費 用

支 払 利 息 及 び
企 業 債 取 扱 諸 費

消 費 税 及 び
地 方 消 費 税

特 別 損 失

過年度損益修正損

予 備 費

予 備 費

収　　益　　的　　支　　出　　合　　計
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款 目 本　年　度項

減 価 償 却 費

資 産 減 耗 費

営 業 外 費 用

支 払 利 息 及 び
企 業 債 取 扱 諸 費

消 費 税 及 び
地 方 消 費 税

特 別 損 失

過年度損益修正損

予 備 費

予 備 費

収　　益　　的　　支　　出　　合　　計

区　　　分 金　　　額

節
説　　　　　　　　　　　　　　明

補 償 費

会 費 負 担 金 県土地改良事業団体連合会賦課金等

貸 付 金 排水設備設置資金融資預託

保 険 料 公有建物共済保険

貸 倒 損 失 現年度不納欠損分

有 形 固 定 資 産
減 価 償 却 費

建物、構築物、機械及び装置

固 定 資 産 除 却 費 機械及び装置

企 業 債 利 息 借入利息

一 時 借 入 金 利 息

消 費 税 及 び
地 方 消 費 税

過年度損益修正損 過年度漏水減免

予 備 費
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資本的収入及び支出

収　入

企 業 債

企 業 債

出 資 金

出 資 金

分担金及び負担金

受 益 者 分 担 金

受 益 者 負 担 金

補 助 金

補 助 金

企 業 債　

企 業 債

出 資 金

出 資 金

分担金及び負担金

受 益 者 分 担 金

補 助 金

補 助 金

資　　本　　的　　収　　入　　合　　計

農業集落排水資本的収入

公共下水道資本的収入

款 目 本　年　度項
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資本的収入及び支出

収　入

企 業 債

企 業 債

出 資 金

出 資 金

分担金及び負担金

受 益 者 分 担 金

受 益 者 負 担 金

補 助 金

補 助 金

企 業 債　

企 業 債

出 資 金

出 資 金

分担金及び負担金

受 益 者 分 担 金

補 助 金

補 助 金

資　　本　　的　　収　　入　　合　　計

農業集落排水資本的収入

公共下水道資本的収入

款 目 本　年　度項

（単位：千円）

区　　　分 金　　　額

企 業 債

出 資 金 汚水処理に係る一般会計出資金

受 益 者 分 担 金 特定環境保全公共下水道事業

受 益 者 負 担 金 公共下水道事業

国 庫 補 助 金
社会資本整備総合交付金、防災・安全交付金、汚水処理
施設整備交付金

県 補 助 金 汚水処理施設整備接続等交付金

企 業 債

出 資 金 汚水処理に係る一般会計出資金

受 益 者 分 担 金 朝宮地区農業集落排水事業地元分担金

国 庫 補 助 金 農村整備事業補助金

県 補 助 金 農村総合整備事業補助金

節
説　　　　　　　　　　　　　　明
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支　出

建 設 改 良 費

汚 水 管 渠 整 備 費

流 域 下 水 道
建 設 負 担 金

分 担 金 及 び
負 担 金 事 務 費

浸 水 対 策
施 設 整 備 費

公共下水道資本的支出

款 目 本　年　度項
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支　出

建 設 改 良 費

汚 水 管 渠 整 備 費

流 域 下 水 道
建 設 負 担 金

分 担 金 及 び
負 担 金 事 務 費

浸 水 対 策
施 設 整 備 費

公共下水道資本的支出

款 目 本　年　度項

（単位：千円）

区　　　分 金　　　額

給 料 職員４人、会計年度任用職員１人

手 当 職員手当

法 定 福 利 費 共済組合負担金等

旅 費 普通旅費

備 消 品 費 コピー代、参考図書等

燃 料 費 公用車用

通 信 運 搬 費 郵送料

委 託 料 測量調査設計業務

賃 借 料 CADライセンス

工 事 費
汚水管渠整備、舗装復旧、通報装置取替工事、マン
ホールポンプ更新、農業集落排水公共下水道接続等

補 償 費 水道移設補償

会 費 負 担 金 流域下水道建設事業負担金

報 償 費 前納報奨金

備 消 品 費 返信用封筒等

印 刷 製 本 費 納付書、封筒等

通 信 運 搬 費 郵送料

手 数 料 金融機関等取扱手数料

会 費 負 担 金 おうみ自治体クラウド協議会負担金

旅 費 普通旅費

備 消 品 費 参考図書等

委 託 料 雨水整備積算業務等

工 事 費 中央雨水幹線整備工事等

雑 費 高速道路料金

節
説　　　　　　　　　　　　　　明
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款 目 本　年　度項

企 業 債 償 還 金

企 業 債 償 還 金

予 備 費

予 備 費

建 設 改 良 費

汚 水 管 渠 整 備 費

処 理 場 整 備 費

分 担 金 及 び
負 担 金 事 務 費

企 業 債 償 還 金

企 業 債 償 還 金

資　　本　　的　　支　　出　　合　　計

農業集落排水資本的支出
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款 目 本　年　度項

企 業 債 償 還 金

企 業 債 償 還 金

予 備 費

予 備 費

建 設 改 良 費

汚 水 管 渠 整 備 費

処 理 場 整 備 費

分 担 金 及 び
負 担 金 事 務 費

企 業 債 償 還 金

企 業 債 償 還 金

資　　本　　的　　支　　出　　合　　計

農業集落排水資本的支出

区　　　分 金　　　額

節
説　　　　　　　　　　　　　　明

元 金 償 還 金 企業債償還元金

予 備 費

工 事 費 マンホールポンプ更新、通報装置取替工事等

委 託 料 処理場維持管理適正化計画策定業務

工 事 費 処理場機能強化工事等

手 数 料 金融機関取扱手数料

元 金 償 還 金 企業債償還元金
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(単位：円)

Ⅰ　業務活動によるキャッシュ・フロー

　　　当年度純利益 △21,914,412

　　　減価償却費

　　　固定資産除却費

　　　賞与引当金の増減額（△は減少）

　　　貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,102,584

　　　長期前受金の戻入額 △982,093,000

　　　受取利息及び配当金 △11,000

　　　支払利息及び企業債取扱諸費

　　　営業及び営業外未収金の増減額（△は増加） △119,585,157

　　　営業及び営業外未払金・未払費用増減額（△は減少）

　　　小　計

　　　受取利息及び配当金

　　　支払利息及び企業債取扱諸費 △354,105,000

　　　業務活動によるキヤッシュ・フロー

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー

　　　固定資産取得・建設改良事業等実施額 △1,077,889,193

　　　国庫補助金による収入

　　　県補助金による収入

　　　工事負担金による収入

　　　投資活動に伴う未払金等の債務の増減額 △172,060,800

　　　投資活動によるキャッシュ・フロー △935,246,924

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー 　

　　　建設改良費等の財源に充てるための企業債による収入

　　　建設改良費等の財源に充てるための企業債の償還による支出 △1,834,084,000

　　　他会計からの出資による収入

　　　財務活動によるキャッシュ・フロー △400,222,000

Ⅳ　資金減少額 △358,621,971

Ⅴ　資金期首残高

Ⅵ　資金期末残高

（消費税及び地方消費税抜き）

令和４年度  甲賀市下水道事業予定キャッシュ・フロー計算書

(令和４年４月１日から令和５年３月３１日まで)
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(単位：円)

Ⅰ　業務活動によるキャッシュ・フロー

　　　当年度純利益 △21,914,412

　　　減価償却費

　　　固定資産除却費

　　　賞与引当金の増減額（△は減少）

　　　貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,102,584

　　　長期前受金の戻入額 △982,093,000

　　　受取利息及び配当金 △11,000

　　　支払利息及び企業債取扱諸費

　　　営業及び営業外未収金の増減額（△は増加） △119,585,157

　　　営業及び営業外未払金・未払費用増減額（△は減少）

　　　小　計

　　　受取利息及び配当金

　　　支払利息及び企業債取扱諸費 △354,105,000

　　　業務活動によるキヤッシュ・フロー

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー

　　　固定資産取得・建設改良事業等実施額 △1,077,889,193

　　　国庫補助金による収入

　　　県補助金による収入

　　　工事負担金による収入

　　　投資活動に伴う未払金等の債務の増減額 △172,060,800

　　　投資活動によるキャッシュ・フロー △935,246,924

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー 　

　　　建設改良費等の財源に充てるための企業債による収入

　　　建設改良費等の財源に充てるための企業債の償還による支出 △1,834,084,000

　　　他会計からの出資による収入

　　　財務活動によるキャッシュ・フロー △400,222,000

Ⅳ　資金減少額 △358,621,971

Ⅴ　資金期首残高

Ⅵ　資金期末残高

（消費税及び地方消費税抜き）

令和４年度  甲賀市下水道事業予定キャッシュ・フロー計算書

(令和４年４月１日から令和５年３月３１日まで)
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１　総括

特 別 職 一 般 職 報 酬 給 料 手 当

(人) (人) （千円） （千円） （千円）

△ 2

注　職員数（　)内は、短時間勤務職員及び会計年度任用職員であって、一週間当たりの通常

　　短い職員数外書き

扶養手当 地域手当 住居手当 通勤手当

（千円） （千円） （千円） （千円）

△ 714 △ 193 △ 336 △ 406比　　　 　 較

手当の
内　訳

給　　　　　与　　　　　費　　　　　明　　　　　細　　　　　書

区　　　分

本　　年　　度

前　　年　　度

区　　分

職員数

△ 90 △ 5,819

本　年　度

前　年　度

比　　　較

給 与 費

△ 3,226
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１　総括

特 別 職 一 般 職 報 酬 給 料 手 当

(人) (人) （千円） （千円） （千円）

△ 2

注　職員数（　)内は、短時間勤務職員及び会計年度任用職員であって、一週間当たりの通常

　　短い職員数外書き

扶養手当 地域手当 住居手当 通勤手当

（千円） （千円） （千円） （千円）

△ 714 △ 193 △ 336 △ 406比　　　 　 較

手当の
内　訳

給　　　　　与　　　　　費　　　　　明　　　　　細　　　　　書

区　　　分

本　　年　　度

前　　年　　度

区　　分

職員数

△ 90 △ 5,819

本　年　度

前　年　度

比　　　較

給 与 費

△ 3,226

計

（千円） （千円） （千円）

の勤務時間が常時勤務を要する職を占める職員の一週間当たりの通常の勤務時間に比し

特殊勤務
手　　当

時間外勤務
手　　　当

休日勤務
手　　当

管理職手当 期末手当 勤勉手当
管理職員特別
勤 務 手 当

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

△ 4,047 △ 627

給　　　　　与　　　　　費　　　　　明　　　　　細　　　　　書

合　　計法定福利費

△ 9,135 △ 12,289△ 3,154
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ア　会計年度任用職員以外の職員

特 別 職 一 般 職 報 酬 給 料 手 当

（人） （人） （千円） （千円） （千円）

△ 2

注　職員数（　)内は、短時間勤務職員数外書き

扶養手当 地域手当 住居手当 通勤手当

（千円） （千円） （千円） （千円）

△ 714 △ 195 △ 336 △ 406

イ　会計年度任用職員

職員数

一 般 職 給 料 手 当 計

（人） （千円） （千円） （千円） （千円）

△ 14 △ 4

注　職員数（　)内は、一週間当たりの通常の勤務時間が常時勤務を要する職を占める職員の一

地域手当 通勤手当
特殊勤務
手　　当

時間外勤務
手　　　当

（千円） （千円） （千円） （千円）

△ 3,212△ 90 △ 5,867

前　年　度

比　　　較

手当の
内　訳

区 分

本 年 度

前 年 度

比 較

本　年　度

手当の
内　訳

区 分

本 年 度

前 年 度

比 較

法定福利費
給　　与　　費

区　　分

比　　　較

本　年　度

前　年　度

区　　分

職員数 給　　与　　費
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ア　会計年度任用職員以外の職員

特 別 職 一 般 職 報 酬 給 料 手 当

（人） （人） （千円） （千円） （千円）

△ 2

注　職員数（　)内は、短時間勤務職員数外書き

扶養手当 地域手当 住居手当 通勤手当

（千円） （千円） （千円） （千円）

△ 714 △ 195 △ 336 △ 406

イ　会計年度任用職員

職員数

一 般 職 給 料 手 当 計

（人） （千円） （千円） （千円） （千円）

△ 14 △ 4

注　職員数（　)内は、一週間当たりの通常の勤務時間が常時勤務を要する職を占める職員の一

地域手当 通勤手当
特殊勤務
手　　当

時間外勤務
手　　　当

（千円） （千円） （千円） （千円）

△ 3,212△ 90 △ 5,867

前　年　度

比　　　較

手当の
内　訳

区 分

本 年 度

前 年 度

比 較

本　年　度

手当の
内　訳

区 分

本 年 度

前 年 度

比 較

法定福利費
給　　与　　費

区　　分

比　　　較

本　年　度

前　年　度

区　　分

職員数 給　　与　　費

計

（千円） （千円） （千円）

特殊勤務
手　　当

時間外勤務
手　　　当

休日勤務
手　　当

管理職手当 期末手当 勤勉手当
管理職員特別
勤 務 手 当

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

△ 4,031 △ 627

（千円）

週間当たりの通常の勤務時間に比し短い職員数外書き

休日勤務
手　　当

期末手当

（千円） （千円）

△ 16

△ 3,150△ 9,169 △ 12,319

合　　計

合　　計
給　　与　　費

法定福利費
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２  給料及び手当の増減額の明細

区　分
増減額

（千円）
備　　考

昇給に伴う
増加分

平均昇給率　 1.01％
1月昇給期　　　14人

その他の増
減分

△ 6,492 職員の異動等による

制度改正に
伴う増減分

△ 813 期末手当 △ 813

扶養手当 △ 714

地域手当 △ 193

住居手当 △ 336

通勤手当 △ 406

時間外勤務手当

管理職手当

期末手当 △ 3,234

勤勉手当 △ 627

増減事由別内訳
（千円）

その他の増
減分

△ 3,226手 当

△ 5,819給　料

△ 2,413 職員の異動等による

説　　　明

定期昇給
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２  給料及び手当の増減額の明細

区　分
増減額

（千円）
備　　考

昇給に伴う
増加分

平均昇給率　 1.01％
1月昇給期　　　14人

その他の増
減分

△ 6,492 職員の異動等による

制度改正に
伴う増減分

△ 813 期末手当 △ 813

扶養手当 △ 714

地域手当 △ 193

住居手当 △ 336

通勤手当 △ 406

時間外勤務手当

管理職手当

期末手当 △ 3,234

勤勉手当 △ 627

増減事由別内訳
（千円）

その他の増
減分

△ 3,226手 当

△ 5,819給　料

△ 2,413 職員の異動等による

説　　　明

定期昇給

３　給料及び手当の状況

（１）　職員１人当たり給与

(円)

(円)

(歳)

(円)

(円)

(歳)

（２）　初任給

（３）　級別職員数

（1） （100.0）

（1） （100.0）

注　（　）内は短時間勤務職員数外書き

職員数(人)

５級

行  政  職

級

１級

平均給料月額

高　　　　校　　　　卒

３級

平 均 年 齢

大　　　　学　　　　卒

区　　分

令和４年１月１日現在

６級

７級

計

（円）

区         分

平 均 年 齢

平均給与月額

令和３年１月１日現在

令和４年１月１日現在

区                  分

平均給料月額

平均給与月額

２級

６級

計

行  政  職

構成比(%)

行  政  職

一般会計の制度

行  政  職

（円）

令和３年１月１日現在

４級

２級

３級

４級

５級

７級

１級

（級別の基準となる職務）

区 分 ７級 ６級 ５級 ４級 ３級 ２級 １級

行 政 職
部長
次長

課長 課長補佐 係長 主査
主事
技師

主事
技師
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（４）　特殊勤務手当

（５）　期末手当・勤勉手当

６月 １２月

（月分） （月分）

注　（　）内は、再任用職員の率

２０年 ２５年 ３５年
勤続の者 勤続の者 勤続の者
（月分） （月分） （月分）

（７）　その他の手当

（月分）

前　　年　　度

有

有

行政職

特殊な現場作業に従事する職員
の勤務手当

支給率計

その他の加算措置等

備　　考区 分

支給期別支給率

本　　年　　度 有

職制上の段階、職
務の級等による加
算措置

扶　　養　　手　　当

区 分

区　　　　　　　　分

 支給対象職員の比率（％）
（令和４年１月１日現在）

（月分）

一般会計の制度

 支給対象職員１人当たり平均支給月額（円）

 給料総額に対する比率（％）

 代表的な特殊勤務手当の名称

支 給 率 等

（６）　定年退職及び応募認定退職に係る退職手当

最高限度
備　　考区　　分

差異の内容

通　　勤　　手　　当

一般会計の制度との異同

同　　じ

同　　じ

同　　じ

地　　域　　手　　当 同　　じ

住　　居　　手　　当

一般会計の制度
（支給率等）
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（４）　特殊勤務手当

（５）　期末手当・勤勉手当

６月 １２月

（月分） （月分）

注　（　）内は、再任用職員の率

２０年 ２５年 ３５年
勤続の者 勤続の者 勤続の者
（月分） （月分） （月分）

（７）　その他の手当

（月分）

前　　年　　度

有

有

行政職

特殊な現場作業に従事する職員
の勤務手当

支給率計

その他の加算措置等

備　　考区 分

支給期別支給率

本　　年　　度 有

職制上の段階、職
務の級等による加
算措置

扶　　養　　手　　当

区 分

区　　　　　　　　分

 支給対象職員の比率（％）
（令和４年１月１日現在）

（月分）

一般会計の制度

 支給対象職員１人当たり平均支給月額（円）

 給料総額に対する比率（％）

 代表的な特殊勤務手当の名称

支 給 率 等

（６）　定年退職及び応募認定退職に係る退職手当

最高限度
備　　考区　　分

差異の内容

通　　勤　　手　　当

一般会計の制度との異同

同　　じ

同　　じ

同　　じ

地　　域　　手　　当 同　　じ

住　　居　　手　　当

一般会計の制度
（支給率等）

－ 317 －



(単位:円)

１．固定資産

（１）有形固定資産

　　イ　土地

　　ロ　建物

　　　　減価償却累計額 △ 339,713,905 

　　ハ　構築物

　　　　減価償却累計額 △ 12,287,480,195 

　　ニ　機械及び装置

　　　　減価償却累計額 △ 1,494,128,334 

　　ホ　車両及び運搬具

　　　　減価償却累計額 △ 1,454,449 

　　ヘ　工具、器具及び備品

　　　　減価償却累計額 △ 7,070,977 

　　ト　建設仮勘定

　有形固定資産合計

（２）無形固定資産

　　イ　施設利用権

　無形固定資産合計

　固定資産合計

２．流動資産

（１）現金預金

（２）未収金

      貸倒引当金 △ 2,258,820 

（３）前払費用

（４）前払金

（５）その他流動資産

　流動資産合計

　資産合計

令和４年度  　甲賀市下水道事業予定貸借対照表

資産の部

(令和５年３月３１日)
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(単位:円)

１．固定資産

（１）有形固定資産

　　イ　土地

　　ロ　建物

　　　　減価償却累計額 △ 339,713,905 

　　ハ　構築物

　　　　減価償却累計額 △ 12,287,480,195 

　　ニ　機械及び装置

　　　　減価償却累計額 △ 1,494,128,334 

　　ホ　車両及び運搬具

　　　　減価償却累計額 △ 1,454,449 

　　ヘ　工具、器具及び備品

　　　　減価償却累計額 △ 7,070,977 

　　ト　建設仮勘定

　有形固定資産合計

（２）無形固定資産

　　イ　施設利用権

　無形固定資産合計

　固定資産合計

２．流動資産

（１）現金預金

（２）未収金

      貸倒引当金 △ 2,258,820 

（３）前払費用

（４）前払金

（５）その他流動資産

　流動資産合計

　資産合計

令和４年度  　甲賀市下水道事業予定貸借対照表

資産の部

(令和５年３月３１日)

３．固定負債

（１）企業債

　　イ　建設改良等の財源に充てる企業債

    ロ　その他の企業債

　企業債合計

（２）引当金

　　イ　修繕引当金

　引当金合計

　固定負債合計

４．流動負債

（１）企業債

　　イ　建設改良等の財源に充てる企業債

　　ロ　その他の企業債

　企業債合計

（２）未払金

（３）未払費用

（４）前受金

（５）その他流動負債

（６）引当金

　　イ　退職給付引当金

　　ロ　修繕引当金

　　ハ　賞与引当金　

　引当金合計

　流動負債合計

５．繰延収益

（１）長期前受金

　　　収益化累計額 △ 7,146,189,477 

　繰延収益合計

　負債合計

６．資本金

（１）自己資本金

　資本金合計

７．剰余金

（１）資本剰余金

　　イ　国県補助金

　　ロ　工事負担金

　　ハ　受贈財産評価額

　　ニ　その他資本剰余金

　資本剰余金合計

（２）利益剰余金

　　イ　減債積立金

　　ロ　利益積立金

　　ハ　建設改良積立金

　　ニ　当年度未処分利益剰余金

　利益剰余金合計

　剰余金合計

　資本合計

　負債資本合計

（消費税及び地方消費税抜き）

負債の部

資本の部
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注記 

１ 重要な会計方針に係る事項に関する注記  

 

（１） 固定資産の減価償却の方法  

 ア  有形固定資産（リース資産を除く）  

 定額法  

 ・主な耐用年数  

 建物 ８年～５０年  

 構築物 １０年～６０年  

 機械及び装置 ９年～２０年  

 車両及び運搬具 ４年～ ５年  

 工具、器具及び備品 ４年～ ８年  

 イ 無形固定資産  

         定額法  

 ・主な耐用年数  

 施設利用権 ４５年  

 

（２）  引当金計上方法  

 ア 退職給付引当金  

 職員の退職手当は、「退職手当負担に関する覚書」に基づき、一般会計が  

その全部を負担するため、退職給付引当金は計上していない。 

イ  賞与引当金  

 職員の期末手当及び勤勉手当の支給及びこれに係る法定福利費の支払に  

 備えるため、当事業年度末における支給見込額に基づき、当事業年度の負 

担に属する額を計上している。  

 ウ 貸倒引当金  

 債権の不納欠損による損失に備えるため、過去貸倒実績額による回収不能  

見込額を計上している。  

 

（３） 消費税等の会計処理  
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注記 

１ 重要な会計方針に係る事項に関する注記  

 

（１） 固定資産の減価償却の方法  

 ア  有形固定資産（リース資産を除く）  

 定額法  

 ・主な耐用年数  

 建物 ８年～５０年  

 構築物 １０年～６０年  

 機械及び装置 ９年～２０年  

 車両及び運搬具 ４年～ ５年  

 工具、器具及び備品 ４年～ ８年  

 イ 無形固定資産  

         定額法  

 ・主な耐用年数  

 施設利用権 ４５年  

 

（２）  引当金計上方法  

 ア 退職給付引当金  

 職員の退職手当は、「退職手当負担に関する覚書」に基づき、一般会計が  

その全部を負担するため、退職給付引当金は計上していない。 

イ  賞与引当金  

 職員の期末手当及び勤勉手当の支給及びこれに係る法定福利費の支払に  

 備えるため、当事業年度末における支給見込額に基づき、当事業年度の負 

担に属する額を計上している。  

 ウ 貸倒引当金  

 債権の不納欠損による損失に備えるため、過去貸倒実績額による回収不能  

見込額を計上している。  

 

（３） 消費税等の会計処理  

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている。  

 

２ 予定貸借対照表等に関する注記  

（１） 企業債の返還に係る他会計の負担  

  予定貸借対照表に計上されている企業債（当事業年度の末日の翌日から起算  

して１年以内に償還予定のものも含む）のうち、一般会計が負担すると見込ま

れる額は８，６９７，３７２千円である。  

 

３ セグメント情報に関する注記  

報告セグメントの概要 

下水道事業会計は、公共下水道事業及び農業集落排水事業を運営しているた

め、それらを報告セグメントとしている。  

なお、各報告セグメントに属する事業の内容及び財務情報の内訳は以下のと

おりである。  

セグメント区分  セグメント事業の内容  

公共下水道事業  市街地におけるし尿・生活雑排水の処理、雨水排除  

農業集落排水事業  農業集落におけるし尿・生活雑排水の処理  

 

     （単位：千円） 

項目 公共下水道事業  農業集落排水事業  合計 

セグメント資産  

セグメント負債  

その他項目  

 他会計繰入金  

減価償却費  

特別損失 

有形固定資産

及び無形固定

資産の増加額  
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４ その他  

（１） 賞与引当金の取り崩し  

当年度において、期末手当及び勤勉手当の支給及びこれに係る法定福利費の 

支払いとして、賞与引当金９，０５１千円を取り崩す。  

（２） 貸倒引当金の取り崩し  

当年度において、債権の不納欠損による損失が発生するため、貸倒引当金  

１，１０３千円を取り崩す。  
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４ その他  

（１） 賞与引当金の取り崩し  

当年度において、期末手当及び勤勉手当の支給及びこれに係る法定福利費の 

支払いとして、賞与引当金９，０５１千円を取り崩す。  

（２） 貸倒引当金の取り崩し  

当年度において、債権の不納欠損による損失が発生するため、貸倒引当金  

１，１０３千円を取り崩す。  

 

(単位:円)
１．汚水処理事業収益

　　　施設使用料

２．浸水対策事業収益

　　　雨水処理負担金

３．受託工事収益

　　　受託工事収益

４．その他営業収益

　　　その他営業収益

５．汚水処理事業費用

　　　管渠管理費

　　　処理場管理費

　　　流域下水道費

　　　業務費

　　　総係費

　　　減価償却費

　　　資産減耗費

６.浸水対策事業費用

　　　減価償却費

７．受託工事費用

　　　受託工事費

　営業利益 △ 1,537,935,515

８. 営業外収益

　　　受取利息及び配当金

　　　他会計補助金

　　　県補助金

　　　雑収益

　　　消費税還付金

　　　長期前受金戻入

９．営業外費用

　　　支払利息及び企業債取扱諸費

　　　雑支出

　経常利益

10. 特別利益

　　　過年度損益修正益
11. 特別損失
　　　過年度損益修正損 △ 1,907,272
12. 当年度純利益
　　　前年度繰越利益剰余金
　　　その他未処分利益剰余金変動額
　　　当年度未処分利益剰余金

　

（消費税及び地方消費税抜き）

令和３年度  　甲賀市下水道事業予定損益計算書

(令和３年４月１日から令和４年３月３１日まで)
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(単位:円)

１．固定資産

（１）有形固定資産

　　イ　土地

　　ロ　建物

　　　　減価償却累計額 △301,366,893

　　ハ　構築物

　　　　減価償却累計額 △10,499,751,757

　　ニ　機械及び装置

　　　　減価償却累計額 △1,352,988,385

　　ホ　車両及び運搬具

　　　　減価償却累計額 △1,454,449

　　ヘ　工具、器具及び備品

　　　　減価償却累計額 △3,888,376

　　ト　建設仮勘定

　有形固定資産合計

（２）無形固定資産

　　イ　施設利用権

　無形固定資産合計

　固定資産合計

２．流動資産

（１）現金預金

（２）未収金

      貸倒引当金 △ 3,361,404 

（３）前払費用

（４）前払金

（５）その他流動資産

　流動資産合計

　資産合計

令和３年度  　甲賀市下水道事業予定貸借対照表

資産の部

(令和４年３月３１日)
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(単位:円)

１．固定資産

（１）有形固定資産

　　イ　土地

　　ロ　建物

　　　　減価償却累計額 △301,366,893

　　ハ　構築物

　　　　減価償却累計額 △10,499,751,757

　　ニ　機械及び装置

　　　　減価償却累計額 △1,352,988,385

　　ホ　車両及び運搬具

　　　　減価償却累計額 △1,454,449

　　ヘ　工具、器具及び備品

　　　　減価償却累計額 △3,888,376

　　ト　建設仮勘定

　有形固定資産合計

（２）無形固定資産

　　イ　施設利用権

　無形固定資産合計

　固定資産合計

２．流動資産

（１）現金預金

（２）未収金

      貸倒引当金 △ 3,361,404 

（３）前払費用

（４）前払金

（５）その他流動資産

　流動資産合計

　資産合計

令和３年度  　甲賀市下水道事業予定貸借対照表

資産の部

(令和４年３月３１日)

３．固定負債

（１）企業債

　　イ　建設改良等の財源に充てる企業債

    ロ　その他の企業債

　企業債合計

（２）引当金

　　イ　修繕引当金

　引当金合計

　固定負債合計

４．流動負債

（１）企業債

　　イ　建設改良等の財源に充てる企業債

　　ロ　その他の企業債

　企業債合計

（２）未払金

（３）未払費用

（４）前受金

（５）その他流動負債

（６）引当金

　　イ　退職給付引当金

　　ロ　修繕引当金

　　ハ　賞与引当金　

　引当金合計

　流動負債合計

５．繰延収益

（１）長期前受金

　　　収益化累計額 △ 6,164,096,477 

　繰延収益合計

　負債合計

６．資本金

（１）自己資本金

　資本金合計

７．剰余金

（１）資本剰余金

　　イ　国県補助金

　　ロ　工事負担金

　　ハ　受贈財産評価額

　　ニ　その他資本剰余金

　資本剰余金合計

（２）利益剰余金

　　イ　減債積立金

　　ロ　利益積立金

　　ハ　建設改良積立金

　　ニ　当年度未処分利益剰余金

　利益剰余金合計

　剰余金合計

　資本合計

　負債資本合計

（消費税及び地方消費税抜き）

負債の部

資本の部
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注記 

１ 重要な会計方針に係る事項に関する注記  

 

（１） 固定資産の減価償却の方法  

 ア  有形固定資産（リース資産を除く）  

 定額法  

 ・主な耐用年数  

 建物 ８年～５０年  

 構築物 １０年～６０年  

 機械及び装置 ９年～２０年  

 車両及び運搬具 ４年～ ５年  

 工具、器具及び備品 ４年～ ８年  

 イ 無形固定資産  

         定額法  

 ・主な耐用年数  

 施設利用権 ４５年  

 

（２）  引当金計上方法  

 ア 退職給付引当金  

 職員の退職手当は、「退職手当負担に関する覚書」に基づき、一般会計が  

その全部を負担するため、退職給付引当金は計上していない。 

イ  賞与引当金  

 職員の期末手当及び勤勉手当の支給及びこれに係る法定福利費の支払に  

 備えるため、当事業年度末における支給見込額に基づき、当事業年度の負 

担に属する額を計上している。  

 ウ 貸倒引当金  

 債権の不納欠損による損失に備えるため、過去貸倒実績額による回収不能  

見込額を計上している。  

 

（３） 消費税等の会計処理  
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注記 

１ 重要な会計方針に係る事項に関する注記  

 

（１） 固定資産の減価償却の方法  

 ア  有形固定資産（リース資産を除く）  

 定額法  

 ・主な耐用年数  

 建物 ８年～５０年  

 構築物 １０年～６０年  

 機械及び装置 ９年～２０年  

 車両及び運搬具 ４年～ ５年  

 工具、器具及び備品 ４年～ ８年  

 イ 無形固定資産  

         定額法  

 ・主な耐用年数  

 施設利用権 ４５年  

 

（２）  引当金計上方法  

 ア 退職給付引当金  

 職員の退職手当は、「退職手当負担に関する覚書」に基づき、一般会計が  

その全部を負担するため、退職給付引当金は計上していない。 

イ  賞与引当金  

 職員の期末手当及び勤勉手当の支給及びこれに係る法定福利費の支払に  

 備えるため、当事業年度末における支給見込額に基づき、当事業年度の負 

担に属する額を計上している。  

 ウ 貸倒引当金  

 債権の不納欠損による損失に備えるため、過去貸倒実績額による回収不能  

見込額を計上している。  

 

（３） 消費税等の会計処理  

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている。  

 

２ 予定貸借対照表等に関する注記  

（１） 企業債の返還に係る他会計の負担  

  予定貸借対照表に計上されている企業債（当事業年度の末日の翌日から起算  

  して１年以内に償還予定のものも含む）のうち、一般会計が負担すると見込ま

れる額は１１，３１４，１８０千円である。  

 

３ セグメント情報に関する注記  

報告セグメントの概要 

下水道事業会計は、公共下水道事業及び農業集落排水事業を運営しているた

め、それらを報告セグメントとしている。  

なお、各報告セグメントに属する事業の内容及び財務情報の内訳は以下のと

おりである。  

セグメント区分  セグメント事業の内容  

公共下水道事業  市街地におけるし尿・生活雑排水の処理、雨水排除  

農業集落排水事業  農業集落におけるし尿・生活雑排水の処理  

 

     （単位：千円） 

項目 公共下水道事業  農業集落排水事業  合計 

セグメント資産  

セグメント負債  

その他項目  

 他会計繰入金  

減価償却費  

特別損失 

有形固定資産

及び無形固定

資産の増加額  
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４ その他  

（１） 賞与引当金の取り崩し  

当年度において、期末手当及び勤勉手当の支給及びこれに係る法定福利費の 

支払いとして、賞与引当金１０，９９０千円を取り崩す。  

（２） 貸倒引当金の取り崩し  

当年度において、債権の不納欠損による損失が発生するため、貸倒引当金  

１，７１２千円を取り崩す。  
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